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彦根城の顕著な普遍的価値（OUV）は、江戸時代、

「���年間に及ぶ安定の時代」に注目する。

　��世紀の世界では、新しい技術、知識、富の移動が活性

化し、これまでの国や地域の秩序を大きく揺さぶった。これ

に対し、多くの国では、��世紀後半までにそれぞれの国の

枠組みを再定義し、既存の政治体制を再編することで、そ

れぞれ個性的な社会を育み、文化や伝統を生み出す時代

へと移行した。

　日本では��世紀初頭、江戸時代が該当する。江戸時代

は、地域相互やムラ相互などの重層化した戦乱状態に終

止符を打つとともに、新しい国の枠組みを形成することで

成立した。この江戸時代は、その後���年間、安定的に維

持され、豊かな日本文化を形成する基層を形成した。すな

わち、江戸時代は��世紀の世界的な秩序の再編期の顕著

な事例なのである。

　この江戸時代の統治拠点として築造され、利用され続

けたのが近世城郭である。近世城郭は、石垣・水堀によって

周辺地域から明確に隔絶することで、その政権としての独

立性を確保し、内部はこれまでの城郭にはなかった大名と

全ての重臣が集住する特徴的な構造を採用することで、混

乱の発生を排除する体制を固定化した。

さらに、天守や石垣などの織りなす象徴的な外観によって、

地域社会を安定させる権威と責任の所在を可視化した。

　すなわち、近世城郭は、��世紀の世界的な秩序の再編

成に対応し、日本において築造された、その構造と外観に

よって、政治体制の特徴と、それが安定的に維持された仕

組みを具現化する、世界的にも稀有な存在なのである。

　その上で彦根城は、江戸幕府の最初に設置された藩の

政治拠点であった。また、その城主である井伊家は、この体

制の構築に深くかかわるとともに、江戸時代を通じて将軍

の補佐役としての地位を維持し続けた。この歴史的な事実

によって、彦根城は��世紀前半に理想の姿を規範的に映

し出す構造と外観をもって築造され、江戸時代を通じて大

きな変化を経ることなく、その構造と外観が維持され続け

た、近世城郭の典型、代表例と位置付けられるのだ。

　さらに、明治以降には多くの城郭が取り壊されることに

なったが、彦根城は地域住民の強い要望によって保存が

決定し、また、他の城郭とは異なり軍隊施設や行政施設と

して利用された期間が極めて短く、早くから市民に公開さ

れ、市民のシンボルとしての価値を構築した。

また、戦争に被災することもなく、現在において最も正しく

江戸時代の姿を保存していることによって、地域アイデンテ

ィティーの中核として、多くの人々を結びつける存在であり

続けている。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 内 容 が 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

応募フォームから同伴３名までお申込みいただけます。

フォームに必要事項 をご記入ください。

公式ＨＰは左記QRコードか下記URLから。

Peatixアカウントにログインするか、新規登録で

Peatixアカウントを作成してお申込みください。

https://hikonejo-symposium.peatix.com/

【ネット申込】

 シ ン ポ ジ ウ ム の
参 加 申 込 に つ い て

応募者多数の場合は先着順となります

【ハガキ申込】 �/��(金）必着

宛　　先 〒���-����　滋賀県大津市西の庄��-�� リンクスビル

　株式会社エフエム滋賀　彦根城世界遺産登録推進シンポジウム 係

���-���-���� (平日�：��～��：��）

必ず通信面に必要事項 （代表者の氏名・３名までの同伴者の氏名・配慮が必要な方は
その内容）をご記入ください。

エフエム滋賀
問合せTEL

元文化庁長官青柳 正規氏  

京都女子大学教授母利 美和氏 

筑波大学名誉教授稲葉 信子氏 

名勝・玄宮園から天守を臨む 上空から見た彦根城

-彦根城世界遺産登録に向けて- - プログラム -

開会挨拶　和田裕行 (彦根城世界遺産登録推進協議会副会長、彦根市長)

映像紹介

基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

講演  「彦根城の顕著な普遍的価値とは」 

- 休　憩 -

パネルディスカッション

閉会

��:��

��:��

��:��

��:��

��:��

��:��

コーディネーター

宗田  好史氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

パネリスト

三宅  理一氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子氏 

コメンテーター

稲葉 信子氏 

コメンテーター

母利 美和氏 

コメンテーター

鈴木地平氏 

-  プログラム・目次 -

元文化庁長官青柳 正規 氏  基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

京都女子大学教授母利 美和 氏 講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

筑波大学名誉教授稲葉 信子 氏 講演 」はと値価的遍普な著顕の城根彦「  

パネルディスカッション

コーディネーター

宗田  好史 氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良 氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

文化庁文化財調査官

パネリスト

三宅  理一 氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子 氏 

コメンテーター

稲葉 信子 氏

コメンテーター

母利 美和 氏 

コメンテーター

鈴木 地平 氏

６  ･････

��  ･････

��  ･････

��  ･････

配付資料・制作物��  ･････

彦根城の顕著な普遍的価値（OUV）は、江戸時代、
「250年間に及ぶ安定の時代」に注目する。

16世紀の世界では、新しい技術、知識、富の移動が 
活 性 化し 、こ れ ま で の 国 や 地 域 の 秩 序 を 大きく 
揺さぶった。これに対し、多くの国では、17世紀後半 
までにそれぞ れ の国の枠 組みを再定 義し、既 存 の 
政治体制を再編することで、それぞれ個性的な社会を
育み、文化や伝統を生み出す時代へと移行した。

日本 では 17 世 紀 初 頭 、江 戸時 代 が 該 当する。江
戸時 代 は 、地 域 相 互やムラ相 互などの重 層 化した
戦乱状 態に終止符を打つとともに、新しい国の枠組
みを形成することで成 立した。この江 戸時 代は、そ
の 後 2 5 0 年 間 、安 定 的に 維 持され 、豊 かな日本 文
化を形成する基層を形成した。すなわち、江 戸時 代
は17世紀の世界的な秩 序の再編期の顕著な事例な
のである。

この江戸時代の統治拠点として築造され、利用され続け
たのが近世城郭である。近世城郭は、石垣・水堀によって
周辺地域から明確に隔絶することで、その政権としての
独立性を確保し、内部はこれまでの城郭にはなかった
大名と全ての重臣が集住する特徴的な構造を採用する
ことで、混乱の発生を排除する体制を固定化した。

さらに、天守や石垣などの織りなす象徴的な外観によって、
地域社会を安定させる権威と責任の所在を可視化した。

すなわち、近世城郭は、17世紀の世界的な秩序の 
再編成に対応し、日本において築造された、その構造
と外観によって、政治体制の特徴と、それが安定的に
維持された仕組みを具現化する、世界的にも稀有な 
存在なのである。

その上で彦根城は、江戸幕府の最初に設置された
藩の政治拠点であった。また、その城主である井伊家
は、この体制の構築に深くかかわるとともに、江戸時代
を通じて将軍の補佐役としての地位を維持し続けた。
この歴史的な事実によって、彦根城は17世紀前半に 
理想の姿を規範的に映し出す構造と外観をもって築造
され、江戸時代を通じて大きな変化を経ることなく、 
その構造と外観が維持され続けた、近世城郭の典型、
代表例と位置付けられるのだ。

さらに、明治以降には多くの城郭が取り壊されるこ
とになったが、彦根城は地域住民の強い要望によって 
保存が決定し、また、他の城郭とは異なり軍隊施設や
行政施設として利用された期間が極めて短く、早くから
市民に公開され、市民のシンボルとしての価値を構築 
した。

また、戦 争に被 災することもなく、現 在において 
最も正しく江戸時代の姿を保存していることによって、 
地域アイデンティティーの中核として、多くの人々を結び
つける存在であり続けている。

彦根城の顕著な普遍的価値（OUV）は、江戸時代、

「���年間に及ぶ安定の時代」に注目する。

　��世紀の世界では、新しい技術、知識、富の移動が活性

化し、これまでの国や地域の秩序を大きく揺さぶった。これ

に対し、多くの国では、��世紀後半までにそれぞれの国の

枠組みを再定義し、既存の政治体制を再編することで、そ

れぞれ個性的な社会を育み、文化や伝統を生み出す時代

へと移行した。

　日本では��世紀初頭、江戸時代が該当する。江戸時代

は、地域相互やムラ相互などの重層化した戦乱状態に終

止符を打つとともに、新しい国の枠組みを形成することで

成立した。この江戸時代は、その後���年間、安定的に維

持され、豊かな日本文化を形成する基層を形成した。すな

わち、江戸時代は��世紀の世界的な秩序の再編期の顕著

な事例なのである。

　この江戸時代の統治拠点として築造され、利用され続

けたのが近世城郭である。近世城郭は、石垣・水堀によって

周辺地域から明確に隔絶することで、その政権としての独

立性を確保し、内部はこれまでの城郭にはなかった大名と

全ての重臣が集住する特徴的な構造を採用することで、混

乱の発生を排除する体制を固定化した。

さらに、天守や石垣などの織りなす象徴的な外観によって、

地域社会を安定させる権威と責任の所在を可視化した。

　すなわち、近世城郭は、��世紀の世界的な秩序の再編

成に対応し、日本において築造された、その構造と外観に

よって、政治体制の特徴と、それが安定的に維持された仕

組みを具現化する、世界的にも稀有な存在なのである。

　その上で彦根城は、江戸幕府の最初に設置された藩の

政治拠点であった。また、その城主である井伊家は、この体

制の構築に深くかかわるとともに、江戸時代を通じて将軍

の補佐役としての地位を維持し続けた。この歴史的な事実

によって、彦根城は��世紀前半に理想の姿を規範的に映

し出す構造と外観をもって築造され、江戸時代を通じて大

きな変化を経ることなく、その構造と外観が維持され続け

た、近世城郭の典型、代表例と位置付けられるのだ。

　さらに、明治以降には多くの城郭が取り壊されることに

なったが、彦根城は地域住民の強い要望によって保存が

決定し、また、他の城郭とは異なり軍隊施設や行政施設と

して利用された期間が極めて短く、早くから市民に公開さ

れ、市民のシンボルとしての価値を構築した。

また、戦争に被災することもなく、現在において最も正しく

江戸時代の姿を保存していることによって、地域アイデンテ

ィティーの中核として、多くの人々を結びつける存在であり

続けている。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 内 容 が 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

応募フォームから同伴３名までお申込みいただけます。

フォームに必要事項 をご記入ください。

公式ＨＰは左記QRコードか下記URLから。

Peatixアカウントにログインするか、新規登録で

Peatixアカウントを作成してお申込みください。

https://hikonejo-symposium.peatix.com/

【ネット申込】

 シ ン ポ ジ ウ ム の
参 加 申 込 に つ い て

応募者多数の場合は先着順となります

【ハガキ申込】 �/��(金）必着

宛　　先 〒���-����　滋賀県大津市西の庄��-�� リンクスビル

　株式会社エフエム滋賀　彦根城世界遺産登録推進シンポジウム 係

���-���-���� (平日�：��～��：��）

必ず通信面に必要事項 （代表者の氏名・３名までの同伴者の氏名・配慮が必要な方は
その内容）をご記入ください。

エフエム滋賀
問合せTEL

元文化庁長官青柳 正規氏  

京都女子大学教授母利 美和氏 

筑波大学名誉教授稲葉 信子氏 

名勝・玄宮園から天守を臨む 上空から見た彦根城

-彦根城世界遺産登録に向けて- - プログラム -

開会挨拶　和田裕行 (彦根城世界遺産登録推進協議会副会長、彦根市長)

映像紹介

基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

講演  「彦根城の顕著な普遍的価値とは」 

- 休　憩 -

パネルディスカッション

閉会
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コーディネーター

宗田  好史氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

パネリスト

三宅  理一氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子氏 

コメンテーター

稲葉 信子氏 

コメンテーター

母利 美和氏 

コメンテーター

鈴木地平氏 

彦根城の顕著な普遍的価値（OUV）は、江戸時代、

「���年間に及ぶ安定の時代」に注目する。

　��世紀の世界では、新しい技術、知識、富の移動が活性

化し、これまでの国や地域の秩序を大きく揺さぶった。これ

に対し、多くの国では、��世紀後半までにそれぞれの国の

枠組みを再定義し、既存の政治体制を再編することで、そ

れぞれ個性的な社会を育み、文化や伝統を生み出す時代

へと移行した。

　日本では��世紀初頭、江戸時代が該当する。江戸時代

は、地域相互やムラ相互などの重層化した戦乱状態に終

止符を打つとともに、新しい国の枠組みを形成することで

成立した。この江戸時代は、その後���年間、安定的に維

持され、豊かな日本文化を形成する基層を形成した。すな

わち、江戸時代は��世紀の世界的な秩序の再編期の顕著

な事例なのである。

　この江戸時代の統治拠点として築造され、利用され続

けたのが近世城郭である。近世城郭は、石垣・水堀によって

周辺地域から明確に隔絶することで、その政権としての独

立性を確保し、内部はこれまでの城郭にはなかった大名と

全ての重臣が集住する特徴的な構造を採用することで、混

乱の発生を排除する体制を固定化した。

さらに、天守や石垣などの織りなす象徴的な外観によって、

地域社会を安定させる権威と責任の所在を可視化した。

　すなわち、近世城郭は、��世紀の世界的な秩序の再編

成に対応し、日本において築造された、その構造と外観に

よって、政治体制の特徴と、それが安定的に維持された仕

組みを具現化する、世界的にも稀有な存在なのである。

　その上で彦根城は、江戸幕府の最初に設置された藩の

政治拠点であった。また、その城主である井伊家は、この体

制の構築に深くかかわるとともに、江戸時代を通じて将軍

の補佐役としての地位を維持し続けた。この歴史的な事実

によって、彦根城は��世紀前半に理想の姿を規範的に映

し出す構造と外観をもって築造され、江戸時代を通じて大

きな変化を経ることなく、その構造と外観が維持され続け

た、近世城郭の典型、代表例と位置付けられるのだ。

　さらに、明治以降には多くの城郭が取り壊されることに

なったが、彦根城は地域住民の強い要望によって保存が

決定し、また、他の城郭とは異なり軍隊施設や行政施設と

して利用された期間が極めて短く、早くから市民に公開さ

れ、市民のシンボルとしての価値を構築した。

また、戦争に被災することもなく、現在において最も正しく

江戸時代の姿を保存していることによって、地域アイデンテ

ィティーの中核として、多くの人々を結びつける存在であり

続けている。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 内 容 が 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

応募フォームから同伴３名までお申込みいただけます。

フォームに必要事項 をご記入ください。

公式ＨＰは左記QRコードか下記URLから。

Peatixアカウントにログインするか、新規登録で

Peatixアカウントを作成してお申込みください。

https://hikonejo-symposium.peatix.com/

【ネット申込】

 シ ン ポ ジ ウ ム の
参 加 申 込 に つ い て

応募者多数の場合は先着順となります

【ハガキ申込】 �/��(金）必着

宛　　先 〒���-����　滋賀県大津市西の庄��-�� リンクスビル

　株式会社エフエム滋賀　彦根城世界遺産登録推進シンポジウム 係
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必ず通信面に必要事項 （代表者の氏名・３名までの同伴者の氏名・配慮が必要な方は
その内容）をご記入ください。

エフエム滋賀
問合せTEL

元文化庁長官青柳 正規氏  

京都女子大学教授母利 美和氏 

筑波大学名誉教授稲葉 信子氏 

名勝・玄宮園から天守を臨む 上空から見た彦根城

-彦根城世界遺産登録に向けて- - プログラム -

開会挨拶　和田裕行 (彦根城世界遺産登録推進協議会副会長、彦根市長)

映像紹介

基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

講演  「彦根城の顕著な普遍的価値とは」 

- 休　憩 -

パネルディスカッション

閉会

��:��

��:��

��:��

��:��

��:��

��:��

コーディネーター

宗田  好史氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

パネリスト

三宅  理一氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子氏 

コメンテーター

稲葉 信子氏 

コメンテーター

母利 美和氏 

コメンテーター

鈴木地平氏 

彦根城の顕著な普遍的価値（OUV）は、江戸時代、

「���年間に及ぶ安定の時代」に注目する。
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持され、豊かな日本文化を形成する基層を形成した。すな

わち、江戸時代は��世紀の世界的な秩序の再編期の顕著

な事例なのである。

　この江戸時代の統治拠点として築造され、利用され続
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周辺地域から明確に隔絶することで、その政権としての独
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れ、市民のシンボルとしての価値を構築した。

また、戦争に被災することもなく、現在において最も正しく

江戸時代の姿を保存していることによって、地域アイデンテ

ィティーの中核として、多くの人々を結びつける存在であり

続けている。
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【ハガキ申込】 �/��(金）必着
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必ず通信面に必要事項 （代表者の氏名・３名までの同伴者の氏名・配慮が必要な方は
その内容）をご記入ください。

エフエム滋賀
問合せTEL

元文化庁長官青柳 正規氏  

京都女子大学教授母利 美和氏 

筑波大学名誉教授稲葉 信子氏 

名勝・玄宮園から天守を臨む 上空から見た彦根城

-彦根城世界遺産登録に向けて- - プログラム -

開会挨拶　和田裕行 (彦根城世界遺産登録推進協議会副会長、彦根市長)

映像紹介

基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

講演  「彦根城の顕著な普遍的価値とは」 

- 休　憩 -

パネルディスカッション

閉会
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コーディネーター

宗田  好史氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

パネリスト

三宅  理一氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子氏 

コメンテーター

稲葉 信子氏 

コメンテーター

母利 美和氏 

コメンテーター

鈴木地平氏 



-  プログラム・目次 -

元文化庁長官青柳 正規 氏  基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

京都女子大学教授母利 美和 氏 講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

筑波大学名誉教授稲葉 信子 氏 講演 」はと値価的遍普な著顕の城根彦「  

パネルディスカッション

コーディネーター

宗田  好史 氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良 氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

文化庁文化財調査官

パネリスト

三宅  理一 氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子 氏 

コメンテーター

稲葉 信子 氏

コメンテーター

母利 美和 氏 

コメンテーター

鈴木 地平 氏
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1 9 4 4 年 、大 連 生まれ 。古代ローマ美 術・考 古学を専 攻 。東 京大 学 文学部 
教 授、国立西洋 美術 館館長、文化庁長官などを務め、現在、東 京大学名誉 
教 授 、日本 学 士 院 会 員 、山 梨 県 立 美 術 館 館 長 、学 校 法 人 多 摩 美 術 大 学 
理事長、奈良県立橿原考古学研究所所長、石川県立美術館館長、他。
50年に亘りイタリアの古代ローマの遺跡発掘に携わる。著書は、『皇帝たちの
都ローマ』、『ローマ帝国』、『文化立国論』、『人類文明の黎明と暮れ方』他。

国際機関ICCROM事務局長特別アドバイザー。工学博士。専門は建 築学・ 
世界遺産学。1991～2002文化庁文化財保護部建造物課（うち2000 -2002 
国際機関ICCROM派遣）、2002-2008独立行政法人東京文化財研究所文化
遺産国際協力センター、2008-2019筑波大学大学院世界遺産専攻。世界遺
産については、日本が世界遺産条約を批准した1992年からユネスコ世界遺産 
委員会での条約運営に関わる総合的な議論、個別の世界遺産の登録、保全の
ための仕事に国内外で関わってきている。

専門は近 世藩 政 史、幕末 政 治史 。同志 社 大 学 文学部 、同大 学 院 文学 研 究
科を経て、昭和60 年より彦 根市教育委員会 博 物 館建 設準 備 室技術吏員、 
彦 根城 博 物 館 学芸員を経て、平成 15 年より京 都女子大 学 文学部 助 教 授、 
平成20年より現職。主な著書に『幕末維新の個性６ 井伊直弼』『安政の大
獄の真実』『江戸時代近江の商いと暮らし　湖国の歴史資料を読む』など。 
現在、彦 根城 世界遺 産 登 録 推 進にかかる学 術会 議・学 術検 討 委員会 学 術 
検討委員において、彦根藩に関する深い知見で貢献。

浜松市生まれ。法政大学大学院修士、ピサ大学、ローマ大学大学院をへて、 
イタリア歴 史的都 市再生の研究で工学博士（京都大学）。国際 連合 地域開
発センターを経て、1993年から京都府立大学、2016年副学長、2022年名誉 
教授、2022年から関西国際大学教授。
国際記念物遺跡会議（ICOMOS）国内委員、京都市景観まちづくりセンター
理事、（特）京都府地球温暖化防止活動推進センター理事、（特）京町家再生
研究会理事など。

基調講演登壇者

講演登壇者・パネルディスカッションコメンテーター

パネルディスカッションコーディネーター

青柳 正規 氏

稲葉 信子 氏

母利 美和 氏

宗田 好史 氏

元文化庁長官

筑波大学名誉教授

京都女子大学教授

京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

あ お や ぎ  ま さ の り

い な ば 　 の ぶ こ

も り 　 よ し か ず

む ね た 　 よ し ふ み

写真提供：多摩美術大学

『世界史における近世城郭の意義』 4



1949年大阪市生まれ。国士舘大学名誉教授。京都大学博士（工学）。専門は
西アジア建築史、文化遺産学。京都大学工学部助手を経て1980年より国士舘
大学イラク古代文化研究所講師、1995年同教授。
2005～2011年イコモス本部執行委員。2019年から日本イコモス国内委員会
委員長。主な著書に「古代メソポタミアの宗教建築」、『現代イラクを知るため
の60章』、『世界文化遺産の思想』など。

1 9 4 8 年 東 京 生ま れ 。東 京 大 学 建 築 学 科 ならび に パリ・エ コール・デ・ 
ボザール卒業 。工学博士。芝浦工業大学、慶 應 義 塾 大学、パリ国立 工芸院 
にて教鞭をとり、藤女子大学副学長を経て現 職 。建 築史、遺 産 学を専攻 。 
プロボタ修 道院（ルーマニア）、初期清朝の都市遺産（中国）など遺産保護 
活 動 に 携 わ る 。瀋 陽 市 栄 誉 市 民 、フランス 政 府 学 術 教 育 功 労 勲 章 。 
『モルドヴァの世界遺産とその修復』、『限界デザイン』、『境界線から考える
都市と建築』など著書多数。

専門は日本近世史。中世近世移 行期の地域社会の変容、兵農分離を、地域
に根ざした視点から解き明かす研究方法をとる。お茶の水女子大学大学院人
間文化研究科を経て、東京大学人文社会系研究科にて博士学位（文学）取
得。現在は東京外国語大学文書館長、海外事情研究所所長、公益財団法人 
文化 財 建 造 物 保 存 技 術 協 会 評 議 員、文化 庁 中 世 城 館・近 世 城 郭 検 討会 
委員、他。主な著書に『兵と農の分離』、『兵農分離と地域社会』など。

昭和55年生まれ、滋賀県大津市出身。専門は歴史地理学、文化遺産学。
京 都大 学 文学部 、同大 学 院 文学 研 究 科を経て、平成 17年より文化 庁 技 官 
（ 文化 的 景 観 ）、平 成 2 5 年 高 崎 経 済 大 学 大 学 院 地 域 政 策 研 究 科 修了、 
博 士（ 地 域 政 策 学 ）、平 成 2 7 年より現 職 。主 な 著 作 に『 景 観 史と 歴 史 
地 理学』、『世界文化 遺 産の思 想 』、『世界遺 産の日本史 』（いずれも分担 
執筆）など。

パネリスト

パネルディスカッションコメンテーター

岡田 保良 氏

三宅 理一 氏

吉田 ゆり子 氏

鈴木 地平 氏

国士舘大学名誉教授

東京理科大学客員教授

東京外国語大学教授

文化庁 文化財調査官

お か だ 　 や す よ し

み や け 　 り い ち

よ し だ 　 ゆ り こ

す ず き 　 ち へ い

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム5
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世
界
大

戦
が
始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
決
し
て

10
割
の
武
器
、
弾
薬
を
西
側
が
与
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
の

抑
止
力
が
効
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
解

け
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
第
三
次
世
界
大

戦
に
入
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
な
状

況
に
あ
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

U
N
ESCO

と
い
う
の
は
、ご
存
知
の
と
お

り
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
未
曾
有
の

人
類
の
悲
劇
を
、
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
国
際

機
関
の
一
つ
で
す
。UN

ESCO

憲
章
の
前

文
に
は
、「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に

平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、

色
々
な
言
葉
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
中
で
最
も
素
晴
ら
し
く
、
そ
し
て

我
々
が
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
言
葉

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
思
い
な
が
ら
、
今
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
私
は
政
治
・
軍
事
の
こ
と
は
わ
か

り
ま
せ
ん
か
ら
、
文
化
の
面
で
見
る
た
め

に
、UN

ESCO

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
世
界

遺
産
条
約
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
開
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

1
5
0
以
上
の
文
化
的
施
設
が
全
部
も

し
く
は
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
こ

ろ
で
は
、「U

N
ESCO

に
よ
る
種
々
の
調

査
の
結
果
、
ロ
シ
ア
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た

２
月
24
日
以
降
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
前
日

﹃
今
︑彦
根
城
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
意
義
﹄

基
調
講
演
令
和
４
年
７
月
３
日
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
世
界
史
に
お
け
る
近
世
城
郭
の
意
義
』

元文化庁長官

青柳正規

『世界史における近世城郭の意義』

基調講演『今、彦根城を世界遺産に登録する意義』
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ま
で
に
、
70
の
宗
教
建
築
物
、
30
の
歴
史

的
建
造
物
、
18
の
文
化
セ
ン
タ
ー
、
15
の

記
念
碑
、
12
の
博
物
館
、
７
つ
の
図
書
館

な
ど
、
合
計
１
５
２
の
文
化
施
設
が
部
分

的
、
あ
る
い
は
全
面
的
に
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
遂
に
、

ア
ズ
レ
イ
事
務
局
長
が
抗
議
を
表
明
し
て

い
る
状
況
で
す
。
色
々
な
条
件
が
あ
り
ま

す
が
、
過
去
の
事
例
で
は
、
文
化
財
を
破

壊
し
た
者
に
対
し
て
は
訴
追
さ
れ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
あ
るU

N
ESCO

世
界
遺
産
７

件
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
影
響
を
受
け

た
も
の
は
な
い
。」
と
も
書
い
て
あ
り
ま

す
。
つ
ま
りU

N
ESCO

は
、
世
界
遺
産

条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

等
の
資
産
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
様
々
な
宗
教
建

築
な
ど
の
文
化
財
・
文
化
資
産
も
同
様
に

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
世
界
遺
産

と
そ
う
で
は
な
い
文
化
遺
産
の
全
て
を
同

等
に
扱
っ
て
い
る
の
で
す
。
僕
は
、
こ
れ

は
す
ご
い
卓
見
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

U
N
ESCO

と
し
て
は
、
世
界
遺
産
に
触

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

It’s should also be noted
と
い
う
形
で

書
い
て
い
ま
す
。非
常
に
こ
れ
は
微
妙
な
、

恐
ら
く
こ
れ
を
書
い
た
当
事
者
は
苦
労
に

苦
労
を
重
ね
、
世
界
遺
産
を
特
別
扱
い
に

は
し
な
い
、
し
か
し
、
世
界
遺
産
に
は
言

及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

でIt’s should also be noted

と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
の
世
界
遺
産
の
こ
と
を
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

な
お
、こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
と
こ
ろ
に
は
、

「
10
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
殺
さ
れ
た
、

１
５
２
のcultural institutions

が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
、
２
０
２
８
の
教
育
施

設
が
被
害
を
受
け
た
」
と
い
う
こ
と
を
、

こ
れ
を
一
週
間
ご
と
く
ら
い
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
が
、
今
日
見
た
と

こ
ろ
で
は
６
月
24
日
以
後
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
中

で
、
10
人
の
殺
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

た
ち
を
、
明
確
に
、
一
人
一
人
固
有
名
詞

で
、
そ
し
て
、
そ
の
人
の
経
歴
と
か
活
躍

ぶ
り
に
つ
い
て
細
部
に
、
詳
細
に
入
っ
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

U
N
ESCO

で
は
、こ
の
よ
う
な
戦
争
や

紛
争
に
よ
っ
て
、
文
化
遺
産
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
な
い
歯
止
め
と
す
る
た
め
の
種
々

の
条
約
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
が
、

よ
く
言
わ
れ
る
「
６
条
約
体
制
」
で
す
。

す
な
わ
ち
、「
ハ
ー
グ
協
定
」、「
世
界
遺

産
」、「
文
化
財
の
輸
出
・
輸
入
」、「
水
中

考
古
学
」、「
無
形
遺
産
」、
多
様
性
の
保
護

促
進
に
関
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
多
様
性
保

護
条
約
」
の
６
つ
の
分
野
の
条
約
で
す
。

残
念
な
が
ら
「
多
様
性
保
護
条
約
」
に
は
、

ま
だ
日
本
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
い
つ
か
ま
た
じ
っ
く
り
お
話

し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
最
初
の
「
ハ
ー
グ
条
約
」

で
は
、
戦
争
や
紛
争
に
よ
っ
て
文
化
財
を

破
損
し
て
は
い
け
な
い
、
戦
争
や
紛
争
か

ら
文
化
財
を
守
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
ハ
ー
グ
条
約
の
主
旨
に
基
づ
い

て
、
大
切
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
示
す
た
め
に
、「
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
」

と
い
う
エ
ン
ブ
レ
ム
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
掲
示
す
る
運
動
も
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
も
こ
れ
を
取
り
入
れ

よ
う
と
、
今
、
色
々
と
計
画
し
て
い
ま
す

が
、ま
だ
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
の

運
動
を
推
進
し
て
い
る
の
が
、ICO

M
O
S

や
、
国
際
文
書
館
評
議
会
、
あ
る
い
は
日

本
も
京
都
会
議
の
前
か
ら
入
っ
たICO

M

（
国
際
博
物
館
会
議
）、
さ
ら
に
は
、
図
書

館
連
盟
な
ど
で
、
こ
れ
ら
が
中
心
に
な
っ

て
「
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
」
を
推
進
し
、
戦

争
や
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
の
国

際
的
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
使
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
無
形
遺
産
文
化
条
約
の
会

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム7



議
が
あ
っ
た
時
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

バ
ク
ー
に
行
き
ま
し
た
が
、
世
界
遺
産
の

ゴ
ブ
ス
タ
ン
国
立
保
護
区
な
ど
に
は
、「
ブ

ル
ー
シ
ー
ル
ド
」の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
、は
っ

き
り
と
見
え
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
あ
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
ま
だ

実
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
早
急
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
世
界
遺
産
」
も
、U

N
ESCO

の
６
条

約
体
制
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
戦
争
や
紛
争
が
あ
っ

た
時
に
も
、
人
類
の
宝
で
あ
る
文
化
遺
産

が
、
破
壊
行
為
を
受
け
な
い
よ
う
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
趣
旨
の
下
で
、
こ
の
世
界

遺
産
に
関
す
る
条
約
が
で
き
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
が
持
っ
て
い
る
意
義
・
価
値
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
、後
程
、

も
っ
と
詳
し
く
、
専
門
的
に
説
明
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も

人
類
が
生
み
出
し
た
様
々
な
も
の
の
中

で
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と

継
承
す
べ
き
も
の
が
、
顕
著
な
普
遍
的
価

値
・O

U
V

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
登
録
し
、
保
存
し
て

い
こ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ

の
世
界
遺
産
条
約
の
主
旨
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
彦
根
城
に
そ
のO

U
V

が
存

在
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
私
は
、
非

常
に
明
快
に
、
彦
根
城
は
世
界
遺
産
と
し

て
の
十
分
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
「
彦
根
城
を
世
界
遺
産

に
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
だ
け

で
も
、
こ
れ
は
十
分
に
分
か
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
彦
根
城
は
一
度
も
戦
争
の
経
験
を

し
た
こ
と
が
な
い
城
郭
で
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
、
武
士
達
は
そ
の
城
郭
の
も
と
に

集
ま
り
、
領
地
の
安
定
の
た
め
政
治
に
取

り
組
み
、
ま
た
必
要
と
な
る
文
化
活
動
や

武
芸
に
励
み
、
そ
し
て
安
定
と
調
和
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
彦
根
城
は
そ
の
中
心
に

あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
の
誇
り
の
源

泉
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
彦
根
城
に
は
世

界
遺
産
に
な
る
十
分
な
価
値
が
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
一
方
で
、
今
、
世
界
遺
産
に
な
っ

た
、
あ
る
い
は
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
い

う
時
に
ど
う
し
て
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

も
の
にT

ourism

「
＝
観
光
」
が
あ
り
ま

す
。
今
、U

N
W

T
O

（
世
界
観
光
機
関
）

で
は
、
観
光
を
「
観
光
は
休
日
の
活
動
の

み
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
な
認
識

を
超
え
て
」、「
通
常
の
環
境
以
外
の
場
所

に
、
レ
ジ
ャ
ー
の
目
的
で
１
年
を
超
え
な

い
短
期
滞
在
を
す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
お

よ
び
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
24
時
間
以

上
旅
行
す
る
こ
と
」
と
定
義
を
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
こ
の
観
光
の
経
済
的
・
社
会

的
な
現
象
は
、
こ
の
20
～
30
年
で
大
変
な

勢
い
を
持
っ
て
発
展
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
１
９
９
５
年
の
頃
か
ら
２
０
１
８
年

を
比
べ
る
と
倍
以
上
、
３
倍
く
ら
い
に
増

え
て
お
り
、
収
入
で
は
１
兆
４
５
１
０
億

ド
ル
で
す
か
ら
、
年
間
で
２
０
０
兆
円
く

ら
い
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
ま
で
成
長
し
て
い

ま
す
。
人
数
で
は
、
14
億
人
ほ
ど
の
人
々

が
動
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
変

大
き
な
数
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
観
光

と
い
う
も
の
を
付
随
的
な
人
間
の
活
動
と

み
な
す
こ
と
は
誤
り
で
、
世
界
に
と
っ
て

も
絶
対
的
に
必
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

し
か
も
、
世
界
貿
易
の
中
で
一
番
目
が

化
学
で
す
。
農
薬
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い

は
薬
品
で
あ
る
と
か
が
、
一
番
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
大
き
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
次

が
燃
料
、
こ
れ
は
石
油
と
か
石
炭
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
次
に
観
光
が
あ
り
、
世
界

貿
易
で
３
位
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
車
の
輸
出
入
が
４
番
目
な
の
で
、
車

よ
り
上
位
に
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

経
済
的
な
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
観
光
は
も
は
や
昔
の
よ
う
に
贅
沢
の

た
め
に
旅
行
す
る
と
い
う
よ
う
な
概
念
、

分
野
と
は
全
く
異
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。そ

の
た
め
、
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
こ

と
が
決
し
て
観
光
を
増
大
す
る
目
的
で
は

『世界史における近世城郭の意義』

基調講演『今、彦根城を世界遺産に登録する意義』
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な
い
と
し
て
も
、
必
ず
観
光
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
観

光
に
お
い
て
は
、
旅
行
者
の
傾
向
・
試
行

は
色
々
な
形
に
分
か
れ
、
変
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
自
分
自
身
の
考
え
方
を
変
え
る

た
め
、
見
る
た
め
、
見
せ
る
た
め
、
あ
る

い
は
健
康
の
た
め
な
ど
、
色
々
な
観
光
の

目
的
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
最
近
よ
く

言
わ
れ
て
い
る
の
が
、Soft tourism
で

す
。
世
界
遺
産
に
つ
い
て
い
え
ば
、
文
化

観
光
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
人
間
の

恥
ず
か
し
い
面
を
し
っ
か
り
と
見
て
い
こ

う
と
す
る
、
例
え
ば
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ

を
見
に
行
こ
う
と
い
う
よ
う
な
、T

hana 

tourism

と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
使
い
ま

す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
含
ま
れ
、
発

展
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、disaster 

tourism

な
ど
様
々
な
も
の
が
、
今
、
考

え
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
、

私
た
ち
がSoft tourism

の
最
も
典
型
的

な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
、
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
が
、
世

界
遺
産
と
そ
れ
に
関
連
す
る
観
光
で
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

世
界
遺
産
は
、
国
際
平
和
を
目
的
に
し
て

作
ら
れ
たU

N
ESCO

と
い
う
国
際
機
関

が
推
奨
し
て
い
る
運
動
で
す
。
従
っ
て
、

世
界
遺
産
観
光
と
は
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
も
の
」
を
単
に
見
に
行
く
と
い

う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
例
え
ば
、
世
界

の
文
化
の
多
様
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
、
遺

物
を
き
ち
っ
と
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、
紛
争
、
戦
争
が
な
い
よ
う
に
願
う

こ
と
に
繋
が
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
人
類

に
と
っ
て
、
大
変
重
要
に
な
る
種
々
の
考

え
方
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
行
為
で
も

あ
る
の
で
す
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ

の
世
界
遺
産
と
関
連
し
た
観
光
が
、
こ
れ

か
ら
よ
り
重
要
に
な
り
、
そ
し
て
、
是
非
、

拡
大
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
観
光
をH

ard tourism

と
Soft tourism

と
に
分
け
る
と
、H

ard 

tourism

は
短
期
滞
在
型
で
、
高
速
交

通
機
関
で
の
移
動
と
い
う
行
為
・
現
象

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
のSoft 

tourism

で
す
。
こ
のH

ard tourism

と

Soft tourism

の
関
係
が
、
一
番
典
型
的

に
表
れ
て
い
る
の
が
、
ス
イ
ス
の
観
光
で

す
。ス
イ
ス
の
観
光
は
元
々
、夏
の
涼
し
い

時
に
長
期
滞
在
、
あ
る
い
は
19
世
紀
末
か

ら
は
ス
キ
ー
を
す
る
た
め
に
冬
季
の
長
期

滞
在
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
発
達
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
初
の
き
っ
か
け
は
日
本

か
ら
の
団
体
旅
行
で
す
が
、
そ
れ
が
徐
々

に
、
ス
イ
ス
の
観
光
をSoft tourism

か

らH
ard tourism

に
移
行
さ
せ
、
今
で

は
特
に
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
短

期
旅
行
者
が
多
く
な
り
、
元
々
のSoft 

tourism

を
目
的
と
し
た
長
期
滞
在
者
が

減
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス
イ

ス
で
は
、
こ
の
変
化
に
対
し
て
、
今
か
ら

30
年
も
前
か
ら
、「
何
人
の
観
光
客
が
来

た
」
で
は
な
く
、「
何
泊
の
滞
在
を
し
た
の

か
」
泊
数
に
よ
っ
て
観
光
が
増
え
て
い
る

の
か
減
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
統
計
を
と

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は「
短
期
」

と
い
う
も
の
を
な
る
べ
く
避
け
た
い
が
故

の
方
針
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
背
景
に
は
、

M
ass tourism

、Hard tourism

が
観
光

地
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
、
負
担
を
か
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
自
体
の
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
受
け
止
め
る
地
元
の
性
格
を
変

え
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
存
在
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
、M

ass tourism

、Hard 

tourism

へ
の
変
化
は
、
非
常
に
危
惧
す

べ
き
現
象
で
あ
り
、
ス
イ
ス
で
は
、
そ
れ

に
対
応
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ

が
、Carrying capacity

と
い
う
考
え
方

で
す
。

こ
の
問
題
は
、
彦
根
の
よ
う
な
11
万
人

し
か
市
民
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
今
か

ら
十
分
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
す
。
そ
し
て
、
同
時
に
推
奨
す

べ
き
こ
のSoft tourism

の
終
着
点
と
し

て
の
彦
根
城
の
価
値
、
す
な
わ
ち
、
先
ほ

ど
話
し
た
「
城
郭
が
安
定
と
調
和
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
。」
と
い
う
価
値
を
、よ
り
多

く
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
作
る
こ
と
も
、
大
変
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、Soft 

tourism

の
中
でH

eritage tourism

が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、そ
の
作
業
は
、

U
N
ESCO

の
設
立
の
目
的
、文
化
財
の
保

存
、
戦
争
の
回
避
な
ど
の
理
念
・
理
想
に

基
づ
き
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
結
び
付
け
る

べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
、
作

業
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、Eco tourism

と
い
う
考
え
方

も
あ
り
ま
す
。
こ
のEco tourism

の
中

で
は
、
小
規
模
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で

編
成
さ
れ
た
も
の
に
移
行
し
て
い
く
方
法

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

基調講演『今、彦根城を世界遺産に登録する意義』
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を
今
、
色
々
なN

PO

が
考
え
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、H

ealth tourism

の
考
え

方
も
あ
り
ま
す
し
、
世
界
遺
産
を
中
心
と

す
るCultural heritage tourism

と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、世
界
遺
産
に
な
る
こ
と
、

あ
る
い
は
、
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
観
光

と
は
切
っ
て
も
き
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
い
か
に
、

文
化
資
産
、
地
元
、
世
界
遺
産
の
理
念
な

ど
と
調
和
あ
る
も
の
と
す
る
か
が
、
大
変

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

彦
根
城
に
限
ら
ず
、
あ
る
と
こ
ろ
が
世

界
遺
産
の
候
補
に
な
り
、
暫
定
リ
ス
ト
に

入
っ
て
、
実
際
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
過

程
の
中
で
、
世
界
遺
産
に
な
っ
た
後
の
観

光
を
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
お
く
べ
き
必

要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、こ
の
作
業
は
、

地
元
住
民
の
方
々
に
対
し
て
、
世
界
遺
産

に
な
る
べ
き
素
晴
ら
し
い
歴
史
、
あ
る
い

は
平
和
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
な
文
化

財
を
、
み
ん
な
で
共
有
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
住

む
誇
り
を
養
う
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界

遺
産
と
観
光
の
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

た
だ
し
、世
界
遺
産
の
数
に
つ
い
て
は
、

イ
タ
リ
ア
が
世
界
で
一
番
多
く
、
そ
の
次

に
ほ
ぼ
同
数
で
中
国
、
そ
の
次
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
、
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
や
メ
キ

シ
コ
が
あ
っ
て
、
イ
ラ
ン
が
あ
っ
て
、
日

本
が
こ
の
次
く
ら
い
と
い
う
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
最
も
来
訪
者
が
多
い
と
さ
れ
る

世
界
遺
産
で
は
、
紫
禁
城
、
ベ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
、
リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
紫
禁
城
に
し

て
も
そ
の
巨
大
さ
に
我
々
は
驚
か
さ
れ
る

し
、
明
朝
、
あ
る
い
は
清
朝
の
頃
の
権
勢

と
い
う
も
の
を
体
感
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
文
化
財
と
し
て
、
あ
る
い
は
建
築

物
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
か

に
つ
い
て
は
疑
問
で
す
。
ま
た
、
ベ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
も
、
17
世
紀
中
頃
の
立
派
さ
、

豪
華
さ
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
例
え
ば
同

じ
頃
に
作
ら
れ
た
タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
に
比

べ
て
、
あ
る
い
は
、
桂
離
宮
と
比
べ
て
、

ど
れ
だ
け
の
芸
術
性
や
文
化
的
な
価
値
が

あ
る
か
と
い
う
と
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に

つ
い
て
は
首
を
捻
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
極

端
な
事
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
文

化
的
、
芸
術
的
な
価
値
は
、
や
は
り
タ
ー

ジ
マ
ハ
ー
ル
が
１
番
で
、２
番
が
桂
離
宮
、

３
番
目
は
絶
対
王
朝
と
し
て
の
権
力
の
表

明
だ
け
の
価
値
し
か
無
い
と
も
思
え
る
ベ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
と
、私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
観
光
客

は
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
事

実
も
、
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
文
化
財

に
つ
い
て
も
考
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
彦
根
城
も
、今
、文
化
資
産
と
し
て
世

界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
世
界
に
も
認
め
て
も
ら
お
う
、
言
い
換

え
れ
ば
、
彦
根
城
を
世
界
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
と
い
う
の
は
、
極

端
に
言
う
と
、
古
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
数

が
少
な
く
な
り
、
現
代
に
な
る
と
数
は
多

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
の
人
が
見

た
い
、
訪
れ
た
い
と
思
う
の
は
、
古
い
時

代
の
も
の
の
方
が
多
く
、
現
代
に
近
づ
け

ば
需
要
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
古
い
時
代
の
資
産

に
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
、
圧
力
が
掛
か
り

ま
す
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
軽
減
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
が
、
文
化
財
の
保
存
の
た

め
に
非
常
に
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
か
、
オ
ー
グ
メ

ン
テ
ッ
ド
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
か
、
最
近
は

よ
く
、
ミ
ッ
ク
ス
ド
・
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い

う
よ
う
な
言
葉
も
使
い
ま
す
が
、
あ
る
い

は
、
レ
プ
リ
カ
を
作
る
な
ど
が
具
体
的
な

表
現
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
大
変

に
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
私
が
彦
根
城
で
一
番
感

心
し
て
い
る
の
は
、
城
郭
の
中
に
あ
る
博

物
館
で
す
。
こ
れ
は
、
当
時
の
藩
主
＝
大

名
の
御
殿
を
、
そ
の
場
所
で
資
料
に
基
づ

『世界史における近世城郭の意義』
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い
て
復
元
し
た
も
の
を
博
物
館
と
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
正
し
い
復
元
は
非
常
に

良
い
こ
と
で
す
。
当
時
の
建
物
を
復
元
し

た
博
物
館
と
し
て
は
、
彦
根
城
の
博
物
館

は
日
本
で
も
有
数
の
存
在
で
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
こ
の
意
味
か
ら
は
、
彦
根
城

は
姫
路
城
よ
り
も
遥
か
に
優
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
彦
根
城
で
は
こ
の

よ
う
な
作
業
を
既
に
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
、
文
化
財
へ
の
関
心
を
市
民
の

方
々
に
よ
り
深
く
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
我
々
の
住
ん
で
い
る
町
に
は
素
晴
ら

し
い
「
お
城
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、市

民
の
方
に
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
な
取
組
を

強
め
、
そ
の
う
え
で
、
彦
根
城
を
大
切
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、「
お
城
」
へ
の
負

荷
を
な
る
べ
く
除
こ
う
で
は
な
い
か
、
そ

の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
、
市
民
の
み
な
さ
ま
で
考
え

る
。
そ
の
機
会
が
、
世
界
遺
産
に
登
録
し

よ
う
と
す
る
前
段
階
で
の
、
様
々
な
準
備

作
業
で
、
今
が
、
ま
さ
に
そ
の
時
な
の
で

す
。こ

う
し
た
作
業
の
結
果
、
こ
う
い
う
方

法
で
彦
根
城
＝
文
化
財
を
保
護
・
保
存
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
地
域
住
民
が
共

通
認
識
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
世
界
遺
産

に
登
録
す
る
こ
と
に
は
、
大
変
重
要
な
価

値
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
我
々
は
今
、
現
在
に
生
き
て

い
ま
す
が
、
将
来
を
見
通
す
に
は
色
々
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
あ
る
と
か
、
フ
ェ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
あ
る
と
か
、
様
々
な
方
法
論
が
出

て
き
て
い
ま
す
が
、一
番
確
実
な
方
法
は
、

や
は
り
、
我
々
が
知
っ
て
い
る
過
去
を
い

く
つ
か
比
べ
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に

変
遷
を
し
た
か
を
、
現
在
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
み
る
こ
と
、
未
来
と
い
う

ス
ク
リ
ー
ン
に
そ
の
結
果
を
映
し
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
、初
め
て
将
来
、未
来
と
い
う

も
の
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。結
局
、

こ
の
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
法

の
た
め
に
文
化
財
は
大
変
大
き
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
様
々
な

地
域
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
が
大
切
に
し

て
い
る
、
そ
し
て
自
分
た
ち
が
誇
り
に
思

う
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
世
界
レ
ベ
ル
に

お
い
て
も
全
く
遜
色
な
く
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
文
化
財
・
文
化
遺
産
を
、
世

界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
今
回

の
彦
根
城
の
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う

運
動
の
本
質
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
是
非
、
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。ど

う
も
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

基調講演『今、彦根城を世界遺産に登録する意義』
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こ
ん
に
ち
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。京

都
女
子
大
学
の
母
利
と
申
し
ま
す
。

私
の
課
題
は
、
先
程
の
青
柳
先
生
の
話

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
紛
争
の
時
代
を
経

て
、
江
戸
時
代
は
長
期
間
に
わ
た
る
平
和

な
時
代
・
社
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
、
そ
の
時
代
が
つ
く

ら
れ
た
の
か
、
そ
の
中
で
彦
根
城
は
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
じ
め
に

17
世
紀
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て
の
世
界

は
、
東
西
半
球
の
一
体
化
が
社
会
変
動
を

促
し
た
結
果
、
各
国
で
統
治
体
制
が
再
編

さ
れ
た
時
期
で
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も

17
世
紀
に
徳
川
幕
藩
体
制
と
い
う
世
界
の

他
の
国
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な
政
治
体

制
が
成
立
し
ま
し
た
。
彦
根
城
は
そ
の
時

代
の
統
治
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
城
郭
と

い
う
類
型
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で

す
。こ
れ
が
、世
界
遺
産
登
録
を
進
め
る
彦

根
城
に
つ
い
て
の
我
々
の
主
張
で
す
。
こ

の
主
張
を
軸
と
し
て
、姫
路
城
と
大
き
く
、

明
確
な
差
異
を
打
ち
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

彦
根
城
の
登
録
申
請
範
囲
の
特
徴

ま
ず
、
現
在
計
画
し
て
い
る
彦
根
城
の

資
産
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
彦
根

城
下
町
は
三
重
の
堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
お
手
元
の
図
に
も
あ
り

ま
す
が
、
中
心
か
ら
内
堀
、
中
堀
、
外
堀

と
、
三
重
の
堀
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
現

在
考
え
て
い
る
資
産
範
囲
は
、こ
の
う
ち
、

中
堀
ま
で
の
範
囲
で
す
。
こ
の
中
堀
ま
で

の
範
囲
が
、
完
全
に
残
っ
て
い
る
の
は
彦

根
城
と
弘
前
城
く
ら
い
、
し
か
も
、
彦
根

城
で
は
、
こ
の
部
分
の
保
存
状
態
が
、
非

常
に
良
好
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、
そ
の
外

部
に
藩
主
の
庶
子
屋
敷
（
埋
木
舎
）
が
一

軒
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
を
含
め
た
範
囲
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
範
囲
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
統
治
の

た
め
の
機
能
が
集
約
さ
れ
た
「
城
郭
の
配

置
計
画
」が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
範
囲
に
藩
の
公
的
な
施
設
、
そ
の
周

辺
に
重
臣
屋
敷
を
配
置
す
る
と
い
う
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。

２
点
目
の
特
徴
は
、
天
守
を
頂
点
と
す

る
「
象
徴
的
な
城
郭
の
形
態
」
で
す
。
こ

の
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
山
の
中
心
に
本
丸
、
天
守
が
あ
り
、
麓

に
は
表
御
殿
が
営
ま
れ
ま
す
。
そ
の
間
に

は
、天
秤
櫓
な
ど
が
作
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

内
堀
の
周
り
に
は
、
御
門
が
幾
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
非
常
に
長
大
な
多
聞

櫓
を
備
え
た
櫓
御
門
で
す
。
外
か
ら
見
れ

ば
、
こ
の
御
門
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
建

物
の
様
子
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
御
門
を
超
え
て
、
遠
く
に
、
本

丸
天
守
、
あ
る
い
は
各
種
櫓
が
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
外
か
ら
見
え
る
こ
と
を
重
視

し
た
城
造
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
城
郭
の
外
観
・
形
態
を
、
も
う
１
つ

の
特
徴
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹃
江
戸
時
代
の
平
和
と
彦
根
城
の
歴
史
﹄

講
演

京都女子大学

母利美和

令
和
４
年
７
月
３
日
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
世
界
史
に
お
け
る
近
世
城
郭
の
意
義
』

『世界史における近世城郭の意義』

講演『江戸時代の平和と彦根城の歴史』
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彦
根
城
は
、こ
の
よ
う
な
配
置
計
画
と
形

態
に
よ
っ
て
、江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
の

統
治
体
制
の
在
り
方
を
可
視
的
に
示
し
て

お
り
、こ
の
よ
う
に
類
型
化
さ
れ
た
政
治
拠

点
施
設
と
い
う
も
の
は
、17
世
紀
か
ら
19
世

紀
の
世
界
に
お
い
て
、他
に
類
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
全
国
の
城
郭
の
中
で
も
彦
根
城
は
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
配
置
計
画
と
形
態
を

完
全
な
形
で
現
在
に
伝
え
る
唯
一
の
例
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

１　
徳
川
幕
藩
体
制
成
立
以
前
の

統
治
体
制

で
は
、
そ
の
統
治
体
制
は
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
き
た
の
か
、
歴
史
を
追
っ
て
み

ま
す
。

16
世
紀
か
ら
17
世
紀
初
頭
の
世
界　
16

世
紀
か
ら
17
世
紀
初
頭
の
世
界
、こ
れ
は
、

ア
ジ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
メ
リ
カ
大
陸
を

繋
ぐ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
圏
が
形
成
さ
れ

た
時
代
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
際
交
流

が
活
発
化
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
新
し
い
技

術
・
知
識
が
、
既
存
の
国
・
地
域
を
、
そ

の
秩
序
を
大
き
く
揺
る
が
せ
る
よ
う
な
現

象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
17
世
紀
以
降
、
各

国
で
は
こ
う
し
た
現
象
に
対
応
し
て
、
既

存
の
統
治
体
制
が
再
編
さ
れ
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
17
世
紀
か
ら

19
世
紀
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
ご

と
に
、
地
域
ご
と
に
、
現
在
に
繋
が
る
近

現
代
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
固
有
な
社
会

の
在
り
方
が
形
成
・
維
持
さ
れ
た
、
そ
う

い
う
時
期
に
該
当
し
ま
す
。

16
世
紀
か
ら
17
世
紀
初
頭
の
日
本　
日

本
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
16
世
紀
か
ら
17

世
紀
初
頭
に
か
け
て
大
き
く
社
会
・
政
治

形
態
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
の
前
提
と
な
る
16
世
紀
の
状

況
で
す
。
こ
の
時
代
に
は
、
室
町
幕
府
の

権
力
が
弱
体
化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
戦
国
大
名
が
各
地
で
台
頭
す
る
、
あ
る

い
は
国
人
が
台
頭
す
る
、
あ
る
い
は
宗
教

勢
力
が
武
装
化
し
た
こ
と
な
ど
が
引
き
金

に
な
っ
て
、
日
本
中
で
内
戦
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
で

す
。
こ
う
し
た
時
代
状
況
の
中
で
、
武
士

の
中
の
一
部
の
権
力
者
が
国
内
の
統
一
に

動
き
に
出
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
信
長
、
秀

吉
、
家
康
と
い
う
３
つ
の
段
階
を
経
て
、

江
戸
時
代
の
統
治
体
制
が
確
立
し
た
の
で

す
。『
将
軍
権
力
の
創
出
』と
い
う
朝
尾
直

弘
先
生
の
有
名
な
論
文
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
歴
史
の
段
階
を
、
詳
し
く
見
て

み
ま
す
。

織
田
信
長　
ま
ず
、信
長
の
段
階
で
す
。

信
長
は
、
海
外
交
易
に
よ
る
富
の
蓄
積
を

- 1 -

江戸時代の平和と彦根城の歴史

はじめに
17 世紀から 19 世紀にかけての世界では、東西半球の一体化が社会変化を促した結果、各国
で統治体制が再編された。日本においても、17 世紀に徳川幕藩体制という世界の他の国には見
られない独特な統治体制が成立した。彦根城は、その統治拠点として機能した城郭という類型

を代表する顕著な見本である。

彦根城の登録申請範囲：江戸時代に「内曲輪」と呼ばれた、彦根城下町の三重の堀（内堀・中

堀・外堀）の内、内堀と中堀に挟まれた範囲。本丸の天守と太鼓丸櫓・天秤櫓・西の丸

の三重櫓・鐘の丸・表御殿などがある第一郭の外周を囲み、下屋敷の槻御殿・庭園・藩

校・重臣屋敷で占められた第二廓。この「内曲輪」は、限られた藩士や御用達町人以外

の出入りは制限され、中堀の外側の武士・寺社・町人の混在地である「外輪（外曲輪）」

と呼ばれた第三郭や、さらに外堀より外側の「郭外」の地域とは隔絶されていた。

特徴：①統治のための機能が集約された城郭の配置計画

・大名を中心に組織化された藩の性格と役割を示す

②天守を頂点とする城郭の形態

・幕府から権威を与えられ、統治の権限と責任を持つ藩の存在を象徴。

⇒ このように、配置計画と形態の両面によって統治体制の在り方を可視的に示す、類型

化された拠点施設は、17 世紀から 19 世紀の世界において他に存在せず、全国の城郭
の中でも、彦根城は、配置計画と形態を完全な形で現在に伝える唯一の例である。

- 2 -

１ 徳川幕藩体制成立以前の統治体制

□16世紀から17世紀初頭の世界：

・アジア、ヨーロッパ、アメリカ大陸をつなぐグローバルな交流圏の形成

⇒国際交易の活発化、新しい技術・知識が既存の国・地域秩序を動揺させる。

・17世紀以降、各国では既存の統治体制が再編される。
⇒ 19 世紀までの間に、それぞれの国ごとに、近現代の前提となる固有の社会の在り方
が形成、維持される。

□16世紀から17世紀初頭の日本：

・弱体化した室町幕府

⇒戦国大名や国人の台頭、宗教勢力の武装化などによる内戦の時代（戦国時代）

・16世紀半ばには、武士による国内統一の動き。

織田信長：海外交易による富の蓄積を背景に、大量の鉄砲を入手し軍事力を高め、領国拡大。

東国に対しては武力による地域紛争の停止を命じた「惣無事令」を発する。

豊臣秀吉：「惣無事令」を継承し、西国に対しても停戦命令を出し全国統一を遂げる一方、

兵農分離による武力の一元的統率を実現させ、中央集権体制を目指す。さらに東ア

ジアヘの領地拡大を目論むが失敗し、豊臣政権内部に亀裂を生じさせる。

徳川家康：秀吉没後、関ヶ原合戦により政権を握り、合戦での協力大名（分権派大名）との

利害調整のため、幕府による限定した中央集権体制と大名による分権統治体制を併

用した新たな国制（徳川幕藩体制）の形成を目指す。

・慶長８年（1603）：家康の征夷大将軍就任による江戸幕府の成立
⇒しかし、大坂の豊臣秀頼政権との二元統治の状態

・西国の旧豊臣系勢力への警戒＝幕府普請（天下普請）による西国での築城推進

例：開幕以前；膳所城・二条城・福井城・加納城

開幕以後；彦根城・丹波亀山城・篠山城・伊賀上野城

⇒これら各城は大坂城包囲網としての役割を担う

□元和偃武＝国内武力闘争の終焉：

・大坂陣後の統治体制：元和元年(1615)閏６月、一国一城令の発布
⇒「一領分」あるいは「令制国」ごとに一城に制限し、他の城郭破却を命じる。

* 織豊期に約 3000あった城郭は、約 170に減少。

意義：①諸大名の軍事力の削減、とくに西国諸大名に徹底させる。

②大名間の地域紛争の抑止（禁止）

③家臣団や領民の城下町集住が進む。

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

講演『江戸時代の平和と彦根城の歴史』
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背
景
に
、
大
量
の
鉄
砲
を
入
手
し
、
軍
事

力
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
経
済
力

と
武
力
を
背
景
に
、
領
国
拡
大
を
図
り
ま

す
。
一
方
、
信
長
は
領
国
外
の
東
北
、
奥

州
に
対
し
て
も
武
力
に
よ
る
地
域
紛
争
を

停
止
す
る
「
惣
無
事
令
」
を
発
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
で
す
が
、
一
般
に
秀
吉
が
始
め
た
と
言

わ
れ
て
い
る
「
惣
無
事
」
は
、
す
で
に
信

長
の
時
代
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
き

ら
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉　
こ
の「
惣
無
事
令
」を
継
承

し
た
秀
吉
は
、
西
国
に
対
し
て
も
停
戦
命

令
を
出
し
、
全
国
統
一
を
遂
げ
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
兵
農
分
離
に
よ
る
武
力
の
一

元
的
な
統
率
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
武
力
に
よ
る
中
央
集
権
体
制
」
の
完

成
を
目
指
し
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
一

方
で
、
秀
吉
は
東
ア
ジ
ア
へ
の
領
地
拡
大

を
目
論
み
、
ご
存
の
と
お
り
、
こ
れ
は
失

敗
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
失
敗
に
よ
っ

て
、
豊
臣
政
権
内
部
に
亀
裂
が
生
じ
、「
武

力
に
よ
る
中
央
集
権
体
制
」
も
、
一
時
挫

折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

徳
川
家
康　
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
の
が

家
康
で
す
。
秀
吉
没
後
の
関
ケ
原
合
戦
に

よ
り
政
権
を
握
り
、
こ
の
合
戦
の
協
力
大

名
と
の
利
害
調
整
の
た
め
に
、
幕
府
に
よ

る
「
限
定
し
た
中
央
集
権
体
制
」、
つ
ま

り
「
全
面
的
に
中
央
集
権
体
制
に
す
る
の

で
は
な
く
て
、
協
力
大
名
と
の
分
権
統
治

体
制
を
併
用
し
た
新
た
な
国
政
」、こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
徳
川
幕
藩
体
制
に
な
る
の
で
す

が
、
こ
う
し
た
体
制
の
形
成
を
目
指
し
ま

し
た
。
こ
の
時
期
が
慶
長
期
で
す
。
そ
の

後
、
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に
征
夷
大

将
軍
に
な
り
、
江
戸
幕
府
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
、

ま
だ
大
坂
に
い
る
豊
臣
秀
頼
と
の
二
元
政

治
体
制
で
、
軍
事
的
な
緊
張
が
あ
っ
た
時

期
で
す
。

徳
川
政
権
は
、
西
国
の
旧
豊
臣
系
の
勢

力
に
対
す
る
警
戒
を
強
め
、
幕
府
普
請
に

よ
っ
て
、「
天
下
普
請
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す

が
、
西
国
に
お
い
て
築
城
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
幕
府
の
開
幕
以
前
に
は
、
膳
所

城
・
二
条
城
、
福
井
城
、
岐
阜
の
加
納
城

を
、「
天
下
普
請
」
に
よ
っ
て
築
城
し
ま

す
。
開
幕
以
降
で
は
、
彦
根
城
が
慶
長
８

年
、
ち
ょ
う
ど
幕
府
が
成
立
さ
れ
た
同
じ

年
に
築
城
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

丹
波
亀
山
城
・
篠
山
城
・
伊
賀
上
野
城
と

築
城
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
城
は
、
大

坂
城
の
包
囲
網
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
軍

事
的
緊
張
の
中
で
造
ら
れ
た
城
郭
で
す
。

元
和
偃
武
＝
国
内
武
力
闘
争
の
終
焉　

し
か
し
、
軍
事
的
緊
張
は
大
坂
の
陣
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
ま
す
。
結
果
的
に
「
元

和
偃
武
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
合

戦
に
よ
っ
て
国
内
の
武
力
闘
争
が
終
焉
し

ま
す
。
一
部
に
は
部
分
的
な
紛
争
も
発
生

し
ま
す
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
こ
こ
で

大
き
な
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
坂
の
陣
の
直
後
、
幕
府
は
一
国

一
城
令
を
発
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
国

単
位
、
あ
る
い
は
一
大
名
領
地
単
位
に
お

い
て
は
、「
お
城
」
は
一
つ
に
制
限
す
る
と

い
う
法
令
で
す
。
そ
の
他
の
城
郭
は
、
全

て
破
却
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
ル
ー
ル
を
破
る
、
あ
る
い
は
抜

け
道
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も

織
豊
期
に
は
約
３
０
０
０
あ
っ
た
城
郭

は
、
先
ほ
ど
は
１
５
０
ほ
ど
と
言
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
本
の
城
郭
は

激
減
し
ま
す
。

で
は
、
一
国
一
城
が
出
さ
れ
た
意
義
は

何
か
と
問
え
ば
、
ま
ず
諸
大
名
の
軍
事
力

を
大
き
く
削
減
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
、

西
国
の
諸
大
名
に
徹
底
さ
せ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
大
名
間
の
地
域

紛
争
を
抑
止
・
禁
止
す
る
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
国
一
城
令
の

以
前
に
は
、
大
名
が
領
国
内
に
持
っ
て
い

た
支
城
、
重
臣
た
ち
を
配
備
し
た
軍
事
拠

点
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
国
一
城
令
に
よ
っ
て
、こ
れ
ら
を
整
理
、

廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
臣
団
は
も

と
も
と
城
下
町
に
集
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
家
臣
団
や
領
民
の
一
部
が

城
下
町
に
集
住
す
る
こ
と
が
、
一
気
に
加
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速
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２　
徳
川
幕
藩
体
制
の
確
立
に
よ
る

統
治
体
制

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
新
た
な
江

戸
時
代
、
幕
藩
体
制
に
よ
る
統
治
体
制
は

作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
中
央
集
権

的
か
つ
分
権
的
な
体
制
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　
新
た
な
全
国
統
治
体
制
の
特
徴

法
度
に
よ
る
統
治　
1
つ
は
法
度
に
よ

る
支
配
者
層
の
統
治
で
す
。
武
家
諸
法
度

は
武
家
に
対
す
る
、
禁
中
並
び
に
公
家
諸

法
度
は
朝
廷
や
公
家
に
、
諸
宗
寺
院
法
度

は
寺
院
に
、
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
は
神
社

に
、
こ
の
よ
う
に
４
つ
の
領
主
階
層
に
対

す
る
法
度
を
そ
れ
ぞ
れ
制
定
し
、
彼
ら
支

配
者
層
を
統
制
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
単

に
統
制
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
幕
府
が
示

し
た
統
治
理
念
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
令
を
前
提

と
し
て
各
領
主
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領

地
に
属
し
て
い
る
平
民
層
、
あ
る
い
は
庶

民
層
の
統
治
を
委
任
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

れ
が
徳
川
幕
藩
体
制
の
分
権
的
側
面
に
な

り
ま
す
。
各
藩
は
独
自
の
領
内
統
治
を
許

さ
れ
る
。
た
だ
、
前
提
と
し
て
彼
ら
は
、

幕
府
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
各
法
度
と
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
統
治
理
念
を
守
ら
な
い

と
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
国
共
通
の
身
分
制　
も
う
一
つ
の
特

徴
は
、
全
国
共
通
の
身
分
制
を
敷
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
領
主
層
、
彼
ら

は
地
域
統
制
や
行
政
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
と
り
わ
け
武
家
は
軍
事
力
を
独
占

し
、
直
接
的
に
軍
役
を
負
担
す
る
、
そ
う

い
う
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
平
民
層
は
大

き
く
分
け
て
町
民
と
百
姓
の
身
分
に
な
り

ま
す
。
彼
ら
は
生
産
と
流
通
を
担
っ
て
租

税
負
担
を
す
る
。
こ
の
町
人
・
百
姓
の
中

か
ら
町
役
人
あ
る
い
は
村
役
人
を
選
び
、

領
主
行
政
の
末
端
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

町
人
・
百
姓
は
個
々
人
を
掌
握
す
る
の
で

は
な
く
て
、
町
や
村
単
位
で
掌
握
す
る
。

こ
れ
が
全
国
に
貫
徹
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
個
々
の
町
や
村
に
は
一
定
の
自
治
が

許
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
身
分
制
に
基
づ
く
統
治
方
法

を
採
用
し
た
結
果
、
地
域
偏
差
が
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
全
て
の
町
や
村
を
、

領
主
行
政
の
末
端
に
、
同
じ
よ
う
に
位
置

付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
的
な
地
域

偏
差
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
17

世
紀
の
初
め
頃
に
は
、
転
封
や
改
易
と
呼

ば
れ
る
大
名
の
配
置
換
え
が
し
ば
し
ば
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
移
動
す

る
の
は
、
大
名
を
頂
点
と
す
る
武
士
層
・

支
配
者
層
。
彼
ら
は
、
新
た
な
領
地
で
、

新
た
な
領
民
を
治
め
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
時
に
、
こ
う
し
た
地
域
偏
差
の
無
い

行
政
の
仕
組
み
こ
そ
が
、
新
た
な
土
地
で

の
、
新
た
な
統
治
を
容
易
に
開
始
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。

今
日
の
講
演
で
は
、
賤
民
層
に
つ
い
て

は
触
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
人
々
が
存

在
し
た
こ
と
も
社
会
的
に
は
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
し
て
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。幕

府
に
よ
る
軍
事
発
動
権
の
一
元
的
掌
握　

さ
ら
に
、
徳
川
幕
藩
体
制
の
も
う
一
つ
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
幕
府
が
軍
事
発
動

権
を
一
元
的
に
掌
握
し
た
事
実
で
す
。
大

名
に
対
し
て
は
独
自
の
武
力
紛
争
・
武
力

行
使
を
禁
止
し
、
軍
事
発
動
権
に
つ
い
て

は
幕
府
が
一
元
的
に
掌
握
す
る
、
そ
の
よ

う
な
状
況
・
体
制
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
貨
幣
や
度
量
衡
、
街
道
、

交
通
、
河
川
交
通
運
輸
、
こ
う
し
た
面
に

つ
い
て
も
幕
府
が
一
元
的
に
掌
握
し
た
。

こ
れ
ら
が
中
央
集
権
的
な
側
面
と
な
り
ま

- 3 -

２ 徳川幕藩体制の確立による統治体制

□新たな全国統治体制の特徴：

①法度による統治：武家諸法度；元和元年(1615)
禁中并公家諸法度；元和元年(1615)
諸宗寺院法度；寛文５年(1665)
諸社禰冝神主法度；寛文５年(1665)

⇒領主層に対する法度による統制（＝幕府が示した統治理念を共有）

⇒平人層・賤民層の統治は、各領主層へ委任（藩による独自の領内統治）

②全国共通の身分制

領主層（武家・公家・寺家・社家）＝地域統治・行政を担う

⇒とりわけ武家は、軍事力を独占（⇒軍役負担）

平人層（町人・百姓）＝生産・流通を担い、租税負担

⇒町役人・村役人を領主行政の末端に位置づけ、町・村単位で掌握

⇒地域偏差が無くなり、大名の転封後の統治が容易になる。

賎民層（えた・非人など）

③幕府による軍事発動権の一元的掌握

⇒大名による地域紛争を禁止し、軍事発動権を奪う

④貨幣・度量衡の一元的掌握

⑤街道・河川交通・運輸の一元的掌握

その他、酒造統制など

□政治体制の変容：将軍・大名による独裁から譜代・重臣合議体制へ：

幕府政治：3代将軍徳川家光期に老中合議体制が整う。
⇒大目付・町奉行・遠国奉行・駿府城代などを指揮監督し、朝廷・公家・

大名・寺社に関する事務を取り扱い、全国統治を担う。

* 老中に就任する有力譜代大名屋敷を「西の丸下」に配置

諸藩政治：3 代将軍徳川家光期に特定の家老による仕置家老制から家老合議体制へ移行
⇒公儀の法度を全大名家に一律的に押し及ぼそうとする志向性が強く、寛

永飢饉の処置として大名家の領内統治に幕府が指示。

⇒領内の安定的統治が大名の義務とされ、藩主不在時には家老が領内統治

を担う。

* 多くの藩では、重臣を本丸周辺「二の丸」に配置
・家老合議による政治体制は、参勤交代と家臣団の城下集中を前提とした政治構造。

・家老は主君の代行者として、幕府・家中の双方から認められる存在となる。

譜代・重臣合議体制の意義：個々の将軍・大名の能力に左右されない政治体制

⇒政治権力の安定性と、社会秩序の安定性をもたらす。

⇒将軍・大名は幕府・藩の政治権力の象徴＝権威としての存在となる

* 19世紀半ばまでの安定した社会を持続＝「江戸時代の平和」を実現

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム
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す
。一

方
で
は
、先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
、

領
内
の
統
治
に
つ
い
て
は
各
藩
が
独
自
に

行
え
た
。
つ
ま
り
、
徳
川
幕
藩
体
制
は
、

中
央
集
権
と
分
権
統
治
と
い
う
も
の
が
、

非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
状
態
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

政
治
体
制
の
変
容　
幕
府
と
大
名
は
、

こ
う
し
た
統
治
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て

い
く
の
で
す
が
、そ
の
過
程
に
お
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
統
治
を
行
う
主
体
が
変
化
し
て

い
き
ま
す
。17
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
は
、

将
軍
ま
た
は
各
大
名
が
独
占
的
な
政
治
を

や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
強
権
的
な
政
治

で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が

徐
々
に
幕
政
に
お
い
て
は
譜
代
大
名
、
藩

政
に
お
い
て
は
重
臣
に
よ
る
合
議
の
体
制

に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

幕
府
の
老
中
合
議
体
制　
幕
府
政
治
に

お
い
て
は
、
３
代
将
軍
徳
川
家
光
の
段
階

で
、
老
中
の
合
議
体
制
が
整
い
ま
す
。
こ

の
老
中
合
議
体
制
に
お
い
て
は
、
大
目
付

が
奉
行
な
ど
の
指
揮
監
督
を
す
る
、
ま
た

老
中
が
朝
廷
・
公
家
・
大
名
・
寺
社
な
ど

に
関
す
る
事
務
を
扱
い
全
国
統
治
を
行
う

な
ど
、
こ
の
老
中
を
中
心
と
し
た
合
議
体

制
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
老
中
に
就
任
す
る
の
が
有
力
な
譜

代
大
名
で
す
、
そ
の
屋
敷
は
、
西
の
丸
下

と
い
う
江
戸
城
の
直
近
の
と
こ
ろ
に
配
置

さ
れ
ま
す
。
後
に
述
べ
ま
す
が
、
大
名
家

に
お
け
る
重
臣
配
置
と
同
じ
よ
う
な
配
置

で
す
。

諸
藩
の
家
老
合
議
体
制　
諸
藩
に
お
い

て
も
、ち
ょ
う
ど
徳
川
家
光
と
同
じ
頃
に
、

特
定
の
家
老
に
よ
る
仕
置
家
老
制
か
ら
数

人
の
家
老
に
よ
る
合
議
体
制
に
移
っ
て
い

き
ま
す
。つ
ま
り
、江
戸
時
代
の
初
期
に
お

い
て
は
、特
定
の
家
老
が
藩
主
（
大
名
）
の

代
わ
り
に
仕
置
家
老
と
し
て
任
命
さ
れ
、

こ
の
仕
置
家
老
が
全
権
を
握
っ
て
い
た
状

況
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
、
次
第
に

家
老
に
よ
る
合
議
体
制
へ
移
行
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
状
況
が
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
と

い
う
と
、
こ
れ
は
京
都
大
学
の
三
宅
正
浩

先
生
の
研
究
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
公
儀

の
法
度
を
全
大
名
家
に
一
律
的
に
及
ぼ
そ

う
と
す
る
、
そ
う
い
う
志
向
性
が
強
く
、

特
に
、
17
世
紀
の
前
半
に
寛
永
飢
饉
と
い

う
危
機
が
発
生
す
る
状
況
の
な
か
で
、
各

地
の
大
名
領
ご
と
に
、
こ
の
飢
饉
に
対
処

す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
幕
府
が
支
援
・

指
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
過
程
に
お
い
て
、
公
儀
の
法
度
を
全
大

名
家
に
一
律
に
及
ぼ
す
こ
と
が
進
み
、
特

定
の
個
人
に
権
限
が
偏
る
こ
と
を
避
け
、

各
大
名
家
で
は
家
老
の
合
議
体
制
を
作
り

上
げ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
領
内
の
安
定
的
統
治

が
大
名
の
義
務
と
さ
れ
、
藩
主
が
不
在
の

時
に
は
、
家
老
層
全
体
が
領
内
統
治
の
責

任
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要
に

な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く

の
藩
で
は
、
こ
の
段
階
頃
か
ら
、
重
臣
を

本
丸
周
辺
、
二
ノ
丸
に
配
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
く
る
。
こ
れ
と
同
時
並
行
で
一
国

一
城
令
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い

う
課
題
を
経
て
、
家
老
な
ど
の
重
臣
を
二

ノ
丸
に
配
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。

家
老
は
主
君
の
代
行
者　
こ
う
し
た
家

老
合
議
に
よ
る
政
治
体
制
は
、参
勤
交
代
、

藩
士
が
不
在
の
時
と
い
う
の
は
、
必
ず
参

勤
交
代
で
藩
主
は
不
在
と
な
る
期
間
が
生

じ
る
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

る
と
と
も
に
、
一
国
一
城
令
に
よ
っ
て
家

臣
、
特
に
重
臣
層
が
城
下
に
集
住
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
生
ま
れ
た
政
治

構
造
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
政
治
構
造
に
お

い
て
は
、
家
老
層
は
主
君
の
代
行
者
と
し

て
、
幕
府
と
家
中
の
双
方
か
ら
認
め
ら
れ

る
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

譜
代
・
家
老
合
議
体
制
の
意
義　
幕
府

政
治
に
お
け
る
譜
代
大
名
中
心
の
合
議
体

制
、
大
名
家
に
お
け
る
重
臣
（
家
老
）
合

議
体
制
、
こ
の
意
義
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
、
個
々
の
将

軍
・
大
名
の
能
力
に
左
右
さ
れ
な
い
、
そ

う
い
う
政
治
体
制
の
成
立
で
す
。
特
定
の

将
軍
の
能
力
、
大
名
の
能
力
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
な
い
、
安
定
し
た
政
治
体
制
を
作

り
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
政
治
権
力
が
安
定
し
、
社
会

秩
序
も
安
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
実
現
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
く

れ
ば
、
将
軍
や
大
名
と
い
う
存
在
は
、
幕

府
や
藩
に
お
け
る
政
治
権
力
の
象
徴
と
い

う
よ
う
な
位
置
付
け
に
変
化
し
て
き
ま

す
。「
権
力
」
で
は
な
く
、「
権
威
」
と
し

て
の
存
在
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
結
果
、
19
世
紀
半
ば
ま
で
、「
権
力
」
の

暴
走
を
防
ぎ
、
安
定
し
た
社
会
を
持
続
す

る
、
そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
平
和
を
実
現

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

『世界史における近世城郭の意義』

講演『江戸時代の平和と彦根城の歴史』
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３　
徳
川
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る

城
郭
の
特
質

次
に
、
江
戸
時
代
の
「
お
城
」、
城
郭
に

つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
政
治
体
制
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、「
お
城
」
は

ど
の
よ
う
な
特
質
、
特
徴
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

17
世
紀
末
、
ケ
ン
ペ
ル
の
『
江
戸
参
府

旅
行
日
記
』　
17
世
紀
末
に
西
欧
か
ら
日

本
に
や
っ
て
来
た
ケ
ン
ペ
ル
と
い
う
人
物

が
、『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
を
書
い
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
、「
お
城
」
は
、「
た
い

て
い
大
き
な
川
の
岸
辺
か　

丘
や
高
み
に

築
か
れ
て
い
る
。
広
大
な
地
域
を
占
め
、

三
重
の
要
塞
か
ら
な
っ
て
い
る
。
１
つ
の

要
塞
は
地
形
の
状
況
が
許
す
の
な
ら
ば
、

も
う
１
つ
の
要
塞
を
囲
ん
で
い
る
。
ど
の

城
に
も
、
き
れ
い
な
水
を
た
た
え
た
深
い

堀
や
、
石
か
土
の
防
壁
と
頑
丈
な
門
が
あ

る
が
、
銃
砲
は
備
え
て
い
な
い
。」
と
、
全

体
像
を
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、本
丸
と
呼
ば
れ
る
「
内
の
城
」

に
つ
い
て
は
、「
城
の
中
枢
で
、
そ
の
国

を
領
有
す
る
主
君
・
城
主
の
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
丸
に
は
白
壁
造
り
の

三
層
、
ま
た
は
四
層
の
高
い
四
角
形
の
塔

（
天
守
）
が
聳
え
、
人
目
を
惹
く
。
そ
の

各
階
は
軒
蛇
腹
で
囲
ん
だ
よ
う
に
小
さ
い

屋
根
で
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。」と
あ
り
ま

す
。次

に
「
二
ノ
丸
」
に
つ
い
て
で
す
。「
二

ノ
丸
と
い
う
『
第
二
の
城
』
に
は
、用
人
・

城
代
お
よ
び
右
筆
な
ど
が
住
ん
で
い
る
。

そ
の
空
き
地
は
、時
に
は
庭
園
に
し
た
り
、

稲
を
植
え
た
り
し
て
い
る
。」

次
に
第
三
の
外
構
え
、
い
ち
ば
ん
外
の

防
御
施
設
の
内
側
で
す
。「
二
ノ
丸
」と
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
、「
三
の

丸
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ

ち
。「
こ
こ
は
、『
第
三
の
城
』
と
呼
ば
れ

て
い
て
、
兵
隊
（
こ
れ
は
足
軽
を
含
む
と

思
わ
れ
ま
す
が
）
の
ほ
か
に
、
城
に
関
係

の
あ
る
そ
の
他
の
人
々
の
住
ま
い
で
、
そ

こ
に
は
誰
が
立
ち
入
っ
て
も
よ
い
。」と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
後
に
、「
白
い
城
壁
、
稜

堡
、
城
門
が
あ
り
、
そ
の
上
に
二
層
ま
た

は
三
層
の
櫓
が
建
っ
て
い
る
が
、中
で
も
、

軒
蛇
腹
の
あ
る
美
し
い
本
丸
天
守
。
…
」

こ
の
後
の
文
が
ど
の
よ
う
に
続
く
か
わ
か

ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
全
体
を
と
ら
え

て
、「
こ
れ
ら
が
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
見
え

る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
城
郭
の
典
型
的
構
造　
来
日
し

た
外
国
人
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
の
「
お

城
」を
捉
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
、す

な
わ
ち
、
日
本
の
城
郭
の
典
型
的
な
構
造

を
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
特
に
、
傍

線
部
の
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
み
る
と
、
黒

い
太
字
の
と
こ
ろ
だ
け
読
み
ま
す
け
れ
ど

も
、「
第
二
郭
に
は
用
人
・
城
代
」、
お
そ

ら
く
こ
れ
は
、
家
老
や
重
臣
を
指
す
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、「
右
筆
の
居
住
区
が
あ

る
。」こ
れ
は
藩
の
政
治
的
意
思
決
定
に
関

わ
る
人
た
ち
、
あ
る
い
は
大
名
の
側
近
に

な
る
人
た
ち
の
住
居
区
域
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
す
。
同
じ
く
、
第
三
郭
に
つ
い
て

は
、「
そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
入
っ
て
い
い
。」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
逆

に
、「
二
ノ
曲
輪
」
に
は
立
ち
入
り
制
限

が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
外
国
人
は
、
こ
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
。
そ
し
て
、外
部
か
ら
の
見
え
方
、

眺
望
で
す
。「
天
守
か
ら
見
え
る
眺
望
」の

逆
、「
天
守
が
見
え
る
眺
望
」
と
い
う
も

の
が
、
外
国
人
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

印
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。

城
郭
に
対
す
る
家
中
・
領
民
の
意
識　

お
城
が
ど
う
見
え
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
の
は
重
要- 4 -

３ 徳川幕藩体制下における城郭の特質

□17世紀末、ケンペルの『江戸参府旅行日記』

城は大抵、大きな河の岸辺か丘や高みに築かれている。広大な地域を占め、三重

の要塞から成っている。1つの要塞は地形の状況が許すならば、もう1つの要塞を

囲んでいる。①どの城にもきれいな水をたたえた深い堀や石か土の防壁と頑丈な門

があるが、重砲は備えていない。

本丸と呼ばれる内の城は城の中枢で、その国を領有する主君あるいは城主の住ん

でいる所である。本丸には白壁造りの三層または四層の高い四角形の塔［天守閣］

がそびえ人目をひく。その各階は、軒蛇腹で囲んだように、小さい屋根で取り囲ま

れている。

二の丸という第二の城には、②用人・城代および右筆などが住み、そのあり余っ

た空地は時には庭園にしたり稲を植えたりする。

第三の外構えは一番外の防備施設で、二の丸［三の丸の誤り］すなわち第三の城

と呼ばれていて、③兵隊［下級武士］やその城に関係あるその他の人々の住まいで、

そこには誰が立ち入ってもよい。

④白い城壁・稜堡・城門があり、その上に二層または三層の櫓が建っているが、

軒蛇腹のある美しい本丸の天守閣―これらがみな遠くからでもよく見える。

日本の城郭の典型的構造

傍線①：城郭の構造は水堀・石垣・土塁・城門により区画される

傍線②：第二郭には用人・城代（家老・重臣）や右筆の居住区

傍線③：第三郭には誰でも立ち入り可能⇒第二郭の内側は立ち入り制限あり

傍線④：白い城壁・石垣・城門・二層三層の櫓・本丸天守が見える眺望

□城郭に対する家中・領民の意識：金沢藩兵学者有沢永貞「城取本源抄」(万治 4年(1661))
「今、万人の心、其の城のたくましきを見て天下の泰平を仰ぐ」

⇒「天下の泰平」を、威厳を示す「城」の姿に投影する。

４ 彦根城の築城と徳川幕府

□「天下普請」による築城：

17世紀初頭：関ヶ原合戦後の軍事的緊張の中、敵将石田三成の佐和山に井伊直政が入封。

⇒豊臣家・西国諸大名への警戒のための軍事拠点とされた。

慶長８年(1603)：家康の命により彦根築城が決定。翌年、2 代井伊直継の時、周辺諸国の諸
大名が動員され着工、慶長 11年に本丸天守が完成。

慶長期普請の特徴：

①本丸をめぐる一重の堀のみ

「「惣惣構構のの堀堀・・土土手手・・櫓櫓并并御御成成御御殿殿、、其其外外のの屋屋作作ハハ大大方方、、直直孝孝公公御御家家

督督以以後後出出来来、、直直継継公公御御代代ニニハハ一一重重構構ばばかかりり也也」」（（「「井井伊伊年年譜譜」」））

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

講演『江戸時代の平和と彦根城の歴史』
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な
問
題
で
す
。
こ
れ
は
、
彦
根
藩
で
は
な

く
金
沢
藩
の
「
お
城
」
の
事
例
で
す
が
、

金
沢
藩
の
兵
学
者
有
沢
永
貞
と
い
う
人
物

が
万
治
4
年
、
１
６
６
１
年
に
書
い
た
記

録
の
中
で
は
、「
今
、
万
人
の
心
、
そ
の
城

の
た
く
ま
し
き
を
見
て　

天
下
の
泰
平
を

仰
ぐ
。」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、「
天
下
の
泰
平
」

と
い
う
も
の
が
、「
威
厳
を
示
す
城
」
の

姿
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
い
う
万
人
の
心
と

は
、
武
士
階
級
だ
け
に
限
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
お
そ
ら
く
、
領
民
と
い
う
の
も
含
ま

れ
た
、
そ
う
い
っ
た
意
味
合
い
を
示
す
記

録
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４　
彦
根
城
の
築
城
と
徳
川
幕
府

こ
れ
ら
は
、
外
国
人
が
見
た
印
象
、
あ

る
い
は
他
の
藩
で
い
わ
れ
て
い
る
印
象
で

す
。
で
は
、
彦
根
城
は
、
ど
の
よ
う
な
歴

史
を
経
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
見
て

み
ま
す
。

「
天
下
普
請
」に
よ
る
築
城　
彦
根
城
は

先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
、「
天
下
普
請
」

よ
る
築
城
で
す
。
17
世
紀
の
初
頭
、
関
ケ

原
合
戦
後
の
軍
事
的
緊
張
の
中
で
、
敵
将

の
石
田
三
成
の
佐
和
山
城
に
、
井
伊
直
政

が
入
り
ま
し
た
。こ
の
段
階
で
は
豊
臣
家
、

あ
る
い
は
西
国
諸
大
名
の
警
戒
の
た
め
、

軍
事
拠
点
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

彦
根
築
城
は
、慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）

に
家
康
の
命
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
し
た

が
、
す
で
に
直
政
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、続
く
井
伊
直
継
の
時
代
に
、周
辺

諸
国
の
諸
大
名
が
動
員
さ
れ
、
築
城
に
着

工
し
、
約
２
年
後
の
慶
長
11
年
に
本
丸
天

守
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

段
階
の
築
城
は
、
先
程
の
ケ
ン
ペ
ル
が
見

た
よ
う
な
、
三
重
の
堀
に
囲
ま
れ
た
「
お

城
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慶
長
期
築
城
の
特
徴　
の
時
期
の
特
徴

を
見
る
と
、
第
一
に
本
丸
を
め
ぐ
る
一
重

の
堀
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
江
戸
時
代

の
中
頃
の
記
録
「
井
伊
年
譜
」
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
は
、
井
伊
家
の
言

い
伝
え
と
い
う
よ
り
は
、
柳
沢
吉
保
の
問

い
合
わ
せ
に
対
し
て
井
伊
家
が
元
禄
期
に

提
出
し
た
資
料
を
基
に
し
て
、
書
か
れ
た

も
の
で
す
。「
惣
構
の
堀
・
土
手
・
櫓
並
び

御
成
御
殿
、
其
外
の
屋
作
は
大
方
、
直
孝

公
御
家
督
以
後
出
来
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

直
孝
と
い
う
の
は
大
坂
の
陣
の
あ
と
に
藩

主
に
就
い
た
人
物
で
す
。
そ
の
前
代
は
直

継
で
す
が
、「
直
継
の
御
代
に
は
一
重
構
え

ば
か
り
な
り
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
見
る
と
慶
長
期
の
堀
は
、
一
重
構

え
で
、
そ
れ
以
外
の
中
堀
、
外
堀
は
ま
だ

出
来
て
い
な
い
、
そ
う
い
う
段
階
に
な
り

ま
す
。

本
丸
に
も
注
目
し
て
み
ま
す
。
本
丸
天

守
の
前
に
「
御
殿
」
と
書
き
ま
し
た
が
、

「
御
広
間
」
と
後
に
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
藩
主
の
居
館
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
本
丸
の
曲
輪
の
中
に
は
、
鈴

木
と
木
俣
の
２
人
の
重
臣
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
ま
だ
西
国

へ
の
軍
事
を
意
識
し
、
城
郭
の
正
面
を
大

坂
方
向
、
南
を
向
い
た
所
に
大
手
を
設
け

る
配
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
石
見
は
、
井
伊
家
の
譜
代
の
重
臣

で
す
。
こ
の
石
見
と
い
う
人
物
を
、
大
手

の
腰
曲
輪
に
配
置
し
ま
す
。
木
俣
土
佐
は

家
康
か
ら
配
属
さ
れ
た
、
附
家
老
的
な
存

在
で
す
。
こ
の
家
老
に
つ
い
て
は
、
湖
に

面
し
た
、
水
の
手
と
な
る
「
山
崎
出
郭
」

に
配
置
し
ま
し
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
こ

の
よ
う
に
本
丸
の
中
に
重
臣
２
人
を
配
置

す
る
構
造
が
あ
り
ま
し
た
。
一
重
の
堀
で

す
か
ら
、
そ
の
堀
の
周
り
に
は
、
そ
の
他 - 5 -

②本丸天守前に御殿を、鈴木・木俣の両重臣を本丸内の曲輪に配置し、西国へ

の軍事を意識し、城郭の正面としての大手を本丸の南面とする

鈴木石見（井伊谷以来の重臣）：大手の腰曲輪

木俣土佐（家康配属の付家老）：湖水に通じる水ノ手の山崎出曲輪

③本丸の周りに、その他の重臣屋敷を配置し、領内の他の城郭を破却。

⇒他の家臣屋敷や足軽屋敷、町人屋敷などの居住区割は行われたが、城郭

としての堀・石垣・土塁・城門などは未整備

* 慶長期の軍事的緊張を前提に、西国への出陣と本丸防御を重視した構造。

→ 但し、城郭の惣構えは未完成

□大坂陣後の「自普請」による城郭改造：

彦根城普請再開：元和元年(1615)7 月 24 日、大坂陣後に家督を嗣いだ井伊直孝が、彦根城
普請再開にあたり家中への「定」を申し渡す。

⇒早川弥左衛門以下 5 名の普請奉行のもと、三重惣構えの自普請に着手。
* 元和 8年頃に新たな藩庁として「表御殿」が完成。

元和期城郭改造の特徴：

①本丸・二の丸・三の丸と三重の堀による惣構え。二の丸の「「内内曲曲輪輪」」には惣

石垣と長大な多聞櫓・櫓門を整備。三の丸の「「外外輪輪（（外外曲曲輪輪））」」は土塁と城

門を整備する。

本丸（第一郭）：天守・本丸御殿・太鼓丸櫓・西の丸櫓・御守殿・表御殿

・城米蔵など公的施設に限定

二の丸（第二郭）：重臣屋敷（後に下屋敷・庭園・庶子屋敷・藩校を増設）

三の丸（第三郭）：1000石未満の中級家臣と町人居住区（地子免除）
郭外（外堀外部）：100石以下の下級武士・足軽と町人居住区（地子負担）
* ケンペルの指摘する典型的な城郭構造と一致する。

②本丸天守前の本丸御殿から、本丸の東麓を埋め立てて腰曲輪を造成し、新た

に御殿を造営して藩主の住居や藩庁機能を移し、「「表表御御殿殿」」とする。

⇒「表表御御殿殿」」にに通通じじるる城城郭郭のの東東面面ににはは表表御御門門・・馬馬屋屋・・佐佐和和口口御御門門・・多多聞聞櫓櫓

がが設設けけらられれ、、彦彦根根城城のの新新たたなな表表（（正正面面））ととししてて位位置置づづけけらられれ、、参参勤勤交交代代

ののルルーートトととししてて用用いいらられれたた。。表表御御殿殿がが設設けけらられれたた空空間間はは、、軍軍事事的的なな正正面面

ととししててのの大大手手口口ににととっっててかかわわりり、、政政治治的的なな表表口口ととししてて機機能能。。

③本丸内の重臣屋敷を第二郭に移し、第二郭に重臣屋敷を集中させ、表御殿内

の「笹ノ間」を藩主との合議空間とし、会する重臣を「笹ノ間衆」と称す。

⇒のちに「笹ノ間衆」から家老が輩出され、家老合議制へ移行

④本丸以下の建造物による重層的景観を創出

「「御御矢矢櫓櫓ハハ城城草草創創のの時時分分、、外外輪輪よよりり高高ヲヲ恰恰好好見見合合のの為為ニニ、、最最初初ニニ建建候候ニニ付付

外外のの櫓櫓よよりり小小振振也也、、（（中中略略））御御本本丸丸御御広広間間并并鐘鐘のの丸丸御御守守殿殿ハハ、、たたたたみみ置置

候候様様ニニととのの思思召召ニニ候候得得共共、、善善利利川川堤堤安安清清辺辺よよりり見見候候得得ハハ城城中中建建物物棟棟多多クク

重重りり様様子子宜宜候候ニニ付付、、其其侭侭御御建建置置のの由由、、（（下下略略））」」

⇒城郭周囲からの眺望を意識、見られることを前提にした城郭の配置計画

* 「善利川堤安清辺」は城下の南端、中山道へ通じる脇街道から城下町へ

の入口付近。

『世界史における近世城郭の意義』

講演『江戸時代の平和と彦根城の歴史』
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の
重
臣
の
屋
敷
が
配
置
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
江
戸
時
代
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど

の
家
臣
の
屋
敷
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

を
記
し
た
、「
家
並
帳
」
と
い
う
資
料
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
重
臣
屋

敷
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
領
内
の
他
の
城
郭
は
一
国
一
城
令
で

全
部
破
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
家
臣
の
屋
敷
や
足
軽
屋
敷
、
あ
る

い
は
町
人
屋
敷
な
ど
は
、
お
そ
ら
く
慶
長

期
で
も
、
城
下
町
の
居
住
区
割
り
、
縄
張

り
は
あ
る
程
度
行
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
城
郭
と
し
て
の
堀
、
石
垣
、

土
塁
、
城
門
な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
未
整
備

だ
っ
た
段
階
で
す
。
お
そ
ら
く
慶
長
期
の

軍
事
的
緊
張
を
前
提
に
し
て
、
西
国
へ
の

出
陣
、
あ
る
い
は
本
丸
防
御
を
重
視
し
た

構
造
の
み
で
、
城
郭
の
惣
構
え
は
ま
だ
ま

だ
未
完
成
な
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

大
坂
陣
後
の
「
自
普
請
」
に
よ
る
城
郭

改
造　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
大
坂
の

陣
の
後
に
な
れ
ば
、
彦
根
城
の
城
郭
改
造

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
段
階
の
普
請
は
彦

根
藩
独
自
で
行
う
「
自
普
請
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
す
。
も
う
幕
府
か
ら
命
令
を
受

け
て
普
請
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
そ
の
普
請
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
元

和
元
年
（
１
６
１
５
）
７
月
、
大
坂
の
陣

が
終
わ
っ
て
2
か
月
後
で
す
。
そ
の
段
階

で
家
督
を
継
い
で
い
た
井
伊
直
孝
が
、
普

請
を
再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
家
中
に
対

し
て
「
普
請
定
め
」
を
申
し
渡
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
早
川
弥
左
衛
門
、
彼
は
慶

長
期
の
普
請
、
縄
張
り
に
関
わ
っ
た
人
物

で
す
が
、
彼
を
筆
頭
と
し
て
、
普
請
奉
行

に
5
人
が
任
命
さ
れ
、
三
重
の
総
構
え
の

自
普
請
に
着
手
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
元

和
8
年
頃
に
は
、
新
た
な
藩
主
の
居
館
、

あ
る
い
は
藩
庁
し
て
の
機
能
を
持
つ
表
御

殿
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

元
和
期
城
郭
改
造
の
特
徴　
こ
の
時
代

の
城
郭
改
造
の
特
徴
は
、
１
点
目
と
し
て

は
、「
本
丸
」・「
二
ノ
丸
」・「
三
ノ
丸
」
と
、

三
重
の
堀
に
よ
っ
て
「
総
構
え
」
が
完
成

し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
「
二
ノ
丸
」

の
内
曲
輪
に
は
全
面
的
な
石
垣
、
長
大
な

多
聞
櫓
、
２
階
建
て
の
櫓
門
や
隅
櫓
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
非
常
に
重

厚
な
城
郭
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。一
方
、

「
三
ノ
丸
」
は
、土
塁
と
城
門
で
整
備
さ
れ

ま
す
。
石
垣
作
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
大
き
な
多
聞
櫓
、
櫓
門
や
隅
櫓

も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
差
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
本
丸
」、「
二

ノ
丸
」、「
三
ノ
丸
」、「
外
曲
輪
」、
こ
れ
ら

を
区
分
、区
別
し
て
配
置
す
る
。
そ
し
て
、

「
二
ノ
丸
」
に
は
重
臣
屋
敷
、後
に
は
藩
主

の
下
屋
敷
や
庭
園
、
庶
子
屋
敷
、
藩
校
を

増
設
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
施
設
を
集
中

さ
せ
る
区
間
、
区
域
と
し
ま
し
た
。
こ
の

全
体
像
を
見
て
み
る
と
、
彦
根
城
は
、
ま

さ
に
先
ほ
ど
も
読
み
上
げ
た
ケ
ン
ペ
ル
の

指
摘
す
る
典
型
的
な
城
郭
構
造
と
一
致
し

て
い
る
の
で
す
。

２
点
目
は
、
本
丸
天
守
前
に
あ
っ
た
本

丸
御
殿
、
御
広
間
を
、
本
丸
の
東
麓
の
山

の
一
部
を
切
り
崩
し
、
埋
め
立
て
を
行
っ

た
場
所
に
腰
曲
輪
を
造
成
し
、
そ
こ
に
新

た
に
御
殿
を
造
営
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
、
藩
主
の
住
居
と
、
藩
庁
機
能
を

備
え
た
表
御
殿
で
す
。
こ
れ
は
元
和
8
年

頃
に
完
成
し
ま
す
。
こ
の
表
御
殿
に
通
じ

る
城
郭
の
東
面
に
は
、
後
で
説
明
し
ま
す

が
、
表
御
門
や
佐
和
口
の
御
門
と
多
門
櫓

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ち
ら
が

彦
根
城
の
新
た
な
表
、
正
面
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
正
面
か
ら
、
藩
主

は
参
勤
交
代
で
往
来
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
参
勤
交
代
に
お
け
る
厳
格
で
壮
麗
な

儀
式
も
、
こ
の
部
分
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、表
御
殿
が
設
け
ら
れ
た
空
間
は
、軍

- 6 -

描かれた彦根城下（『朝鮮人道見取絵図』より）

⇒「内曲輪」の内部の建造物は描かれず内堀すら描かれない＝「内曲輪」内部の閉鎖性

⇒二つの二重櫓と多聞櫓で構成された重厚な京橋口御門（内曲輪の大手側）

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

講演『江戸時代の平和と彦根城の歴史』
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事
的
な
正
面
と
し
て
の
大
手
に
取
っ
て
代

わ
り
、
政
治
的
な
表
口
、
儀
礼
の
表
口
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

３
点
目
は
、
本
丸
の
中
の
重
臣
屋
敷
を

す
べ
て
第
二
ノ
曲
輪
に
移
し
た
こ
と
で

す
。も
と
も
と
木
俣
の
屋
敷
、鈴
木
家
の
屋

敷
は
本
丸
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
す
べ
て
外
に
出
し
、
第
二
郭
に
重
臣
屋

敷
を
集
中
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
表
御

殿
の
中
に
は
笹
ノ
間
と
い
う
空
間
が
造
ら

れ
、
当
初
（
直
孝
の
時
代
）
は
、
こ
の
部

屋
で
、
藩
主
と
重
臣
が
合
議
を
し
て
い
る

と
い
う
記
録
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
笹

ノ
間
で
の
合
議
に
参
画
す
る
重
臣
は
時
代

に
も
よ
り
ま
す
が
約
30
家
存
在
し
ま
す
。

大
名
家
に
よ
っ
て
は
、
家
老
の
家
と
い
う

の
は
５
・
６
家
く
ら
い
の
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
す
が
、
彦
根
で
は
、
笹
ノ
間
衆
は
約

30
家
も
存
在
す
る
の
で
す
。
彼
ら
が
、
本

来
は
こ
こ
で
合
議
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
集
ま
る
重
臣
た
ち
を
笹
ノ
間
衆
と
呼

び
、
彦
根
藩
で
は
、
こ
れ
が
1
つ
の
家
格

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
後
に
、
笹
ノ
間
衆

の
中
か
ら
家
老
が
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。そ
の
た
め
、特
定
の
家
が
ず
っ
と

家
老
を
務
め
る
と
い
う
形
で
は
な
く
て
、

約
30
家
の
笹
ノ
間
衆
の
中
か
ら
、
そ
の
時

期
に
応
じ
た
、
能
力
に
応
じ
た
家
老
が
任

じ
ら
れ
、
彼
ら
に
よ
る
家
老
の
合
議
体
制

が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

特
徴
の
４
点
目
は
、
本
丸
以
下
の
建
造

物
に
よ
る
、
重
層
的
な
象
徴
的
な
景
観
が

作
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
「
井
伊
年

譜
」
の
記
録
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。「
御
矢
櫓
は
城
草
創
の
時

分
、
外
輪
よ
り
高
さ
を
恰
好
見
合
わ
せ
の

為
に
、最
初
に
建
て
候
に
つ
き
、外
の
櫓
よ

り
小
ぶ
り
で
あ
る
。」、
す
な
わ
ち
、
後
々

の
見
か
け
を
考
え
て
、
第
一
郭
の
櫓
は
、

後
に
第
二
郭
に
で
き
る
も
の
の
よ
う
に
大

き
な
も
の
で
は
な
い
と
書
い
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
見
栄
え
を
考
え
て
、
本
丸
の
櫓

は
少
し
小
ぶ
り
に
造
っ
た
の
で
し
た
。
さ

ら
に
、
本
丸
の
「
御
広
間
」、
あ
る
い
は

「
鐘
の
丸
」
の
「
御
守
殿
」、
本
丸
の
「
御

広
間
」
は
当
初
の
藩
主
邸
宅
で
し
た
し
、

鐘
の
丸
の
御
守
殿
は
、
徳
川
和
子
が
後
水

尾
天
皇
に
入
内
す
る
時
に
、
一
旦
彦
根
城

に
立
ち
寄
る
計
画
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

造
ら
れ
た
建
物
で
す
。
実
際
に
は
彦
根
城

に
徳
川
和
子
は
来
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

ら
の
建
物
は
元
和
期
の
改
造
以
降
は
、
必

要
な
建
物
で
は
な
く
な
る
の
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
畳
だ
け
を
片

付
け
て
、建
物
は
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、「
芹
川
の
堤
、
安
清
辺
り
よ

り
見
候
え
ば
、
城
中
建
物
棟
多
ク
重
り
様

子
宜
候
ニ
付
、
其
侭
御
建
置
の
由
」、
す

な
わ
ち
、
芹
川
堤
の
安
清
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
見
た
な
ら
ば
、
城
中
の
建
物
の
棟
が

多
く
重
な
り
様
子
が
大
変
に
良
い
の
で
、

そ
の
建
物
を
残
す
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま

り
、
周
囲
か
ら
見
て
「
お
城
」
が
ど
の
よ

う
に
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
で
す
。
こ
こ
は
第
二
郭
の
中
堀
で
す

が
、
近
く
か
ら
か
ら
ど
う
見
え
る
か
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
先
、
遠
く
か
ら
見
て
ど

の
よ
う
に
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
る
の
で
す
。

城
郭
の
周
囲
か
ら
の
眺
望　
で
は
、
こ

の
芹
川
・
安
清
付
近
が
ど
の
よ
う
な
場
所

か
と
言
え
ば
、
絵
図
中
に
赤
く
示
し
た
道

路
、こ
れ
は
中
山
道
に
通
じ
る
脇
街
道
で
、

安
清
付
近
は
、
ま
さ
に
、
城
下
町
へ
の
出

入
り
口
に
な
り
ま
す
。
こ
の
道
路
の
先
に

は
伝
馬
町
が
あ
り
、
こ
こ
が
物
流
の
拠
点

に
な
る
の
で
、
城
下
へ
物
資
を
輸
送
す
る

人
た
ち
は
、
必
ず
安
清
付
近
を
通
る
こ
と

に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
か
ら
「
お

城
」
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
す
。
こ

れ
は
２
代
藩
主
井
伊
直
孝
の
時
代
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
建

物
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
を
す
る
時

に
、将
来
的
に
こ
の
場
所
か
ら
「
お
城
」
が

ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
た
、
す
な
わ
ち
、「
城
郭
の
周
囲
か

ら
の
眺
望
」
を
意
識
し
て
、
言
い
換
え
れ

ば
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
城

郭
の
配
置
計
画
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
。

「
朝
鮮
人
道
見
取
絵
図
」
を
見
れ
ば
、こ

こ
が
安
清
で
、こ
の
道
路
が
流
通
路
で
す
。

実
際
に
朝
鮮
通
信
使
は
こ
こ
を
通
っ
た
の

で
す
が
、
上
方
に
彦
根
城
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。よ
く
見
る
と
天
守
が
あ
り
ま
す
。そ

し
て
、
こ
れ
が
「
中
堀
」、
こ
ち
ら
が
「
外

堀
」
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、「
内
堀
」
が

描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
図
は
鳥
瞰
図

的
に
描
か
れ
て
お
り
、
城
下
町
や
家
屋
敷

は
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
内
堀
」

は
描
か
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
外
か
ら
見

え
る
姿
が
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
、「
内

堀
」
よ
り
内
部
の
屋
敷
な
ど
は
見
え
な
い

の
で
す
。
し
か
し
、
隅
櫓
や
重
要
な
櫓
な

ど
は
外
か
ら
で
も
十
分
に
景
観
と
し
て
見

え
る
わ
け
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の

絵
図
も
、
城
郭
の
「
実
際
の
状
況
」
よ
り

も
、「
実
際
に
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
」
と
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い
う
こ
と
を
意
識
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う

に
描
か
れ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
写
真
は
大
手
側
の
京
橋
口
御
門
で

す
。重
厚
な
櫓
、端
か
ら
端
ま
で
約
７
～
80

ｍ
あ
り
ま
す
。
２
階
櫓
も
あ
り
ま
す
。
よ

く
見
る
と
石
垣
の
上
に
松
の
木
が
植
わ
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
桜
の
木
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
中
堀
に
な
り
ま

す
が
、
中
堀
よ
り
内
側
は
、
こ
の
よ
う
に

櫓
や
松
の
木
に
覆
わ
れ
て
い
て
見
え
な
い

の
で
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
内
部
は
隔
絶
さ

れ
た
空
間
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

お
わ
り
に

「
元
和
偃
武
」
後
の
井
伊
家　
最
後
に
、

幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
特

徴
を
も
つ
「
お
城
」
を
作
っ
た
井
伊
家
の

位
置
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
ま
す
。
藩
主

で
あ
る
井
伊
家
は
、
元
和
偃
武
以
後
に
お

い
て
も
、
領
地
の
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。

大
坂
の
陣
の
功
績
な
ど
に
よ
っ
て
、
18
万

石
か
ら
30
万
石
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
譜
代
大
名
で
は
筆
頭
の
位

置
、
も
ち
ろ
ん
破
格
の
地
位
で
す
。
徳
川

の
御
三
家
、
あ
る
い
は
親
藩
の
筆
頭
で
あ

る
越
前
松
平
家
に
匹
敵
す
る
、
そ
う
し
た

家
格
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、井
伊
家
は「
溜
詰（
た
ま
り
づ

め
）」と
も
い
わ
れ
ま
す
。
あ
ま
り
お
聞
き

に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
寛
永
９
年
、
将
軍
秀
忠
が
亡
く
な
る

直
前
に
、
松
平
忠
明
（
大
和
郡
山
藩
主
）

と
井
伊
直
孝
を
枕
元
に
呼
び
、
自
分
が
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
３
代
家
光
の
後
見
人
と

し
て
、
幕
政
に
参
与
す
る
よ
う
に
命
じ
ら

れ
ま
す
。「
年
寄
り
衆
の
上
位
に
位
置
し
、」

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
年
寄
り
衆
が
後
の

老
中
に
合
致
し
ま
す
。

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
幕
政
に
参
与

す
る
役
割
は
、
大
老
制
度
の
前
身
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
最

近
の
研
究
で
は
、
貞
享
年
間
に
井
伊
家
と

と
も
に
会
津
の
松
平
家
と
、
高
松
の
松
平

家
の
３
家
が
「
溜
詰
」
の
３
家
と
し
て
成

立
し
た
と
さ
れ
、
む
し
ろ
、
そ
の
「
溜
詰
」

の
前
身
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
大
老
」
や
「
溜

詰
」
は
、
幕
府
内
の
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

と
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
「
溜
詰
」
の
中

で
も
、
井
伊
家
は
筆
頭
の
家
格
で
す
。
石

高
か
ら
見
て
も
、
他
の
大
名
は
28
万
石
と

13
万
石
で
す
が
、
井
伊
家
は
30
万
石
な
の

で
す
。

そ
し
て
、大
老
の
家
格
。こ
れ
は
み
な
さ

ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代

に
大
老
に
な
っ
た
大
名
の
中
で
、
井
伊
家

が
半
数
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
井
伊
家

が
特
殊
な
の
は
、
他
の
大
老
は
老
中
経
験

者
か
ら
大
老
に
任
命
さ
れ
る
の
で
す
が
、

井
伊
家
の
場
合
は
老
中
職
に
就
く
こ
と
な

く
、
大
老
に
任
命
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
家

格
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
将
軍

の
継
嗣
の
元
服
加
冠
と
い
う
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
す
。
元
服
加
冠
役
を
務
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
擬
制
的
な
親
子
関
係
を
結

ぶ
こ
と
で
す
。
将
軍
の
跡
継
ぎ
と
な
る
人

物
と
擬
制
的
な
親
子
関
係
に
な
る
。
こ
の

役
割
を
つ
と
め
る
の
は
井
伊
家
だ
け
で
あ

り
、
他
の
大
名
に
は
な
い
重
要
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
、

そ
の
他
の
幕
府
儀
礼
に
お
い
て
も
、
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
井
伊
家
は
諸
大
名
の
中
で

も
最
も
将
軍
の
身
近
に
あ
り
、
将
軍
を
補

佐
し
、
将
軍
を
支
え
る
家
と
な
っ
た
の
で

す
。「

御
家
風
」の
形
成　
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
井
伊
家
で
は
、
ど
の
よ
う
に
幕
府
に

対
処
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
領
内
を
ど
の

よ
う
に
治
め
る
べ
き
か
。
そ
う
し
た
意
識 - 7 -

おわりに ー幕藩体制における井伊家の位置ー

□「元和偃武」後の井伊家：

①領知の拡大：18万石から 30万石（＋城付米 5万石）へ、譜代筆頭、破格の家格
②溜詰の家格：寛永 9年(1632)、将軍秀忠から松平忠明（大和郡山藩 12万石）とともに

井伊直孝が家光の後見として幕政参与（年寄衆の上位）を命じられる。

貞享年間に井伊家とともに会津松平家(28万石)、高松松平家(12万石)と
が、歴代この家格となる「常溜」三家が成立し、中でも常溜筆頭の家格。

③大老の家格：大老の内、井伊家のみが老中職に就くことなく大老になる家格となる。

④元服加冠役：将軍継嗣の元服に際して加冠を務め、犠牲的親子関係（烏帽子親）なと

なり、その他の幕府儀礼においても重要な役割を果たす。

⇒諸大名の中でも、もっとも将軍の身近で補佐し、将軍家を支える家となる。

□「御家風」の形成：

果たすべき役割：井伊直孝の遺訓の第一条

「上意の儀は申すに及ばず、御老中無心千万なる事御申付候共、毛頭

心に懸けず、一向御奉公第一に相勤められ候儀本望たるべく候」

⇒「公儀への御奉公」を第一、諸大名の模範となるべき家

「御奉公」のための「御家風」：安定した家中・領内の統治

①道理・法度の重視：法度の厳格な適用による統治の安定化

②役儀の主体的実践：譜代・新参に限らず能力を評価。家老の固定化を否定

③家老衆の役割重視：家老による統治と藩主への諫言

⇒ ①～③の実践による「公儀への御奉公」の実現へ

* 家中の統制・領内の安定的統治こそが「公儀への御奉公」への前提

城郭は預かり物：慶安 3年(1650)の井伊直孝御書付｛覚」
幕府から彦根城修築許可により、城中・惣構え破損箇所の普請手順を指示

「右之通、万損益之考なと被仕、丈夫ニ見懸能、末々迄もこた（堪）

え候様ニ可被申付候（中略）惣別普請ハ何時所替へ可被仰付も不

被存候義候得ハ、人ニ渡し、其後之外聞作法能様ニ仕所肝要ニ而

候（下略）」

⇒城郭は幕府からの預り物、あくまで幕府の権威により統治が保証される
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が
強
く
芽
生
え
て
き
ま
す
。
井
伊
直
孝
、

こ
の
藩
主
の
名
前
は
私
の
話
に
よ
く
登
場

し
ま
し
た
が
、
井
伊
直
孝
が
、
そ
の
次
の

次
の
藩
主
と
な
る
直
澄
に
、
遺
訓
を
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
第
１
条
に
は
こ
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
上
意
の
儀
は
申

す
に
お
よ
ば
ず
。
―
将
軍
の
命
令
は
言
う

ま
で
も
な
く
―
、
ご
老
中
が
、
無
心
千
万

（
む
し
ん
せ
ん
ば
ん
）
な
る
こ
と
お
申
し

付
け
そ
う
ろ
う
と
も
、
―
も
う
納
得
で
き

よ
う
な
い
よ
う
な
無
理
難
題
を
申
し
付
け

た
と
し
て
も
―
、
毛
頭
心
に
か
け
、
―
そ

ん
な
こ
と
は
気
に
せ
ず
―　

ひ
た
す
ら
ご

奉
公
を
第
一
に
務
め
な
さ
い
。」
と
あ
り
、

「
そ
の
こ
と
が
井
伊
家
と
し
て
の
本
望
で

あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
は
、公

儀
へ
の
絶
対
的
な
ご
奉
公
、
こ
れ
を
目
指

す
べ
き
だ
と
。
つ
ま
り
、「
諸
大
名
の
模
範

と
な
る
べ
き
家
と
し
て
範
を
示
せ
」
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

「
御
家
風
」
の
継
承　
で
は
、こ
の
意
識

は
、
直
孝
の
子
３
代
直
澄
だ
け
が
受
け
継

い
だ
か
と
言
え
ば
、
そ
の
後
も
歴
代
受
け

継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
12
代
に
直
亮
と
い

う
藩
主
が
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
井
伊
直

亮
は
、
こ
の
遺
訓
を
自
分
自
身
で
、
自
筆

で
書
き
写
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
藩
主
に

な
る
人
物
は
、
こ
れ
を
代
々
、
受
け
継
い

で
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
藩
主
に
と
ど
ま

ら
ず
、
家
中
、
家
臣
の
中
で
も
、
そ
の
意

識
は
形
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
ご
奉
公
の

た
め
の
ご
家
風
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
意

識
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
道
理
・
法
度
を
重
視
す
る
と
い

う
こ
と
が
徹
底
さ
れ
ま
す
。

次
に
、役
儀
の
主
体
的
な
実
践
。こ
れ
は

家
中
・
家
臣
の
中
で
も
、
譜
代
の
家
臣
、
新

参
の
家
臣
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
家

臣
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
立
場
に
限
ら

ず
能
力
を
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
家
老
も
固
定
化
し
な
い
と
い
う

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
領
内
統
治

行
う
た
め
に
は
、
家
老
が
そ
の
時
々
に
応

じ
て
能
力
を
発
揮
す
る
、
そ
う
い
う
体
制

を
井
伊
家
の
中
で
は
求
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
３
つ
目
は
、
家
老
衆
の
役
割
の

重
視
で
す
。
家
老
が
主
体
的
に
統
治
を
行

う
。
そ
し
て
、
藩
主
に
対
し
て
も
、
藩
主

の
行
動
が
不
正
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に

諫
言
す
る
。
井
伊
家
で
は
、
こ
の
こ
と
ま

で
家
臣
の
中
で
共
有
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
藩
主
へ
の
諫
言
は
、
諸
大
名
に
お
い

て
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
藩
主
の
行
動
が

よ
く
な
い
場
合
は
、「
主
君
押
込
み
」、
つ

ま
り
藩
主
を
引
退
さ
せ
る
こ
と
も
珍
し
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
１
、２
、３
、
の
実
践
に
よ
っ

て
、
公
儀
へ
の
ご
奉
公
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
、
家

中
の
統
制
、
領
内
の
安
定
的
統
治
が
実
現

し
ま
す
。
こ
の
実
現
こ
そ
が
公
儀
・
幕
府

へ
の
ご
奉
公
へ
の
前
提
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。城

郭
は
預
か
り
物　
さ
ら
に
、
も
う
１

点
、注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

井
伊
直
孝
の
書
き
付
け
、
命
令
書
に
は
、

「
お
城
は
預
か
り
も
の
だ
」と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
幕
府
か
ら
彦
根
城
の
修

築
を
許
可
さ
れ
た
時
に
、「
お
城
」
の
中
、

あ
る
い
は
、
総
構
え
の
破
損
個
所
を
、
ど

の
よ
う
な
手
順
で
修
理
し
て
い
く
べ
き
か

を
指
示
し
た
資
料
に
な
る
の
で
す
が
、
そ

の
中
に
は
、
手
順
を
箇
条
書
き
に
し
た
後

に
、「
右
の
通
り
、よ
く
よ
く
損
益
を
考
え
、

丈
夫
に
見
か
け
よ
く
、
末
々
ま
で
に
堪
え

ら
れ
る
よ
う
に
命
じ
る
べ
き
だ
。」「
そ
の

場
し
の
ぎ
の
修
理
で
は
だ
め
だ
」。「
惣
別

普
請
は
、
い
つ
所
替
え
、
転
封
を
命
じ
ら

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
転
封
を
命
じ

ら
れ
た
と
し
て
も
、
他
の
大
名
に
彦
根
城

を
渡
す
こ
と
に
な
る
で
、
そ
の
時
に
、
井

伊
家
が
ど
の
よ
う
に
城
を
管
理
し
て
き
た

の
か
、
維
持
し
て
き
た
の
か
。
そ
の
こ
と

は
、
そ
の
引
き
渡
す
べ
き
大
名
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
他
の
大
名
に
対
し
て
も
噂
が
広

が
っ
て
く
。
だ
か
ら
、
外
聞
を
良
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。」と
述
べ
て
い
る
の

で
す
。

こ
の
資
料
か
ら
考
え
れ
ば
、
い
つ
国
替

え
さ
せ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。従
っ
て
、

「
あ
く
ま
で
「
お
城
」
は
幕
府
か
ら
の
預
か

り
も
の
で
、
幕
府
の
権
威
に
よ
っ
て
そ
の
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領
知
が
保
証
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。」

と
い
う
意
識
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、「
お
城
」
と
い
う
も
の
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、「
見

か
け
が
よ
い
よ
う
に
」
と
か
、「
十
分
頑
丈

に
」
と
い
う
よ
う
な
意
識
も
あ
る
の
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
れ
ま
で

も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
お
城
」
が
周
囲

か
ら
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
領
内
の
民

衆
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
そ
う
し

た
こ
と
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
お
城
」
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、補

足
的
に
説
明
し
ま
す
。

先
程
、
中
堀
の
外
か
ら
見
た
景
観
が
ど

の
よ
う
に
な
る
か
お
話
し
し
ま
し
た
。
先

程
見
た
櫓
は
こ
こ
、京
橋
口
御
門
。こ
れ
は

現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
は
現
存
し

て
い
る
佐
和
口
御
門
で
す
。
さ
て
、
参
勤

交
代
の
お
国
入
り
の
時
に
は
、
殿
様
は
中

山
道
を
通
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。
中
山
道

か
ら
分
か
れ
て
、
彦
根
城
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
場
所
、
こ
こ
に
松
並
木
が
あ
っ

て
松
縄
手
と
い
う
場
所
が
あ
る
の
で
す

が
、
殿
様
は
（
城
下
町
へ
の
入
口
の
）
こ

こ
ま
で
駕
籠
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

駕
籠
を
降
り
て
馬
に
乗
り
換
え
ま
す
。
馬

に
乗
っ
て
城
下
町
に
入
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
後
、（
油
懸
口
御
門
を
抜
け
て
）
外
堀
を

渡
っ
た
と
こ
ろ
で
、今
度
は
馬
を
降
り
、徒

歩
に
よ
っ
て
進
み
ま
す
。
こ
の
段
階
ま
で

は
、
家
臣
が
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
で
出

迎
え
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
徒
歩
に
な
っ

た
所
か
ら
か
ら
は
、
重
臣
た
ち
、
あ
る
い

は
奉
行
職
に
就
い
て
い
る
上
級
の
家
臣
た

ち
が
、
び
っ
し
り
と
並
ん
で
迎
え
ま
す
。

そ
の
横
に
は
松
並
木
（
現
在
の
「
い
ろ
は

松
」）
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、こ
の
松

は
安
定
（
長
寿
）
を
象
徴
し
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
が
。
そ
う
し
た
場
所
で
、
参
勤

交
代
・
お
国
入
り
の
儀
式
を
行
っ
て
い
た

の
で
す
。

殿
様
は
、
な
ぜ
こ
こ
で
馬
か
ら
降
り
、

徒
歩
に
な
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
1
人
1

人
の
家
臣
に
声
を
か
け
る
た
め
で
も
あ
る

の
で
す
が
、
こ
こ
に
立
て
ば
、
正
面
に
佐

和
口
の
櫓
が
見
え
、
そ
の
上
に
天
秤
櫓
、

そ
し
て
さ
ら
に
上
方
に
本
丸
の
天
守
が
、

ま
さ
に
象
徴
的
に
見
え
る
の
で
す
。
こ
の

形
（
景
観
）
こ
そ
が
、
新
し
く
元
和
期
に

作
ら
れ
た
形
で
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
参
勤

交
代
ル
ー
ト
や
、
そ
の
儀
礼
を
こ
こ
で
行

う
と
定
め
た
時
に
、
こ
の
見
え
方
を
意
識

し
て
造
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
佐

和
口
多
聞
櫓
の
端
か
ら
端
ま
で
の
規
模
は

１
５
０
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
殿
様
が

入
っ
て
き
て
、こ
の
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
ー
・

儀
礼
に
使
わ
れ
ま
す
。
い
か
に
、
ど
の
よ

う
に
見
え
る
か
、
こ
の
巨
大
な
白
亜
の
城

壁
と
櫓
を
前
に
し
て
天
守
を
見
上
げ
る
景

観
が
、
国
入
り
す
る
藩
主
や
、
こ
こ
を
通

る
領
民
に
ど
う
見
え
る
か
、
ど
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
す
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
強
く
意
識
し
て
造
ら
れ
た
「
お
城
」、彦

根
城
と
は
、
そ
の
よ
う
存
在
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。

私
の
話
は
以
上
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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稲
葉
信
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
、
県
・
市
が
設
置
し
て
い
る
彦
根
城

を
推
薦
す
る
た
め
の
推
薦
書
作
成
委
員
の

委
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。

母
利
先
生
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
あ
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
進
行
を
担
当

さ
れ
る
宗
田
先
生
は
委
員
長
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
、
母
利
先
生
の
話
を
受
け
ま

し
て
、
世
界
遺
産
の
制
度
の
側
か
ら
見
た

彦
根
城
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
つ
い
て

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
初
に
、
世
界
遺
産
に
お
け
る
「
顕
著

な
普
遍
的
価
値
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
本
日
の
ご
参
加
の
方
の
中
に

は
、
世
界
遺
産
推
薦
業
務
に
関
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、最
初
に「
制

度
と
し
て
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
と
は

何
か
を
お
話
し
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
そ

の
制
度
に
彦
根
城
を
当
て
は
め
る
と
し
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
、
私
は

外
国
人
の
よ
う
な
立
場
で
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
求
め
ら
れ
る
顕
著
な
普
遍

的
価
値
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に

構
築
す
れ
ば
い
い
の
か
。
多
く
の
人
が
頭

を
悩
ま
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
誰
も
が

悩
む
最
初
の
点
は
何
か
と
い
え
ば
、「
普

遍
で
あ
る
こ
と
」、
顕
著
な
普
遍
的
価
値

の
「
普
遍
的
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、「
多
様
」
で
あ

る
こ
と
。
こ
れ
は
ユ
ネ
ス
コ
、
そ
し
て
世

界
遺
産
の
理
念
が
求
め
る
「
多
様
性
」
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
に
関
係
し
ま
す
。
こ

の
２
つ
は
、
誰
も
が
哲
学
的
に
考
え
す
ぎ

る
。「
普
遍
的
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
も
、

歴
史
や
哲
学
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
で
十
分
に
議
論
さ

れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で

難
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
度
は
世
界

遺
産
の
推
薦
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。「
多

様
性
」
も
同
じ
で
す
。

で
は
、「
普
遍
的
価
値
」
と
は
何
な
の

か
、
最
初
に
、
そ
の
定
義
か
ら
入
り
ま
す
。

私
の
翻
訳
で
す
が
、「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
例
外
的
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
国
境
を
越
え
、
す
べ
て
の
人
類
の

現
在
と
未
来
の
世
代
に
共
有
さ
れ
る
意
義

を
有
す
る
よ
う
な
、
文
化
と
自
然
の
重
要

性
を
意
味
す
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、

そ
の
遺
産
を
永
遠
に
保
存
し
て
い
く
こ
と

が
、
国
際
社
会
の
そ
の
総
体
に
と
っ
て
最

重
要
事
項
と
な
る
、
そ
の
よ
う
な
価
値
。」

と
世
界
遺
産
委
員
会
の
作
業
指
針
に
は
あ

り
ま
す
。

世
界
遺
産
条
約
の
仕
事
の
基
本
を
定
め

る
世
界
遺
産
条
約
の
本
文
の
、
ど
こ
を
、

ど
の
よ
う
に
読
ん
で
も
、
こ
の
「
顕
著
な

普
遍
的
価
値
」
の
定
義
は
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
世
界
遺
産
委
員
会
が
決
め

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

遺
産
委
員
会
は
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

と
は
何
で
あ
る
か
を
先
の
よ
う
に
定
義
し

ま
し
た
。

で
は
、
委
員
会
は
「
顕
著
な
普
遍
的

﹃
彦
根
城
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
と
は
﹄
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価
値
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
の
か
。

実
は
、
こ
の
定
義
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、

世
界
遺
産
の
審
査
が
始
ま
っ
た
最
初
の

時
（
１
９
７
８
年
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
暦
２
０
０
０
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
で
開
か
れ
た
専
門
家
会
議
に

お
い
て
、
初
め
て
、「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
」
の
定
義
を
定
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の

後
、
２
０
０
１
年
、
２
０
０
２
年
に
こ
れ

に
関
す
る
国
際
的
な
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
が

あ
り
、
初
め
て
の
ド
ラ
フ
ト
が
２
０
０
２

年
、
２
０
０
３
年
に
提
示
さ
れ
、
委
員
会

と
し
て
も
「
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
」
と
な
り
、

決
定
さ
れ
た
定
義
で
す
。
最
終
的
に
は
、

２
０
０
５
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
で
、

正
式
に
定
ま
り
ま
し
た
。

で
は
、
そ
の
定
義
に
は
一
体
何
が
書
か

れ
て
い
る
の
か
。

１
点
目
は
、「
国
内
的
な
日
本
の
お
国
自

慢
で
は
い
け
な
い
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
点
目
は
、「
国
境
を
越
え
て
人
々
が
共

感
し
納
得
す
る
価
値
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。」
と
い
う
こ
と
。

３
点
目
は
、
そ
れ
を
判
断
す
る
の
は
、

我
々
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の
価
値

は
対
象
と
す
る
《
も
の
》
に
絶
対
値
と
し

て
存
在
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普

通
の
感
覚
の
国
際
人
、
国
際
社
会
が
、「
国

境
を
越
え
た
国
際
社
会
と
し
て
、
何
が
大

切
か
」
と
考
え
る
、そ
の
「
何
が
大
切
か
」

と
判
断
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
顕
著
な
普
遍

的
価
値
な
の
で
す
。
よ
く
、「
そ
ん
な
も
の

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
」
と
か
、「
そ
れ
よ

り
大
き
い
も
の
が
あ
る
」
と
か
言
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
も
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
０
５
年
の
ロ
シ
ア
・
カ
ザ

ン
で
の
国
際
専
門
家
会
議
で
は
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
カ
メ
ロ
ン
が
、
世
界
遺
産
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、「T

he best of 

best ?

」、
も
し
く
は
、「Representative 

of best ?

」、
つ
ま
り
、「
こ
の
二
つ
の
方

向
の
、
ど
ち
ら
に
進
ん
で
い
く
の
か
？
」

と
い
う
こ
と
を
問
題
提
起
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
簡
単
に
言
い
換
え
れ
ば
、「
唯
一
無

二
な
の
か
？
」、
あ
る
い
は
「
代
表
な
の

か
？
」、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
然
遺
産
に
お
い
て
は
、「
唯
一
無
二
」

と
い
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
、「
グ

レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
」な
ど
の
よ
う
に
、

地
球
上
の
一
つ
の
座
標
で
、「
最
高
（
最
も

数
が
多
い
）
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
、「
最

大
で
あ
る
」
と
か
を
決
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
し
か
し
、
文
化
は
そ
う
は
い
き
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
仏
教
と
い
う
も
の
が
ア

ジ
ア
に
広
が
り
ま
す
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、

仏
教
の
世
界
遺
産
を
１
つ
に
決
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
仏
教
の
世
界
遺
産
は
日
本

に
あ
る
の
で
、
韓
国
に
な
く
て
い
い
と
い

う
こ
と
な
ど
、
絶
対
に
あ
り
得
な
い
、
無

理
な
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
文
化
の
多
様

性
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、「
唯
一
無
二
」
は
あ
り
得

な
い
。「
絶
対
に
１
つ
」
は
あ
り
え
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
答
え
は
、

「Representative of the best

」と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
議
論
に
関
連
し
て
、
２
０
０
５
年

の
ロ
シ
ア
・
カ
ザ
ン
で
の
国
際
専
門
家
会

議
で
議
論
し
、
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
も

報
告
書
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
顕
著
な
普

遍
的
価
値
は
、人
類
の
他
の
全
て
の
活
動
、

こ
れ
は
世
界
遺
産
に
限
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
ま
た
、
文
化
遺
産
、
自
然
遺

産
で
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

価
値
で
あ
っ
て
も
、「
価
値
は
、
人
間
に
よ

り
、
人
間
の
理
解
を
通
じ
て
語
ら
せ
る
。」

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

「
資
産
か
ら
何
を
読
み
取
る
の
か
」と
い
う

こ
と
は
、
我
々
の
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。《
物
・
資
産
》
が
、
自
ず

か
ら
何
か
（
価
値
）
を
語
っ
て
く
れ
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値

は
、
時
代
の
要
請
、
人
の
理
解
の
変
化
に

応
じ
て
進
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
英
語
で
、「
価
値
は《Evolving

》

す
る
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

《Evolve

》
で
す
。

次
に
、
世
界
遺
産
の
評
価
基
準
で
す
。

評
価
基
準
を
、
対
象
を
切
り
捨
て
る
た

め
に
使
う
人
が
お
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、本

来
、
文
化
遺
産
の
評
価
基
準
は
救
う
た
め

に
あ
る
も
の
で
、
排
除
す
る
た
め
に
あ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
種
々
の
条
件
の

中
か
ら
、
世
界
遺
産
の
価
値
を
選
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
評
価
基
準
に
よ
っ

て
「
救
う
」
範
囲
を
決
め
る
の
で
あ
っ
て
、

「
切
り
捨
て
る
」範
囲
を
決
め
る
も
の
で
は

な
い
の
で
す
。
世
界
遺
産
に
お
け
る
評
価

基
準
の
見
直
し
は
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に

欠
け
て
い
る
領
域
を
救
う
た
め
に
行
わ
れ
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て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
遺
産
に

欠
け
て
い
る
領
域
に
貢
献
す
る
も
の
な
の

で
す
。

ま
た
、世
界
遺
産
の
推
薦
の
た
め
に
は
、

海
外
の
同
種
の
資
産
と
の
比
較
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
日
本
の
も
の
を
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
も
の
と
比
較
す
る
。」
そ
れ
は

可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
ん
な
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
で
は
そ
の
よ

う
な
比
較
は
求
め
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

世
界
遺
産
の
推
薦
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
類
似
し
、
現
存
す
る
遺
産
の
「
比
較

分
析
」
で
あ
っ
て
、
遺
産
の
価
値
に
関
す

る
抽
象
的
、
か
つ
、
学
術
的
な
「
比
較
研

究
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

推
薦
書
の
審
査
を
行
う
イ
コ
モ
ス
で

は
、
比
較
分
析
は
「
同
じ
地
理
文
化
圏
に

存
在
す
る
、
推
薦
資
産
に
類
似
す
る
基
準

の
組
み
合
わ
せ
と
、
物
質
的
な
特
徴
（
ア

ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
）
を
有
す
る
資
産
と
の
間

で
行
う
。」
と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、主

張
す
る
顕
著
な
普
遍
的
価
値
と
遺
産
の
種

類
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
地
理
文
化
圏
は
、

ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
し
、
全
世
界
に
も
広
が
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま

り
、
対
象
と
す
る
も
の
に
よ
っ
て
、
ど
の

範
囲
で
比
較
す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
く
る
の
で
す
。

広
域
に
広
が
っ
た
文
明
の
遺
産
か
ら
、

小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
遺
産
ま
で
、
ど

こ
で
線
を
引
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
一

応
は
現
在
の
国
境
が
基
準
に
な
る
と
し
て

も
、今
の
国
境
は
あ
く
ま
で
「
今
の
も
の
」

で
す
か
ら
、
対
象
に
よ
っ
て
は
、
比
較
の

対
象
と
な
る
文
化
圏
は
異
な
っ
て
く
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先

住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
の
遺
産
を
考
え
る
の

に
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
を
考

え
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ

で
は
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
比
較
分
析
す

る
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。私

が
言
い
た
い
結
論
は
、「
顕
著
な
普
遍

的
価
値
」
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
時
代
と
と

も
に
進
化
す
る
べ
き
も
の
、
そ
し
て
、
特

に
文
化
遺
産
に
お
い
て
は
、「
世
界
で
唯

一
、
か
つ
、
最
高
で
あ
る
」
も
の
を
集
め

る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。「
世
界
で
１
番
」な
ど
に
こ

だ
わ
る
と
、
自
分
で
自
分
の
考
え
を
狭
め

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

少
し
遡
っ
て
、
１
９
９
８
年
に
オ
ラ
ン

ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
国
際
専
門
家
会

議
が
開
催
さ
れ
た
時
、「
世
界
遺
産
と
は
何

か
」
と
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
私
が
大
好
き
で
、
私
だ
け
で
は
な
く

て
、
私
と
同
じ
よ
う
に
世
界
遺
産
に
関
わ

る
人
が
使
っ
て
い
る
文
章
で
す
が
、「
世
界

遺
産
と
は
、
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
、

様
々
な
人
々
に
与
え
ら
れ
て
き
た
共
有
可

能
な
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
応
え

て
き
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
語
る
も
の
。」

と
の
定
義
が
あ
り
ま
す
。
時
代
ご
と
に
、

共
有
す
る
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先

程
、
母
利
先
生
か
ら
は
「
17
世
紀
か
ら
19

世
紀
の
世
界
」
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
1
つ
の
課
題
で
す
。
そ

の
17
世
紀
か
ら
19
世
紀
に
お
け
る
課
題
に

対
し
て
、
中
国
は
ど
う
応
え
た
の
か
、
日

本
は
ど
う
応
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
ど
う
応
え
た
の
か
、
そ
の
応
え

方
は
様
々
で
あ
っ
て
、
そ
の
様
々
の
対
応

は
世
界
遺
産
に
代
表
さ
れ
て
良
い
。
あ
ま

り
数
が
増
え
て
は
困
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
が
代
表
さ
れ
て
良
い
と

考
え
る
の
で
す
。

さ
て
、
日
本
か
ら
の
世
界
遺
産
推
薦
を

お
手
伝
い
し
て
き
て
、
今
考
え
て
い
る
こ

と
は
、
心
配
な
あ
ま
り
、
石
橋
を
渡
る
よ

う
に
デ
ィ
テ
ー
ル
ば
か
り
に
こ
だ
わ
っ
て

も
、
主
張
は
弱
く
な
る
ば
か
り
と
い
う
こ

と
で
す
。
か
と
い
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
壮

大
な
思
想
を
掲
げ
て
も
実
態
と
乖
離
す

る
。
そ
の
間
を
ど
の
よ
う
に
、
う
ま
く
繋

い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
肝
心
な
の
で

す
。
後
で
、
具
体
的
に
彦
根
城
の
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
お
話
し
し
ま
す
。

実
際
の
議
論
で
は
、「
物
証
の
存
在
」
が

出
発
点
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か

し
、
物
証
に
縛
ら
れ
る
あ
ま
り
、
そ
こ
か

ら
機
能
的
に
考
え
る
と
、
や
は
り
主
張
は

弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
重
要
な
こ
と

は
、
視
点
を
海
外
に
移
し
て
、
よ
り
広
い

人
類
史
の
観
点
で
考
え
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
人
類
史
の
節
目
を
区
切
る
時

間
軸
、
あ
る
時
代
の
世
界
が
変
わ
っ
て
い

く
時
間
軸
、
そ
し
て
、
地
域
、
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
地
理
軸
。
そ
の
時
間

軸
と
地
理
軸
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
解
決
の
仕
方
は
違
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
何
ら
か
の
形
で
全
体
と
し
て
の

世
界
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
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そ
、
そ
の
各
々
の
時
代
に
お
い
て
、
世
界

に
お
い
て
、「
そ
う
な
の
か
」
と
理
解
し
、

共
感
で
き
る
価
値
を
探
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
る
時
代
の
課
題
に
、
ど
の
よ
う
に

応
え
て
い
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
、
様
々
な

領
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
産

業
、
政
治
、
文
化
、
言
語
。
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
、
形
で
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
ど
こ
か
に
、
そ
の
資
産
に
合
っ
た
土
俵

を
探
し
て
い
く
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
、
そ

の
軸
を
定
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
。
そ
し
て
、
世
界
遺
産
は
各
国
語

に
翻
訳
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
、
そ
の
翻

訳
に
堪
え
る
明
解
な
論
理
を
持
つ
こ
と
、

そ
し
て
世
界
の
人
の
共
通
理
解
に
堪
え
る

論
理
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
現
在
の
世
界
遺
産
の
分
布

地
図
で
す
。
緑
色
が
自
然
遺
産
、
黄
色
が

文
化
遺
産
、
赤
が
危
機
遺
産
で
す
。
こ
れ

だ
け
多
く
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
を
種

類
別
、
あ
る
い
は
時
代
別
に
分
け
る
と
、

ど
こ
が
厚
く
て
、
ど
こ
が
薄
い
か
わ
か
っ

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
ど
な
た

か
や
っ
た
ら
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。

こ
こ
２
、３
年
の
日
本
の
推
薦
案
件
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顕
著
な
普
遍
的
価

値
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
す
。

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
の
場

合
は
、「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
、
農
耕
以

前
の
人
類
の
生
活
と
精
緻
で
複
雑
の
精
神

文
化
を
示
す
。」
と
い
う
価
値
で
す
。
こ

の
時
代
の
日
本
で
は
初
期
的
な
栽
培
や
森

林
管
理
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
海
外
、

国
際
的
に
見
て
「
農
耕
以
前
」
に
含
ま
れ

る
、
大
規
模
で
本
格
的
な
農
耕
の
前
と
い

う
時
間
軸
に
位
置
し
、
こ
れ
に
北
東
ア
ジ

ア
と
い
う
地
理
軸
を
重
ね
て
い
ま
す
。
重

要
な
こ
と
は
、
こ
の
縄
文
遺
跡
群
を
含
め

て
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
日
本
の
推
薦
案
件

の
価
値
に
は
、
日
本
の
国
を
自
慢
す
る
よ

う
な
文
言
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

次
に
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
場
合

で
す
。
こ
れ
は
、「
中
国
の
律
令
制
の
影
響

の
も
と
で
中
央
集
権
国
家
を
形
成
す
る
直

前
の
３
～
６
世
紀
の
日
本
列
島
の
人
々
、

こ
の
時
代
の
日
本
列
島
の
人
々
の
文
化
を

最
も
豊
か
に
、明
白
に
表
す
。」
と
い
う
価

値
で
す
。
こ
の
時
代
以
降
に
日
本
の
文
化

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
直

前
の
文
化
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
日
本
で
は
な
く
日
本
列
島
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

長
崎
・
天
草
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
場

合
は
、「
17
世
紀
か
ら
19
世
紀
、
2
世
紀
以

上
に
わ
た
る
禁
教
政
策
の
元
で
、
密
か
に

信
仰
を
伝
え
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
。」
で

す
。
ア
ジ
ア
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
ど
こ
の

国
で
も
迫
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
日
本
は
だ
め
、
あ
ち
ら
の
国
の
方

が
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
中
で
、
迫
害
の
歴
史
を
反
映
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
ど
う

生
き
て
き
た
か
、
そ
れ
を
人
類
史
に
当
て

は
め
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
答
え
は
１
つ
で

は
な
い
。い
く
つ
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
う
ち
の
日
本
に
お
け
る
１
つ
の
例
、

日
本
列
島
に
お
け
る
１
つ
の
例
で
あ
る
と

論
理
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
彦
根
城
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値

は
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。
先
程
、
タ
イ

ト
ル
ス
ラ
イ
ド
で
写
真
を
使
い
ま
し
た
。

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
で
す
。
詳
し
く

は
後
に
お
話
し
ま
す
が
、
こ
の
写
真
は
、

２
０
１
１
年
に
日
本
イ
コ
モ
ス
が
彦
根
で

開
催
し
た
見
学
会
及
び
意
見
交
換
会
の
時

に
私
が
撮
っ
た
写
真
で
す
。
そ
の
時
の
私

は
、ま
だ
、彦
根
城
の
推
薦
書
作
成
の
委
員

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
コ
モ
ス
の

会
議
に
参
加
し
、
た
ま
た
ま
彦
根
に
行
っ

た
時
で
す
。「
暫
定
リ
ス
ト
に
載
っ
て
20
年

経
つ
け
ど
、
今
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
？
」「
今
後
ど
う
す
る
の

だ
ろ
う
？
」
と
思
い
な
が
ら
懇
親
会
の
会

場
に
行
く
途
中
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。
当

時
の
携
帯
で
撮
っ
て
い
る
の
で
ピ
ン
ト
が

怪
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
風
景
を
見
て
、

「
何
か
、
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。」

と
思
い
ま
し
た
。
水
と
石
垣
と
天
守
の
構

成
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
迫
力
に
、
何
ら
か
の
価
値
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
の
で
す
。

先
程
、
母
利
先
生
か
ら
実
際
に
そ
う

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
学
術
的
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
景
観
を
見

た
何
年
か
後
に
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に

な
り
、
母
利
先
生
な
ど
か
ら
お
話
を
伺
っ

て
い
く
中
で
、「
彦
根
城
に
は
顕
著
な
普
遍

的
価
値
が
あ
る
。
こ
の
価
値
を
言
葉
と
し

て
、
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
翻
訳
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
先
程
お
話

し
た
よ
う
に
、「
価
値
を
定
め
る
の
は
私
た
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ち
人
間
で
あ
る
。」
の
で
す
か
ら
、
彦
根

城
の
価
値
は
、
私
た
ち
が
言
葉
に
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
頭
の
中
で
言

葉
に
変
え
る
の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
言

葉
が
各
国
語
に
分
か
れ
て
い
く
訳
で
す
か

ら
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ

メ
ー
ジ
」
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
非
常

に
有
効
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
彦

根
城
に
関
し
て
は
、
そ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
、
当
時
、
私
の
頭
の
中
に

浮
か
ん
で
き
た
の
が
、「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ

タ
」
だ
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
こ
の
映
画
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
委
員
会
で
の
議

論
を
聞
い
て
い
て
、
先
程
、
母
利
先
生
か

ら
も
あ
っ
た
「
お
城
は
借
り
物
だ
」
と
い

う
お
話
、
言
葉
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
の
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
と
い
う
言

葉
に
結
び
つ
い
た
の
で
す
。
江
戸
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
「
お
城
」
が
飛
ん
で
行
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
に
ピ
ッ
ピ
ッ
と
着
地
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
だ
の
で
す
。
映
画

を
見
た
こ
と
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
最

近
、
ジ
ブ
リ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
と
は
、こ
の
よ
う

な
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、「
天

空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
脳
裏
に
浮

か
ん
だ
経
緯
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
彦
根
城
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
言
葉
を
探
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
最
初
に
、
人
類
史
と
し
て
の
時
間
軸

は
17
世
紀
か
ら
19
世
紀
、
地
理
軸
は
徳
川

幕
藩
体
制
の
日
本
列
島
、
そ
し
て
、
対
象

と
す
る
領
域
は
政
治
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
同
じ
時
代
と
同
じ
地

理
軸
で
、
例
え
ば
産
業
を
使
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
、文
化
だ
っ
た
ら
ど
う
な
の
か
、

色
々
な
切
り
口
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
彦

根
城
の
場
合
は
政
治
史
と
決
め
た
の
で

す
。彦

根
城
の
委
員
会
に
は
、
今
日
も
こ

こ
に
お
２
人
と
も
来
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
先
生
と
、
中
国
史
の
先

生
も
入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
々
と

議
論
し
た
文
章
で
、
私
も
そ
の
ま
ま
引
い

て
お
り
ま
す
。

「
17
世
紀
か
ら
19
世
紀
の
世
界
は
、東
西

半
球
の
一
体
化
が
社
会
変
化
を
促
し
た
結

果
、
各
国
で
統
治
体
制
が
再
編
さ
れ
、
近

現
代
の
前
提
と
な
る
社
会
の
在
り
方
が
形

成
さ
れ
た
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

世
界
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
政
治
体
制
が

生
ま
れ
、
市
民
社
会
が
形
成
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
で
人
類
史
の
ひ
と
コ
マ
と
し
て
記

憶
し
て
も
い
い
価
値
が
あ
る
体
制
と
し
て

の
徳
川
幕
藩
体
制
あ
る
い
は
広
く
時
代
と

し
て
の
江
戸
時
代
。

そ
の
政
治
体
制
に
お
い
て
藩
は
、
中
央

権
力
と
住
民
組
織
の
間
を
と
っ
て
行
政
を

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
日
本
の
個
性
的
な
社
会
の
在
り
方
や

文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
は
国
際

政
治
史
上
も
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

城
郭
に
は
、
中
央
か
ら
配
置
さ
れ
た
大

名
が
行
政
組
織
を
形
成
し
て
領
地
を
持
た

ず
に
城
内
に
集
住
し
、
周
囲
か
ら
隔
絶
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
主
要
な
政
治
決
定
を
行
っ

た
。
城
郭
は
、
行
政
機
能
に
お
い
て
も
、

そ
の
形
の
象
徴
性
・
神
秘
性
に
お
い
て
も
、

領
民
に
対
す
る
ア
イ
コ
ン
と
な
り
、
藩
の

統
治
を
支
え
て
い
た
。」

こ
の
時
間
軸
は
、
世
界
各
地
で
種
々
の

政
治
体
制
が
生
ま
れ
、
市
民
社
会
が
形
成

さ
れ
た
、
記
憶
す
べ
き
価
値
が
あ
る
時
代

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の

時
代
の
日
本
は
、
極
め
て
特
異
な
、
あ
る

い
は
特
殊
な
国
家
、「
国
の
治
め
方
」
の
例

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
政
治
体
制
に
お
い
て
、
特
に
注
目

し
た
の
が
藩
で
す
。
藩
は
中
央
権
力
と
住

民
組
織
の
間
を
と
っ
て
行
政
を
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本

の
個
性
豊
か
な
社
会
の
在
り
方
、
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
江
戸
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
藩
な
の
で
す
。
私
は
、
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日
本
史
の
専
門
で
な
い
の
で
、
受
け
売
り

で
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
政
治
体
制

は
国
際
政
治
史
上
も
特
異
な
存
在
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
城
郭
に
は

中
央
か
ら
配
置
さ
れ
た
大
名
が
住
み
、
ま

た
、
そ
こ
で
重
臣
を
組
織
し
藩
の
政
府
を

形
成
し
ま
す
。
そ
の
重
臣
た
ち
も
、
領
地

に
城
や
屋
敷
を
構
え
ず
城
内
に
集
住
し
、

城
郭
の
外
に
住
ん
で
い
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
お
城
の
外
に
あ
る
、
そ
の

領
内
の
土
地
に
特
別
な
権
利
を
持
っ
て
い

た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
か
ら
隔

絶
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
主
要
な
政
治
決
定

を
行
っ
た
。
ま
た
、
城
郭
は
行
政
機
能
に

お
い
て
も
、
そ
の
形
の
象
徴
性
・
神
秘
性

に
お
い
て
も
領
民
に
対
す
る
ア
イ
コ
ン
と

な
り
、
藩
の
統
治
を
支
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
整
理
す
れ
ば
、
城
郭
は
名

実
と
も
に
幕
藩
体
制
を
支
え
る
物
証
と
し

て
良
い
と
思
い
ま
す
。
理
念
的
な
問
題
で

は
な
い
、
物
証
と
し
て
も
十
分
に
「
政
治

的
装
置
＝
デ
ィ
バ
イ
ス
」
で
す
。
こ
の
よ

う
な
機
能
と
外
観
を
有
す
る
ア
イ
コ
ン
と

し
て
の
「
建
築
土
木
遺
産
」
は
、
藩
と
い

う
特
異
な
行
政
機
構
の
存
在
を
示
し
、
少

な
く
と
も
同
時
代
の
東
ア
ジ
ア
、
特
に
官

僚
制
中
国
・
韓
国
に
類
似
す
る
も
の
は
存

在
し
な
い
の
で
す
。

藩
の
政
治
拠
点
と
し
て
、
江
戸
時
代
に

存
在
し
た
城
郭
の
中
で
、
彦
根
城
が
有
す

る
顕
著
な
代
表
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
、
母
利
先
生
が

十
分
に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私

が
追
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彦

根
城
の
形
態
は
初
期
の
状
態
を
伝
え
て
い

る
こ
と
、
城
主
の
理
念
が
そ
の
ま
ま
設
計

に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
１
５
０
も
し
く
は
１
７
０
の
城
郭

が
、
日
本
全
国
に
存
在
し
ま
し
た
。
そ
の

城
郭
そ
れ
ぞ
れ
が
特
殊
な
政
治
体
制
を
表

現
す
る
、
そ
の
中
で
、
ど
の
城
郭
を
代
表

さ
せ
る
か
と
な
れ
ば
、
上
の
理
由
か
ら
、

そ
れ
は
彦
根
城
と
言
う
こ
と
な
の
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
彦
根
城
の
世
界

遺
産
の
価
値
と
評
価
基
準
が
書
い
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、母
利
先
生
に
十

分
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

私
は
省
略
し
ま
す
。

最
後
に
、「
あ
！
こ
れ
は
何
か
あ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
原
点
の
写
真
で

す
。
そ
し
て
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
で

す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ラ
ー

吉
田 
ゆ
り
子 

氏 

（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
　
日
本
近
代
史
・
民
衆
史
）

三
宅

　 
理
一 
氏 
（
東
京
理
科
大
学
客
員
教
授
　
建
築
史
）

岡
田 

　保
良 
氏 
（
国
士
舘
大
学
名
誉
教
授
　
西
ア
ジ
ア
考
古
学
　
日
本
イ
コ
モ
ス
理
事
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

母
利

　 

美
和 

氏 

（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

稲
葉 

　信
子 

氏 

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

鈴
木

　 

地
平 

氏 

（
文
化
庁
　
文
化
遺
産
国
際
協
力
室
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宗
田 

　好
史 

氏 

（
関
西
国
際
大
学
教
授
）

（
敬
称
略
）

令
和
４
年
７
月
３
日
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
世
界
史
に
お
け
る
近
世
城
郭
の
意
義
』

宗
田　
そ
れ
で
は
先
生
方
に
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
『
世
界
史

に
お
け
る
近
世
城
郭
の
意
義
』。
世
界
遺

産
に
登
録
し
よ
う
と
作
業
を
進
め
て
い
る

「
彦
根
城
」
が
、
世
界
史
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
こ
の
課
題
に
つ

い
て
掘
り
下
げ
ま
す
。

世
界
遺
産
条
約
は
１
９
７
２
年
に
成
立

し
、
75
年
発
効
、
78
年
か
ら
登
録
開
始
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
き
だ
し
、
そ
の

成
立
か
ら
50
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
日
本

政
府
が
世
界
遺
産
条
約
を
批
准
し
た
の
は

１
９
９
２
年
で
、
翌
93
年
に
姫
路
城
と
法

隆
寺
か
ら
日
本
の
世
界
遺
産
の
登
録
が
始

ま
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
は
30
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

こ
の
世
界
遺
産
条
約
の
50
年
、
あ
る
い

は
、
92
年
か
ら
の
30
年
は
、
世
界
は
大
き

く
変
わ
っ
た
、
そ
の
間
に
世
界
史
の
大
き

な
転
換
点
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
国
際

連
合
、
ユ
ネ
ス
コ
も
そ
の
一
つ
の
機
関
で

す
が
、
１
９
４
５
年
以
降
に
形
作
ら
れ
て

き
た
国
際
連
合
の
体
制
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
70
年
代
は

冷
戦
が
顕
在
化
し
国
際
連
合
体
制
の
一
つ

の
転
機
と
な
り
、
90
年
代
は
ベ
ル
リ
ン
の

壁
の
崩
壊
、
ソ
連
の
崩
壊
を
含
め
、
こ
の

30
年
間
も
世
界
史
的
に
非
常
に
大
き
な
意

味
が
存
在
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
彦
根
城
の
「
世
界
史
的
な

価
値
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
先

ほ
ど
の
青
柳
先
生
の
ご
講
演
の
中
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
17
世
紀
か
ら
19

世
紀
の
世
界
の
歴
史
が
ど
の
よ
う
に
展
開

し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
今
、

そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
そ
の
過

去
に
、
そ
し
て
今
、
さ
ら
に
将
来
に
わ

た
っ
て
、
世
界
史
の
中
で
日
本
と
世
界
が

ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
き
た
の
か
、
そ
し

て
、
こ
の
世
界
と
日
本
の
動
き
に
、
彦
根

城
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
を
考

え
つ
つ
、
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
30
年
間
、
彦
根
市
・
滋
賀

県
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
か
と
い
う 宗田　好史　氏
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こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
も
そ
も
、
最
初
に

日
本
政
府
が
作
っ
た
暫
定
リ
ス
ト
に
、
な

ぜ
姫
路
城
と
彦
根
城
が
あ
っ
た
の
か
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
文
化
庁
の
建
造
物
課
が

推
し
た
の
が
姫
路
城
で
、
記
念
物
課
が
推

し
た
の
が
彦
根
城
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
原
点
、
そ
の
理
由
ま
で
振
り

返
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
彦
根
城

を
ど
の
よ
う
に
登
録
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
は
、
他
の
国
宝
の
城
（
天
守
）
と
シ
リ

ア
ル
に
す
る
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
本
丸
だ
け
、
あ
る
い
は
天

守
だ
け
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。
当

然
、
城
下
町
全
部
を
外
堀
ま
で
含
め
よ
う

と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
種
々
の
可
能
性
を
一
つ
ず
つ

点
検
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
30
年
の
日
本

国
内
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
進
展
に
つ
い

て
も
考
え
を
進
め
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、

日
本
史
で
は
「
預
治
思
想
」
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
に

領
地
を
預
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
だ
か

ら
大
名
は
封
建
的
な
領
主
と
は
異
な
る
。

従
っ
て
、
江
戸
時
代
は
分
権
的
な
体
制
で

は
な
い
、
中
央
集
権
的
で
あ
る
と
も
理
解

で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
大
名
は
権
限
的
に
も
税
的
に
も
独
立

し
て
存
在
し
て
い
る
以
上
、
当
然
、
地
方

分
権
的
で
も
あ
る
訳
で
す
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
独
特
の
政
治

の
仕
組
み
を
議
論
し
つ
つ
、
例
え
ば
、「
平

和
・
安
定
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
領
民

と
幕
府
の
関
係
を
整
理
し
て
き
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
「
公
儀
」
と
い
う
呼
び
方
を

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
母
利
先
生
の
お
話

に
も
「
公
儀
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
「
公
儀
」
と
は
何
だ
っ
た

の
か
。
今
、
我
々
の
時
代
で
は
、「
公
民

連
携
」
と
か
「
官
民
連
携
」
と
か
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
つ
つ
、
市

民
参
加
の
議
論
の
中
で
も
「
公
」
の
用
語

を
使
い
ま
す
。
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
「
公
儀
」
と
は
何
な
の
か
。
公
地
公
民

制
は
古
代
に
成
立
し
ま
す
が
、
そ
の
公
地

公
民
の
時
代
の
「
公
」
は
天
皇
だ
っ
た
の

で
す
が
、
次
第
に
、
そ
れ
が
将
軍
に
代
わ

り
、
幕
府
に
代
わ
り
、
今
日
で
は
、「
我
々

市
民
」の
意
味
に
代
わ
っ
て
い
る
。そ
う
い

う
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
近
世
に
お
け
る

「
公
儀
」
を
考
え
れ
ば
、日
本
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
、
世
界
と
日
本
の
関
係
が
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
歴

史
の
転
換
点
を
形
作
っ
た
の
か
。
そ
う
し

た
視
点
か
ら
も
、
新
た
な
考
え
も
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

推
薦
書
委
員
会
で
色
々
議
論
し
な
が
ら
、

世
界
史
の
中
に
お
け
る
彦
根
城
の
意
味
を

考
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
約
二
年
半
に
及
ぶ
議
論
が
、

あ
ま
り
に
も
面
白
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
、
東
京
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
披

露
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

て
、
今
日
、
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
次
第

で
す
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
、

論
客
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
彦
根
城
の
価
値

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
東
京
外
大
の
吉
田
ゆ
り
子
先

生
で
す
。
先
生
は
、
文
化
庁
の
世
界
遺
産

の
文
化
審
議
会
の
委
員
を
長
く
務
め
ら
れ

た
日
本
史
の
先
生
で
す
。
吉
田
先
生
に
続

き
、
建
築
や
都
市
の
分
野
か
ら
、
三
宅
先

生
と
岡
田
先
生
に
、
お
話
を
伺
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

先
生
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
と

講
演
を
お
聞
き
い
た
だ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
印
象
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
か
、ま
た
、

ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
か
ら
、
彦
根
城
の

見
方
や
価
値
に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

で
は
、
吉
田
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

吉
田　
吉
田
ゆ
り
子
で
す
。
私
は
彦
根
城

の
委
員
会
に
は
所
属
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
立
場
で
、
お
話
を
伺
い
、
あ
る
い
は
、

資
料
を
拝
見
し
て
、
ど
の
よ
う
に
彦
根
城

を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

対
し
、他
の
「
お
城
」
の
こ
と
も
含
め
て
、

私
な
り
の
感
想
と
疑
問
点
を
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
い
た
し

ま
し
た
。

母
利
先
生
の
お
話
は
、
す
で
に
事
前
に

御
覧
い
た
だ
い
た
レ
ジ
ュ
メ
に
対
し
、
回

答
を
含
め
て
お
話
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
母
利
先
生
の
お
話
し
に
私
も
納
得
で

き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、「
お
城
」吉田　ゆり子　氏
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と
い
う
も
の
を
「
隔
絶
し
た
存
在
」
と
と

ら
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
若
干
疑
問
が
残

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
日
は
、
地
域
の
視

点
か
ら
、
地
域
の
住
民
、
あ
る
い
は
、
現

在
の
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た

ち
の
視
点
か
ら
、「
お
城
」
に
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、O

U
V

に
つ
い
て
。
す
で
に
説

明
が
あ
っ
た
の
で
必
要
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
例
え
ば
、
３
、４
行
目
、「
人
類
史
上

の
一
つ
の
時
代
を
画
し
た
政
治
体
制
の
仕

組
み
」、あ
る
い
は
一
番
下
に
は
「
当
事
者

が
互
い
の
立
場
を
確
認
し
結
び
つ
き
を
強

め
る
儀
礼
の
場
で
体
制
維
持
が
さ
れ
た
」、

あ
る
い
は
「
合
議
体
制
が
取
ら
れ
た
」、さ

ら
に
、「
周
辺
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
特
別
な

空
間
と
し
て
演
出
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
疑
問
点
を
述
べ
ま

す
。ま

ず
一
つ
目
で
す
。
政
治
体
制
が
、
物

証
と
し
て
の
「
お
城
」
の
中
に
認
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
統
治
体
制

に
関
す
る
他
の
表
現
で
は
、「
領
主
と
領
民

の
微
妙
な
均
衡
関
係
」
な
ど
と
、「
領
民
」

と
い
う
視
点
も
含
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

は
、
そ
の
部
分
、「
領
民
と
の
関
係
」
を
示

す
物
証
は
、「
お
城
」
の
ど
の
部
分
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
一
つ
目
の
疑
問

で
す
。

二
つ
目
は
、
な
ぜ
、
徳
川
幕
藩
体
制
に

人
類
史
上
の
価
値
が
存
在
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。「
価
値
は
存
在
し
な
い
。」
と

言
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
を

専
門
に
し
て
い
る
立
場
か
ら
、「
果
た
し
て

政
治
体
制
だ
け
で
、
社
会
の
安
定
が
成
し

遂
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。」と
疑
問
に
感

じ
ま
す
。
例
え
ば
、
幕
末
に
開
国
を
し
た

途
端
に
、
徳
川
幕
府
は
政
治
体
制
を
維
持

す
る
の
が
難
し
く
な
り
、
倒
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」、こ
れ
は
歴

史
上
、
東
ア
ジ
ア
共
通
の
「
海
禁
」
と
呼

ば
れ
る
体
制
・
政
策
で
す
が
、
幕
府
に
よ

る
対
外
関
係
の
掌
握
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス

ト
教
の
禁
止
な
ど
を
含
め
た
、「
海
を
閉
ざ

し
て
い
た
」と
い
う
大
枠
が
あ
っ
て
こ
そ
、

江
戸
時
代
の
社
会
の
秩
序
を
維
持
で
き
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ど
こ

か
で
触
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
「
社
会
の
安
定
」
に
は
、

さ
ら
に
複
数
の
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ま

す
。政
治
体
制
だ
け
で
は
な
く
、い
わ
ゆ
る

兵
農
分
離
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
母
利
先
生
の
お
話
の
中
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
兵
農
分
離
体
制
、
あ
る
い
は

江
戸
時
代
の
身
分
制
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
身
分
の
人
々
が
、
幕
府
や
藩
に
対

し
て
「
役
」
を
負
担
す
る
と
い
う
形
で
社

会
に
位
置
付
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
社
会

体
制
に
対
し
て
、
人
々
が
合
意
を
し
た
か

ら
こ
そ
安
定
し
た
社
会
に
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、社
会
の
安
定
に
は
、非
常
に
卓

越
し
た
教
育
水
準
の
存
在
も
重
要
で
す
。

こ
れ
は
識
字
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
地
方

郷
学
も
含
め
て
、
社
会
全
体
に
教
育
が
普

及
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
各

地
、
各
身
分
の
人
々
が
、
こ
の
よ
う
な
関

係
、
社
会
の
体
制
を
作
っ
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
種
々
の
要
因
が
総
合
的
に
働
い

た
結
果
、
社
会
が
安
定
し
、
藩
が
安
定
し

て
い
た
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、「
政
治
体
制
」
は
、
そ
の
ひ

と
つ
の
要
因
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
で
す
。

次
に
、
物
証
で
あ
る
「
お
城
」
に
目
を

転
じ
ま
す
。「
お
城
」
と
い
い
ま
す
と
、軍

事
の
た
め
と
言
わ
れ
、
あ
る
い
は
建
造
物

に
目
が
行
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
、
主

張
さ
れ
て
い
る
「
平
和
な
時
代
の
城
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
は
、
私
も
共
感
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
考
え
る
と
き
に
、

今
少
し
、
視
点
を
加
え
て
は
ど
う
か
と
い

う
問
題
提
起
で
す
。

す
な
わ
ち
、
藩
に
お
け
る
「
お
城
」
と

い
う
存
在
が
、
政
治
体
制
、
合
議
体
制
の

拠
点
、
す
な
わ
ち
、「
政
治
の
拠
点
」
で

あ
っ
た
と
い
う
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
今

日
の
日
本
社
会
の
多
様
性
、
地
域
の
多
様

性
、
お
国
自
慢
と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
「
現
代
ま
で
続
く
地
域

的
な
特
色
」
を
日
本
社
会
に
も
た
ら
し
た

も
の
が
「
藩
」
で
あ
る
。
そ
う
い
う
視
点
、

意
味
を
含
め
ら
れ
な
い
か
。
そ
の
象
徴
と

し
て
の
「
お
城
」、「
天
守
」
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

明
治
に
入
っ
て
の
国
民
国
家
が
形
成
さ

れ
る
過
程
で
、
日
本
が
ひ
と
つ
に
統
一
さ

れ
て
い
き
ま
す
が
、
本
来
の
日
本
は
、
地

域
色
が
大
変
豊
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
統
一

さ
れ
ず
に
、
今
日
も
「
地
域
色
」
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
社
会
の
特

色
の
一
つ
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
江
戸

時
代
の
藩
の
個
性
、
あ
る
い
は
、
そ
こ
で

形
成
さ
れ
た
地
域
色
が
強
固
で
、今
日
も
、
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  同 6年 2月 14・15日「滋賀県へ達置候趣も有之」 

→明治 9年 12月 19日「該城一般当省所轄確定」と承知願いたい 

 陸軍卿山形有朋→内務卿大久保利通 ［以上、陸軍省大日記］ 

  ＊［区長ら天守閣一カ所続く建物とも払下げ願い］（区長→滋賀県）陸軍省へ照会願い 

   ☜「土地人民合一振起ナスヘキノ道」 

「将ニ我一居室モ壊タントスルノ際、今亦櫓門等ヲ被廃、果シテ再起ノ期ハナシト、 

愚民等一層落胆」 

「年ニ五ヶ日衆庶登閣、遙拝謝恩、猶土地繁栄、一家一身産業ノ保護ヲ祈リ、終ニ 

愛国心ヲ生ホサントスル、一毛ノ端緒ヲ開キ申度」 ［彦根市］ 

  明治 11 年 9月 7日 区長より［彦根市］ 

「今般彦根城本丸両天守櫓始、旧城主住居一般、及ヒ外郭櫓屋並同所大洞火薬庫

建物等、悉皆売却可相成ニ付、払受冀（希）望ノ者ハ、本月十日ヨリ同廿五日

迄ニ城内へ至り、現物熟覧ノ上、各所ニ附記セル番号ニ拠リ入札可致様、其筋

ヨリ申越候条、区内ヘ無洩通達可致（後略）」⇒天守 800円で入札 

  明治 11 年 10月 15日 「今般 思召有之、旧彦根城郭保存可致旨御沙汰候条、可然御 

処分相成度候、此段申達候也」 

    宮内卿徳大寺実則→右大臣（岩倉具視）   ［以下、公文録］ 

  同年 10 月 17日  宮内省より通知、「保存方ノ義」陸軍省・滋賀県、その他其筋へ申

進すように  右大臣→三条太政大臣 

  同日       その手続きはあらかじめ評議されている、御含みのほど通知 

        ・城郭管理は従前どおり陸軍省、保存方のみ滋賀県    

        ・保存のかかる経費は県令の見込み＋宮内省より幾許の金円下賜 

            （明治 12 年 12月 27日 見積 1624 円 31銭） 

        ・以上、大熊・井上両参議、大山陸軍少輔も承知のこと 

  同年 10 月 28日  陸軍省→滋賀県 「保存方担任」は滋賀県、所轄は従前どおり            

  同年 12 月 6日  陸軍卿山形有朋→右大臣岩倉具視 「彦根城之儀ニ付伺」 

     「滋賀県下彦根城郭ハ第四軍管内之存城ニシテ、他日要塞ノ一部分ニ被備置候處、

建物之儀ハ積年之星霜ヲ経過シテ、往々朽頽廃シ、当省ニ於テ是マテ保存修理

等致来候得共、空ク巨多ノ金員ヲ費ス而已ニシテ、更ニ其効無之、因テ之ヲ解

除シ、郭塁等ハ従前之儘ニ据置候見込ヲ以テ、既ニ事業着手中、今般特旨ヲ以、

保存之儀被仰出、保存方滋賀県ニ於テ担任候様御達相成候、就テハ自今該城郭

保存修理及ヒ之ニ関スル費用ハ、当省ニ於テ一切関係無之儀ト存候、尤該県ニ

4 

 

       なお、大手門は「御殿」建設後、表門に実質的に移動－佐和口御門 

 3.城＋城下町（惣構の内側）が武士の統治のための装置として江戸時代を通じて存在した。 

  城が政治・儀礼空間であっても、それだけでは統治者である武士の生活は成り立たない。 

  城下町に、必要な職人・商人を移住させ、城の維持、武士の生活の必要物資を調達した。 

  あわせて、有事（軍事・普請等）に人足を徴発する対象。 

☞地域住民の意識形成へ。 

 

外堀＝惣構 城下町の惣囲い 

 外堀の内＝城内（本丸）－二之郭（重臣・藩主庶子）－三之郭（武士＋町人・年貢免除地）       

外堀の外＝外町（町人地・年貢負担地）  

   

4.琵琶湖に面した立地☞城下町内まで水運を利用した物資輸送 

 18世紀後期、藩主の参勤交代の帰路（『新修 彦根市史』通史編 205-209頁） 

米原湊→外船（そとふな）町→騎乗で切通口道→松之下→松並木を徒歩で佐和口御門 

→木俣邸→表御門 

  蔵米輸送＝松原御蔵、城内の御用米蔵、御用舟の船着き 

  物資輸送の拠点＝内船町や外船町  

  堀での魚釣り、水遊びの禁止（『同書』204頁） 

    ［江戸］ 江戸城外堀  物資輸送、魚釣り、水遊び場 

 

☞「平和な時代の城」は、地域の人々にとって日常生活に結びついた存在であった。 

   その存在は「権威の象徴」「威厳」というより日常に溶け込んだ景観 

   なくなると喪失感をもつような存在 

   事が起きると、人々の心を統合する装置になりうるもの 

 日本の城と城下町に書かせない要素としての「堀」 

   ヴェネチアのように水上での移動、輸送が日常的 

   都市には「堀」・水路があることが普通、水とともに生活することが普通 

→近代化の過程で、埋め立てられ暗渠となり、忘れられている 

☞彦根城は、都市の母体となった「平和な時代の城」と城下町を代表する存在 

 地域色豊かな日本を形成することになった藩の中心地である城と城下町を代表する存在 

 

1 

 

「「彦彦根根城城のの顕顕著著なな普普遍遍的的価価値値」」ををめめぐぐっってて 

2022.7.3 東京外国語大学 吉田ゆり子 

価値説明 

2 世紀半にわたる安定した社会秩序を形成した徳川幕藩体制の仕組みを反映 

徳川幕藩体制の仕組み＝幕府と藩、藩と領民の特異な均衡関係により成り立つ体制 

           人類史上の１つの時代を画した政治体制の仕組み 

これを示す物証－周囲から隔絶された一体的な空間構造と象徴的な形態をもつ 

☞城郭は政治体制の物証 

  城内＝「内側の郭」（大名の御殿）＋「外側の郭」（重臣たちの屋敷） 

     両者をあわせた空間が政治の中枢機能をもつ 

     統治者が互いの立場を確認し結びつきを強める儀礼の場☞体制維持 

     城下町や周辺の村から隔絶された特別な空間として演出される 

疑問点 

・藩と領民の関係を示す物証は何か 

・なぜ徳川幕藩体制が人類史上価値ある存在か 

   安定した社会秩序を形成したとするなら、それは政治体制がなしとげたことか。 

     「開国」をした途端、政治体制は維持できなくなった。この事実は、政治体制だ

けで２世紀半の安定した社会が維持されえないことを示す。彦根にとり逆説的。 

       いわゆる鎖国（幕府による一手掌握、キリスト教禁止） 

    むしろ鎖国体制の中で、安定した社会秩序を維持しえた複数の要因のうちのひと

つと考えた方がいいのではないか。 

他の要因は、兵農分離体制、身分制、社会体制に対する四民等の合意等 

 

「平和な時代の城」を考える時に必要な考え方 

（１） 藩という存在、その領域が、今日の日本社会の地域主義を生んでいること。 

その象徴として、城、とくに天守閣の存在があること。 

  城下町が今日も地方都市としての役割を有しており、地域の中心となる。 

藩という領域で、生活をしていた人々の意識が、城・殿様を中心に形成される。 

その歴史性を、現実に目にできる城（とくに天守閣・櫓）により体感する。 

天守を意匠性で評価するのではなく、城山と一体となった天守・櫓の姿が象徴。 

 

  ☜この意識が、江戸時代をとおした城下町や領民の意識にどのように現れていたか検

証すること。また、明治維新以降、城が破棄され、解体あるいは入札の危機に瀕する

と、旧藩士のみならず市民の拠り所が失われるかのように現象することを、明らかに

することで、地域の住民にとって「城」が持っていた意味を伝えることができる。 

   ＝地域で守り、伝えていきたい存在となっている。 

3 

 

於テ城郭修理等之節、地形ニ関スル部分ハ総テ当省へ経伺之上取計候様、兼テ

達置相成度、此段相伺候也」 ⇒伺いのとおり聞済、滋賀県へ達し 

［松本城］ ［公文録、太政類典］ 

  1872（明治 5）年 3月  筑摩県→陸軍省 松本城・飯田城半毀ゆえ「不体裁」 

                     至急処分願い 

          8月  再度願い☞地所・石垣そのまま、建物入札せよ 

               飯田城 門５カ所 金 130両 1分 

               松本城払い下げ代金  309両 1分 

                 天守閣 235両 1分、諸櫓門塀等 74両 

  同年 11月 27 日     市川量造建言書→筑摩県 

               博覧会興行願い、10年間借用願い 

                ☜陸軍省所轄ゆえ聞き届け難しい、寺院をさがせ 

  1873（明治 6)年 9月 20 日 市川量造請願書→筑摩県 

               適当な寺院ない、一字博覧会中のみの借用願い 

        10 月 10日 筑摩県→陸軍省 天守閣・本丸郭内借用状 

               筑摩県←博覧会社総代市川量造ら 借用願い 

  同年 11月 10 日～12月 9 日 博覧会開催 

［有賀義人『市川量造とその周辺』凌雲堂書店、1976 年］ 

  大正期 小林有也によるよびかけ 募金による修理 

                  

（２）なぜ彦根城か 

 1.城主が近世を通じて変わらない譜代藩、筆頭☞地域住民の意識形成に影響 

 2.内堀より内側の当初の城内の縄張り、遺構の遺存状況のよさ。 

    ☞城郭の空間構造の理解を確定しておく必要がある。その際、歴史的変遷を加味し

て、空間構造を表現すること。 

  (1)「木俣留」1668（寛文 8）年段階 『新修 彦根市史』史料編近世１(556 号) 

       城内の木の配置、高さ、木の剪定等、細かく指示 

      「御本丸」・「西之丸」・「三之丸」等の郭は内堀の内側＝城内 

  (2)1723（享保 8）年から「本丸」「二之郭」「三之郭」と表現される。（同上 560号） 

      「本丸」＝(1)の城内 

  (3)1881（明治 14）年 「彦根城内地所買収之儀ニ付伺」（公文録 陸軍省） 

      「其三ノ郭地ノ如キ純然私有地」これを買収したい 

      絵図あり ☞ 「三ノ郭地」＝(2)の「二之郭」＝内曲輪 

  ⇒江戸城に類似 

     当初の城内に加えて大名小路が実質的三の丸、大手門－常盤橋御門 

     当初の城内に加えて「二之郭」が実質的な三の丸、大手門－京橋口御門 

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

パネルディスカッション
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そ
れ
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

江
戸
が
東
京
に
な
っ
た
よ
う
に
、
地
方

都
市
の
場
合
も
、
城
下
町
が
現
在
の
県
庁

所
在
地
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
今
も
変
わ
ら
ず
に
、
城
下
町
が

地
方
都
市
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
城
下
町
に
起
原
が
あ
る

「
地
域
」
に
お
け
る
人
々
の
意
識
に
は
、

自
分
の
地
域
に
対
す
る
特
別
な
意
識
が
あ

り
、
そ
れ
は
「
お
城
」
が
残
る
と
こ
ろ
で

は
「
お
城
」、あ
る
い
は
「
お
殿
様
」
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
の
「
お
殿
様
」

を
「
○
○
公
」、井
伊
家
で
す
と
「
井
伊
直

孝
公
」
と
呼
ぶ
の
は
、
誰
か
が
強
要
し
た

の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
意
識
が
無
意
識

の
う
ち
に
生
ま
れ
て
き
た
結
果
で
す
。
そ

し
て
、
そ
う
し
た
歴
史
観
を
な
ぜ
身
に
付

け
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
や
は
り
「
お

城
」
と
い
う
存
在
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ
は
天
守

と
い
う
単
体
の
建
造
物
を
意
識
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
城
山
と
い
う
山
の
中

で
天
守
だ
け
で
は
な
い
、そ
の
城
山
全
体
、

天
守
と
と
も
に
櫓
や
塀
、
石
垣
な
ど
が
景

観
と
し
て
一
体
と
な
っ
て
存
在
し
て
い
る

姿
こ
そ
が
、
地
域
の
人
々
の
意
識
を
、
長

い
年
月
の
中
で
規
定
し
て
い
る
と
考
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
３
つ
の

視
点
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
統
治
す
る
側
で
は
な
く
、
統

治
さ
れ
る
側
の
人
々
の
視
点
で
す
。
江
戸

時
代
の
平
和
な
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
城

郭
全
体
、
櫓
、
天
守
、
門
な
ど
が
一
体
と

な
っ
た
景
観
が
、
領
民
の
目
に
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
の
か
。
母
利
先
生
は
、「
荘
厳
な

演
出
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、私
は
、

「
荘
厳
な
演
出
」と
為
政
者
側
か
ら
と
ら
え

る
の
み
で
は
な
く
、
逆
に
、
地
域
の
人
々

が
、
そ
の
景
観
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
た
の
か
を
さ
ら
に
検
証
し
、
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
、地
域
に
お
け
る
「
お
城
」

の
位
置
づ
け
を
証
明
す
る
た
め
に
は
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
は
来
訪
者
の
視
点
で
す
。
母
利

先
生
の
お
話
の
中
で
は
、
ケ
ン
ペ
ル
を
引

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
彦
根
市

の
小
林
室
長
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
が
、
朝
鮮
通
信
使
も
重
要
な
資
料

を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
平
和
な
時

代
の
日
韓
関
係
の
象
徴
と
な
る
朝
鮮
通
信

使
が
、
彦
根
城
下
の
宗
安
寺
に
宿
泊
し
ま

す
。
そ
こ
で
残
し
た
記
録
を
見
る
と
、「
家

屋
や
人
民
、
あ
る
い
は
お
店
、
あ
る
い
は

遊
び
場
な
ど
が
、た
い
そ
う
盛
ん
で
あ
る
。

山
の
中
に
城
を
築
い
て
お
り
、「
ひ
め
が

き
」（
こ
れ
は
た
ぶ
ん
塀
の
こ
と
で
す
が
）、

櫓
な
ど
が
、
林
の
上
に
出
て
い
る
。
水
を

ひ
い
て
堀
と
し
て
い
る
が
、
深
く
、
か
つ
、

広
い
の
で
越
え
が
た
い
。
堀
の
周
り
に
並

ぶ
館
、
屋
の
美
し
い
こ
と
は
、
あ
た
か
も

画
中
の
景
の
ご
と
く
で
あ
る
。」
と
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、「
お
城
」
は
城
下
町

を
含
め
た
景
観
と
し
て
一
体
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
印
象
と
し
て
書
き
残
し
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
番
目
は
、
そ
の
「
お
城
」
に
対
す
る

意
識
、
地
域
の
意
識
は
、「
お
城
」
が
廃
棄

さ
れ
る
危
機
に
直
面
し
た
時
に
現
れ
る
事

実
で
す
。
日
ご
ろ
は
「
何
気
な
く
存
在
し

て
い
る
城
」
に
対
し
、
そ
れ
に
脅
威
を
覚

え
、あ
る
い
は
荘
厳
だ
と
感
じ
る
こ
と
は
、

人
々
の
日
常
の
意
識
の
中
に
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
明
治
維
新
以

降
に
、「
お
城
」
が
破
却
、
破
棄
、
解
体
、

競
売
な
ど
の
危
機
に
面
し
た
時
に
、
旧
藩

士
の
み
な
ら
ず
市
民
た
ち
が
、
自
ら
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
失
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
主
張

す
る
の
で
す
。
こ
の
事
実
が
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
「
お
城
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
た
め
の
、

重
要
な
証
拠
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

幕
府
が
倒
壊
し
た
後
は
、
廃
藩
置
県
の

前
で
あ
っ
て
も
、「
お
城
」
を
破
棄
し
、
あ

る
い
は
修
理
も
し
な
い
。
城
内
を
開
墾
す

る
、「
お
城
」
の
部
品
、
つ
ま
り
、
門
や
櫓

を
撤
廃
・
売
却
す
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
で
進
行

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
廃
藩
置
県

を
経
て
後
、
兵
部
省
、
そ
し
て
陸
軍
省
へ

と
「
お
城
」
の
管
轄
が
移
り
、
そ
し
て
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
明
治
６
年
１
月
14
日

の
城
郭
の
存
廃
の
決
定
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。そ

の
時
の
滋
賀
県
下
で
は
、
大
津
に
鎮

台
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
彦
根
城
は

存
城
と
い
う
こ
と
が
決
定
し
ま
す
。
し
か

し
、
残
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
陸
軍
省
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

「
建
物
之
儀
ハ
積
年
之
星
霜
ヲ
経
過
シ
テ
、

往
々
腐
朽
頽
廃
シ
、当
省
ニ
於
テ
、是
マ
テ

保
存
修
理
等
致
来
候
得
共
、
空
ク
巨
多
ノ

金
員
ヲ
費
ス
而
已
ニ
シ
テ
、
更
ニ
其
効
無

之
」「
彦
根
城
の
儀
に
付
伺
」
J
A
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.

C10072217300

、
明
治
11
年　

本
省
文
移

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。
つ
ま
り「
お
城
」
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の
建
物
に
対
し
て
、「
陸
軍
省
は
使
う
気
が

な
い
。
お
金
が
か
か
る
の
で
こ
れ
以
上
修

理
は
で
き
な
い
。」と
主
張
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
、
競
売
と

い
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
し
て
、
実
際
に
競
売
が
決
ま
っ
た
時

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
資
料
に
は
宛
先

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
滋
賀
県
に
対
し
、
彦

根
の
区
長
た
ち
が
陸
軍
省
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
と
願
い
出
た
史
料
で
す
。
彦
根
市
か

ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
廃
藩
後
、

年
ニ
衰
へ
、
日
ニ
貧
シ
、
心
気
地
ニ
落

チ
、
富
ミ
、
貧
ヲ
救
ス
ル
能
ハ
ス
ト
雖
ト

モ
、
貧
階
梯
ナ
ク
奮
起
ス
ル
ヲ
不
得
、
人

心
合
結
ナ
シ
難
ク
」、
つ
ま
り
、
廃
藩
置
県

後
、
年
々
彦
根
は
衰
微
し
貧
し
く
な
っ
て

い
き
、
意
気
も
消
沈
し
て
、
富
ん
だ
者
は

貧
し
い
者
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
も
で
き

な
い
。
他
方
、
貧
し
い
者
は
這
い
上
が
る

道
筋
も
な
く
奮
起
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

人
々
の
心
結
び
つ
け
る
こ
と
も
難
し
い
、

と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
区
長
と
し

て
、
人
心
を
一
つ
に
す
る
道
が
な
い
。
も

し
、
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、「
天
守
閣
」
を
は
じ

め
「
櫓
門
」
が
廃
棄
さ
れ
入
札
さ
れ
る
と

聞
い
た
。
今
こ
れ
が
廃
棄
さ
れ
た
な
ら
ば

再
起
の
道
は
な
く
、
人
々
は
い
っ
そ
う
落

胆
し
て
し
ま
う
と
し
、
こ
れ
を
自
分
達
に

安
い
価
格
で
払
い
下
げ
て
ほ
し
い
。
こ
れ

を
、
土
地
繁
栄
、
一
家
一
心
産
業
の
保
護

を
祈
り
、
そ
し
て
愛
国
心
を
産
む
よ
う
な

形
で
使
い
た
い
、と
願
い
出
た
の
で
し
た
。

こ
の
願
い
出
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
後
、
明
治
天
皇
が
巡
行
し
て
き

た
時
に
、
明
治
11
年
10
月
15
日
に
宮
内
省

か
ら
「
思
し
召
し
」
が
あ
り
、
彦
根
城
を

保
存
す
る
御
沙
汰
が
下
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
保
存
の
費
用
は
１
６
２
４
円
ほ
ど

必
要
に
な
る
が
、
そ
の
全
額
を
宮
内
省
が

出
す
こ
と
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
経
緯
で
、
彦
根
城
の
天
守
や
櫓
は
残
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
の
知
っ
て
い
る
事
例
で
は
、
同
じ
よ

う
に
松
本
城
の
天
守
も
危
機
に
あ
っ
た
時

に
、
市
民
が
動
き
ま
す
。
現
在
の
松
本
城

は
、
天
守
の
ほ
か
、「
本
丸
」
と
「
二
の

丸
」、総
堀
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。
本

来
は
、
本
丸
に
御
殿
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
享
保
12
年
の
火
災
後
に
二
の
丸
に

移
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
部
分
が
、
明
治

以
降
、
県
庁
あ
る
い
は
裁
判
所
に
な
り
、

姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
松
本
城
が
、
明
治
5
年
の
史
料
に

は
「
不
体
裁
之
姿
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

す
で
に
半
毀
の
状
態
と
な
っ
た
建
物
を
、

当
時
の
筑
摩
県
は
「
見
苦
し
い
か
ら
処
分

を
し
て
欲
し
い
」
と
、
陸
軍
省
に
願
い
出

ま
す
。
そ
の
結
果
、
石
垣
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
建
物
が
競
売
に
か
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
５
年
の
こ
と

で
す
か
ら
、
全
国
の
「
お
城
」
の
存
廃
が

決
ま
る
前
年
に
、
陸
軍
省
の
指
示
で
松
本

城
の
競
売
が
決
定
さ
れ
、
天
守
だ
け
で
も

２
３
５
両
と
い
う
金
額
で
落
札
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
の
時
、
松
本
城
下
下
横
田
町
の

名
主
の
息
子
の
市
川
量
造
が
、
自
分
の
本

を
売
り
、
借
金
し
、
そ
し
て
仲
間
と
一
緒

に
天
守
を
買
い
戻
し
、
地
租
を
収
め
た
上

で
、
松
本
市
に
天
守
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
陸
軍
省
が
天

守
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。し
か
し
、

そ
れ
で
も
、
陸
軍
省
は
天
守
を
使
い
、
保

守
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
天
守
で
博
覧
会

を
開
く
こ
と
を
市
川
ら
は
提
案
し
、
要
望

し
ま
す
。
そ
の
後
、
県
令
が
動
き
、
天
守

で
の
博
覧
会
開
催
の
許
可
を
得
ま
す
。
そ

の
時
の
引
き
札
、
チ
ラ
シ
な
ど
も
残
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
経
緯
や
目
的
は
異
な
り

ま
す
が
、
彦
根
城
も
松
本
城
も
、
失
わ
れ

る
危
機
的
状
況
が
生
じ
た
時
に
、
地
域
の

住
民
、
市
民
が
、
保
存
へ
と
動
い
た
と
い

う
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

彦
根
城
に
戻
り
ま
す
。
次
に
、
彦
根
城

のO
U
V

に
つ
い
て
疑
問
に
思
う
点
で
す

が
、
そ
も
そ
も
「
な
ぜ
彦
根
城
な
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
母
利
先
生
が
非
常
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に
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
一
番
目
の
理
由
は
、
彦
根
藩
は
将
軍

に
近
い
、
幕
府
に
近
い
藩
で
あ
る
こ
と
で

す
。そ

し
て
、
二
番
目
の
理
由
は
、
内
堀
か

ら
内
側
、
当
初
の
「
城
内
」
と
「
内
廓
の

縄
張
り
」
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
遺

構
の
遺
存
状
況
が
よ
い
、と
い
う
以
前
に
、

こ
の
「
お
城
」、「
城
内
」
と
い
う
範
囲
が

ど
こ
ま
で
な
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
彦
根

城
の
資
料
（
明
治
15
年
「
江
州
彦
根
城
全

図
」『
公
文
録
』
１
０
４
巻
所
収
・
国
立

公
文
書
館
所
蔵
）
で
す
が
、
真
ん
中
の
部

分
、
私
は
こ
こ
を
「
城
内
」
と
呼
び
、
こ

の
周
囲
に
広
が
る
範
囲
が
、
先
程
の
ご
説

明
で
は
「
二
之
廓
」、「
内
廓
」
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
が
、
明
治
15
年
当
時
、
こ
こ
は

「
三
の
丸
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
郭
」
の
配
置
を
見
て
い
る
と
、

「
お
城
」
が
拡
大
す
る
過
程
で
、「
廓
」
が

内
堀
の
外
に
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

整
理
す
る
と
、
本
来
の
「
お
城
」
つ
ま

り
「
城
内
」
は
、「
内
堀
の
内
側
」
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。図
の
赤
い
部
分
が
城
内
で
、

こ
れ
は
大
手
門
の
内
側
、
表
門
の
内
側
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
緑
色
の
部
分
が
重
臣

達
の
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
は
、
享
保

8
年
以
降
は
「
二
之
廓
」
と
も
呼
ば
れ
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
は
城
下
町
の
一
部
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
青
い

部
分
が
城
下
町
、
１
番
外
側
の
外
堀
が
総

構
で
、
城
下
町
全
体
の
囲
い
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
形
で
、
彦
根
城
は
広
が
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
構
造
は
江
戸
城
も
同
様
で
す
。
実

は
江
戸
城
は
す
ご
く
小
さ
く
、
真
ん
中
の

部
分
、
大
手
門
よ
り
内
側
の
み
が
本
来
の

「
お
城
」、
つ
ま
り
「
城
内
」
で
、
常
盤
橋

御
門
よ
り
内
側
が
「
西
の
丸
下
」
あ
る
い

は
「
大
名
小
路
」
と
言
わ
れ
る
重
臣
達
の

配
置
さ
れ
る
部
分
に
な
り
、
そ
の
外
側
の

「
浅
草
御
門
」
か
ら
内
側
が
、
城
下
町
、
外

堀
が
城
下
町
の
総
構
に
あ
た
り
ま
す
。
寛

永
13
（
１
６
３
６
）
年
に
総
構
え
が
確
立

し
て
、「
浅
草
御
門
」
か
ら
「
牛
込
御
門
」、

「
四
谷
御
門
」、「
虎
ノ
門
」（
虎
之
御
門
）、

そ
し
て
下
方
の
海
ま
で
延
び
て
行
く
。
幕

末
近
く
、
ま
さ
に
日
米
修
好
通
商
条
約
を

結
ん
だ
安
政
5
年
段
階
の
絵
図
を
見
て
も

同
じ
で
す
。ま
た
、一
般
に
売
ら
れ
た
江
戸

図
を
見
て
も
、
真
ん
中
の
と
こ
ろ
に
「
城

内
」
と
い
う
空
白
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

空
白
部
分
が
「
お
城
」、「
城
内
」
と
い
う

認
識
で
、
常
盤
橋
御
門
よ
り
内
側
の
「
西

の
丸
下
」
と
か
「
大
名
小
路
」
な
ど
の
重

臣
達
の
屋
敷
地
は
、
空
白
で
は
な
く
明
確

に
描
か
れ
て
い
て
、「
三
の
丸
の
外　

城
下

町
の
一
部
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
城
下
町
は
寛
永

13
年
に
築
か
れ
た
総
構
の
外
に
も
広
が
り

ま
す
が
、「
城
内
」
の
考
え
方
と
し
て
は
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
切
り
絵

図
で
す
が
、
や
は
り
「
大
手
門
」
の
内
側

を
「
城
内
」
と
す
る
江
戸
城
の
認
識
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
本
来
の
「
お
城
」
は
非

常
に
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
り
、
大
手
門
の

内
側
を
「
お
城
」、「
城
内
」
と
言
い
、
家

臣
達
の
い
る
と
こ
ろ
は
「
城
下
町
」
の
一

部
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
外
側
の
町
人
も
含

ん
だ
と
こ
ろ
が
「
総
構
」
の
内
側
で
、
こ

れ
が
「
城
下
町
」
全
体
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、「
お
城
」
と
城
下

町
を
セ
ッ
ト
と
し
て
考
え
、こ
れ
こ
そ
が
、

武
士
が
統
治
の
た
め
の
「
装
置
」
と
し
て

作
り
上
げ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
、
城
下

町
に
暮
ら
し
た
人
々
、
地
域
の
住
民
達
を

巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、「
お
城
」

の
意
味
を
歴
史
的
に
も
説
明
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

彦
根
の
城
下
町
は
、
必
要
な
職
人
、
商

人
を
佐
和
山
城
下
か
ら
呼
ん
で
い
ま
す
。

江
戸
城
の
場
合
も
、
小
田
原
城
下
か
ら
呼

ん
で
く
る
。
こ
の
よ
う
に
城
下
町
が
作
ら

れ
て
い
く
過
程
で
、
地
域
住
民
の
意
識
も

城
下
町
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
の
「
お
城
」
と
地
域
と
の
関

係
で
す
が
、「
お
城
」
は
決
し
て
「
隔
絶
し

て
い
な
い
」と
思
い
ま
す
。
２
、３
の
事
例

を
あ
げ
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
見
え
方
」
で
す
。
江
戸
城

で
は
、「
お
城
」
と
「
富
士
山
」
と
「
日
本

橋
」、
こ
れ
が
常
に
セ
ッ
ト
で
名
所
図
絵

に
描
か
れ
ま
す
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、

「
お
城
」
と
「
富
士
山
」
と
「
日
本
橋
」。

こ
れ
は
美
術
史
の
大
久
保
純
一
さ
ん
が
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
が
（『
広
重
と
浮
世
絵

風
景
画
』
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
０
７

年
）、「
お
城
」
と
「
富
士
山
」
と
「
日
本

橋
」
が
セ
ッ
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。「
お
城
」と
言
っ
て
も
江
戸
城
は

１
６
５
７
年
明
暦
の
大
火
で
天
守
が
焼
け
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て
い
る
の
で
、
単
な
る
櫓
と
森
で
す
が
、

そ
れ
ら
が
一
つ
の
象
徴
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。

２
点
目
は「
水
」で
す
。
彦
根
城
は
琵
琶

湖
と
松
原
内
湖
に
も
面
し
て
い
る
こ
と
も

重
要
な
特
徴
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

理
由
の
一
つ
は
参
勤
交
代
。
こ
れ
は
、
母

利
先
生
も
説
明
さ
れ
た「
外
船
町
」。
参
勤

交
代
の
時
に
は
、
こ
こ
に
藩
主
の
乗
っ
た

船
が
入
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
、内
船
町
、

こ
ち
ら
は
商
人
の
船
が
入
る
。
魚
屋
町
や

職
人
町
の
方
も
こ
こ
を
上
っ
て
く
る
。
さ

ら
に
、琵
琶
湖
岸
に
波
戸
が
で
き
て
い
て
、

波
除
け
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
御
蔵
米
が

大
津
と
出
入
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

水
と
の
関
係
は
、
日
本
の
城
下
町
の
特
徴

で
、
城
下
町
は
水
と
切
り
離
せ
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
江
戸
の
話
に
な
っ
て
恐
縮
で
す

が
、「
浅
草
御
門
」
か
ら
「
水
道
橋
」、「
牛

込
御
門
」
付
近
を
描
い
た
浮
世
絵
を
紹
介

し
ま
す
。
今
も
「
お
茶
の
水
」、「
水
道
橋
」

と
呼
ば
れ
る
地
域
で
す
が
、
こ
の
浮
世
絵

で
は
、
外
堀
を
多
く
の
船
が
荷
物
を
運
ん

で
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
上
が
っ
て
い
く
と
、

「
牛
込
御
門
」
に
荷
揚
げ
場
が
あ
っ
て
、こ

こ
で
は
町
人
の
生
活
物
資
を
降
ろ
し
、
あ

る
い
は
尾
張
藩
邸
の
河
岸
場
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
内
陸
に
荷
物
を
運
ぶ
の

に
、
堀
を
使
い
船
で
運
ん
で
い
た
。
あ
る

い
は
次
の
絵
で
は
、
船
も
奥
に
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
手
前
で
は
堀
で
水
遊
び
、
魚

釣
り
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
風
景
の

中
で
、
水
と
親
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
あ
る
い
は
「
牛

込
御
門
」で
御
門
の
中
に
入
っ
て
い
く
姿
、

あ
る
い
は
手
前
の
「
神
楽
坂
」
で
す
が
、

や
は
り
多
く
の
人
々
が
行
き
来
し
て
い
ま

す
。
堀
を
利
用
し
て
物
資
が
行
き
来
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
人
も
御
門
を
出
入
り
す

る
。
こ
れ
が
実
態
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
「
水
道
橋
」
の
堀
端
の

絵
で
す
が
、
普
通
の
人
は
何
と
も
思
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
土
手
の
上
に
松

を
植
え
て
い
る
。
寛
永
13
年
に
堀
が
で
き

た
時
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
回

は
、手
前
の
柵
に
も
注
目
し
ま
す
。軍
事
的

に
は
、
堀
端
に
は
木
を
植
え
ず
、
柵
も
設

け
る
必
要
は
な
い
の
で
す
が
、
平
和
な
時

代
な
の
で
、
日
常
生
活
の
な
か
で
、
人
や

物
資
が
堀
端
を
行
き
来
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
人
が
活
動
す
る
場
所
で
は
柵
が
作
ら

れ
ま
す
。
長
野
県
の
飯
田
城
で
は
、
大
手

門
の
左
右
に
堀
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
堀

端
に
は
木
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
酔
っ

払
い
が
落
ち
る
の
で
、
藩
士
が
藩
に
願
い

出
て
、
カ
ラ
タ
チ
（
枳
殻
）、
棘
が
あ
る
樹

木
で
す
が
、
こ
れ
を
植
え
て
落
ち
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
大
坂
城
で
も
宝
暦

年
間
の
絵
図
で
は
、
堀
端
に
柵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
実
は
、
彦
根
城
に
も
柵
が
あ

り
ま
す
。
表
門
の
堀
の
脇
に
柵
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
堀
端
の
柵
は
軍
事
的
に
は
あ

り
得
な
い
こ
と
で
す
が
、
平
和
な
時
代
の

柵
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
平
和
の
時
代
の「
お
城
」と

は
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
日
常
生
活
に

結
び
着
い
た
存
在
で
、
権
威
の
象
徴
、
荘

厳
、
威
厳
と
い
う
よ
り
も
、
日
常
に
溶
け

込
ん
だ
景
観
と
し
て
人
々
に
無
意
識
の
う

ち
に
意
識
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
失

わ
れ
る
と
喪
失
感
を
も
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
存
在
で
あ
り
、
廃
棄
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
一
転
し
て
人
々
の
心
を
結
合
す
る

装
置
に
な
り
得
る
存
在
で
あ
っ
た
、
と
い

え
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、日
本
の
「
お
城
」
と
「
城
下
町
」

に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
の
堀
、
水
で

す
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
行
く
と
タ
ク
シ
ー
が

船
で
す
が
、
か
つ
て
の
日
本
に
お
い
て
も

水
上
で
の
移
動
、輸
送
が
日
常
的
で
あ
り
、

都
市
に
は
堀
・
水
路
が
あ
る
こ
と
が
普
通

の
生
活
の
姿
で
し
た
。
し
か
し
、
近
代
化

の
過
程
で
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
暗
渠
と

な
り
、
今
の
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

平
和
な
時
代
の
「
お
城
」
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
平
和
な
時
代
の
「
お
城
」
と

「
城
下
町
」
を
一
体
と
し
た
も
の
と
考
え
、

そ
の
代
表
と
し
て
彦
根
城
を
位
置
付
け
ら

れ
な
い
か
、
ま
た
、
地
域
色
豊
か
な
日
本

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
藩
の
中
心
が

城
郭
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、「
お
城
」
と

「
城
下
町
」
を
一
体
と
考
え
、そ
れ
を
彦
根

が
代
表
す
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
と
考
え
ま
し
た
。
長
く
な
り
失

礼
い
た
し
ま
し
た
。

宗
田　
吉
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

彦
根
城
の
暫
定
リ
ス
ト
入
り
か
ら
30
年

の
間
に
、
例
え
ば
法
政
大
学
の
陣
内
秀
信

先
生
に
も
彦
根
に
来
て
頂
き
、
ま
た
、
滋

賀
県
県
立
大
学
の
西
川
幸
治
先
生
に
も
現

地
に
お
い
て
、
城
下
町
や
水
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
お
話
を
度
々
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
私
も
城
下
町
に
つ
い
て
、
先

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

パネルディスカッション

37



生
の
述
べ
ら
れ
た
通
り
だ
と
強
く
思
い
、

城
下
町
の
範
囲
ま
で
を
登
録
で
き
な
い
か

と
い
う
議
論
も
随
分
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
海
外
の
専
門
家
に
も
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
城
下
町
を
入

れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
決
断
に
い
た
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
過
程
が
あ
っ
た
こ
と

を
、し
み
じ
み
と
思
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。

今
、
先
生
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
城

下
町
を
含
む
形
で
登
録
が
で
き
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
江
戸
の
町
と
の

関
係
も
整
理
で
き
る
と
、
非
常
に
豊
か
な

推
薦
に
な
る
の
で
は
と
、
今
日
ま
で
の
取

り
組
み
を
し
み
じ
み
と
思
い
出
し
て
お
り

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
続
き
ま
し
て
三
宅
先
生
お
願
い

し
ま
す
。

三
宅　
三
宅
で
す
。
先
程
の
稲
葉
先
生
の

お
話
で
は
、
中
国
や
韓
国
と
は
関
係
な

い
と
い
う
お
話
し
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、

「
城
」と
い
う
漢
字
が
東
ア
ジ
ア
の
中
国
を

中
心
と
す
る
漢
字
文
化
圏
で
共
通
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
内
容
を
示

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
東
ア
ジ

ア
の
「
城
」
と
い
う
文
化
資
産
を
め
ぐ
っ

て
中
国
、
韓
国
の
専
門
家
の
方
々
と
一
緒

に
そ
の
比
較
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
イ

コ
モ
ス
の
中
にICO

FO
RT

と
い
う
国
際

委
員
会
が
あ
り
「
城
郭
」、「
お
城
」、
硬
く

言
う
と
「
軍
事
建
築
」
を
扱
っ
て
い
ま
す

が
、
日
本
イ
コ
モ
ス
内
のICO

FO
RT

国

内
委
員
会
に
作
業
部
会
を
つ
く
っ
て
そ
の

あ
た
り
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
ま
す
。
特

に
16
世
紀
か
ら
17
世
紀
に
か
け
て
、
中
国

で
は
明
清
時
代
、
日
本
で
は
戦
国
か
ら
江

戸
時
代
に
移
る
時
代
で
す
が
、
新
し
い
築

城
概
念
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
大
規
模
に
実

現
さ
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る

の
で
、
そ
の
現
象
を
ど
う
解
釈
し
、
日
本

の
城
郭
を
東
ア
ジ
ア
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に

ど
う
の
せ
る
か
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ

て
い
ま
す
。

そ
の
立
場
か
ら
、最
初
に
、母
利
先
生
の

お
話
に
対
す
る
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
で
す
。

母
利
先
生
の
最
初
の
論
点
は
、
江
戸
時

代
の
幕
藩
体
制
は
き
わ
め
て
安
定
的
な
統

治
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

よ
く
言
わ
れ
る
「
パ
ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ー

ナ
」、こ
れ
を
藩
に
落
と
し
て
言
う
と
「
藩

主
の
井
伊
家
の
体
制
」、「
パ
ク
ス
・
イ
イ
ー

ナ
」
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
江
戸

と
地
方
と
の
間
で
微
妙
な
関
係
を
保
っ
た

「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ハ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ

パ
ン
」
み
た
い
な
も
の
が
で
き
、
そ
れ
が

日
本
の
独
自
の
政
治
体
制
で
あ
り
、「
お

城
」
は
そ
の
統
治
の
象
徴
で
あ
っ
た
と
い

う
お
話
で
し
た
。

次
は
、
城
郭
と
い
う
の
は
、
空
間
と
し

て
ど
こ
ま
で
の
範
囲
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
は
吉
田
先
生
も
言
わ
れ
る
よ
う

に
大
変
難
し
い
問
題
で
す
。
見
た
目
に
は

ど
の
城
下
町
も
似
た
よ
う
な
構
造
を
持
っ

て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、「
お
城
」が
真
ん
中

に
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
も
地
域
に
よ
っ

て
、
こ
の
「
お
城
」
が
ど
の
範
囲
を
指
す

の
か
と
い
う
こ
と
は
色
々
あ
る
よ
う
で
す

が
、
と
も
か
く
、
真
ん
中
に
「
お
城
」
と

呼
ば
れ
る
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
の
外
側
に

重
臣
達
が
い
る
と
い
う
構
造
が
ベ
ー
シ
ッ

ク
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
く
の
「
お
城
」
で

変
わ
ら
な
い
。
そ
の
エ
リ
ア
を
確
定
す
る

に
あ
た
っ
て
堀
と
い
う
防
衛
×
水
運
装
置

が
重
要
な
役
割
を
示
し
て
い
る
。
中
国
で

あ
れ
ば
そ
の
役
割
は
壁
に
な
る
の
で
し
ょ

う
が
、
日
本
の
方
が
や
わ
ら
か
い
。

ま
た
、
天
守
の
役
割
に
つ
い
て
も
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、天
守
を
シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
と
い
う
よ
う
な
形
で
総
括
さ
れ

ま
し
た
。
天
守
の
役
割
は
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

と
景
観
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
や

朝
鮮
に
は
中
心
部
の
宮
殿
に
こ
う
し
た
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
タ
ワ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
城
門
こ
そ
が
周
囲
を
睥
睨
す
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
変
重
要
な
指
摘
だ
と
思
っ

た
の
が
「
公
儀
」
の
考
え
方
で
す
。
こ
の

「
公
儀
」
が
上
に
あ
っ
て
、
領
民
が
、「
公

儀
」
の
た
め
に
色
々
と
尽
く
し
て
い
た
。

漢
字
文
化
圏
の
人
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を

し
て
議
論
し
て
い
る
と
、
そ
う
し
た
も
の

は
、
あ
る
種
の
朱
子
学
的
な
思
想
に
近
い

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
別

に
見
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
統

治
の
在
り
方
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
や

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
と
は
違
う
、
独
自

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
国
と
し 三宅　理一　氏
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て
、
東
ア
ジ
ア
を
含
め
て
、
も
う
少
し
深

く
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ
た

次
第
で
す
。

さ
て
、
私
が
問
題
点
と
し
て
一
番
引
っ

か
か
っ
た
点
が
、
先
ほ
ど
も
ご
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
が
、「
徳
川
の
平
和
の
時
代
」
と

い
う
も
の
は
、
ど
こ
ま
で
世
界
に
対
し
て

自
慢
・
主
張
で
き
る
も
の
な
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
世
界
遺
産
と
な
っ
た
長
崎
五

島
列
島
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、「
キ

リ
ス
ト
教
の
禁
制
」
は
か
な
り
厳
し
い
も

の
で
、
そ
の
実
態
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

そ
の
よ
う
な
「
厳
し
い
禁
制
」
を
出
し
た

時
代
を
、
た
と
え
物
語
で
あ
っ
た
と
し
て

も
「
安
定
的
な
社
会
」
と
し
て
前
面
に
出

し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

極
端
な
比
較
で
す
が
、
今
日
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
（
人
身
売
買
）

で
世
界
の
ワ
ー
ス
ト
に
位
置
し
て
い
る
日

本
の
実
態
を
国
内
で
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
て
、
美
し
い
国
日
本
を
謳
っ
て
い
る
の

と
同
じ
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
私
の
個

人
的
な
感
想
で
す
。

他
方
、「
お
城
」の
も
つ
軍
事
的
な
意
味

に
つ
い
て
は
た
と
え
江
戸
時
代
で
あ
っ
て

も
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
私
も
陸
軍
関
係

の
史
資
料
の
分
析
を
行
い
、
さ
ら
に
実
際

の
「
お
城
」
の
保
存
計
画
等
に
も
携
わ
っ

て
い
る
の
で
す
が
、「
お
城
」
の
成
立
根

拠
と
し
て
軍
事
に
関
す
る
視
点
は
ど
う
し

て
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。幕

藩
体
制
が
確
立
す
る
17
世
紀
前
半
を

見
る
と
、関
ヶ
原
合
戦
が
あ
り
、大
坂
の
陣

が
あ
っ
て
、
最
後
は
島
原
の
乱
と
、
か
な

り
激
し
い
戦
争
が
あ
っ
た
時
代
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
、
そ
の
後
１
５
０
年
く
ら
い

は
、
戦
争
ら
し
い
戦
争
は
な
く
、
19
世
紀

の
前
半
を
迎
え
て
情
勢
が
き
な
臭
く
な
っ

て
く
る
の
で
す
が
、
戊
辰
戦
争
に
到
る
短

い
時
期
に
幕
府
や
各
藩
が
軍
備
の
再
整
備

に
注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

反
射
炉
を
作
っ
て
大
砲
な
ど
の
武
器
を
製

造
し
た
り
、
火
薬
を
大
量
に
作
っ
た
り
、

兵
器
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
て
軍
備

の
増
強
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
明
治
２
年
に
版
籍
奉
還
が
あ
り

ま
す
が
、そ
の
後
、各
地
に
鎮
台
を
つ
く
っ

て
陸
軍
が
名
実
と
も
に
成
立
す
る
ま
で
の

数
年
間
、
大
半
の
藩
が
常
備
兵
を
持
つ
こ

と
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。そ
の
基
準
が
、

一
万
石
あ
た
り
60
人
、
そ
の
基
準
で
大
半

の
藩
が
そ
れ
ま
で
の
侍
組
織
を
解
体
し
、

近
代
的
な
フ
ラ
ン
ス
式
兵
制
に
の
っ
と
っ

て
常
備
軍
を
編
制
す
る
わ
け
で
す
。
各
藩

の
ミ
ニ
陸
軍
は
「
お
城
」
を
拠
点
と
し
ま

す
が
、
大
砲
な
ど
は
傾
斜
地
と
な
っ
た
平

山
城
の
城
郭
で
は
移
動
が
大
変
で
、
機
動

性
を
担
保
す
る
た
め
に
も
市
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
江

戸
期
よ
り
も
は
る
か
に
広
域
の
規
模
で
防

衛
体
制
と
空
間
を
構
築
す
る
。
こ
の
間
の

非
常
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
を
追
っ

て
い
く
と
、そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
「
お
城
」

の
物
語
と
し
て
は
、
大
河
ド
ラ
マ
的
な
凄

さ
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
軍
事
と
言
う

側
面
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
し
て
浮
か

び
上
が
り
ま
す
。

彦
根
城
に
つ
い
て
は
詳
し
く
わ
か
り
ま

せ
ん
、
戊
辰
戦
争
前
後
の
「
お
城
」
を
め

ぐ
っ
て
軍
備
の
こ
と
を
考
え
る
場
合
、
ひ

と
つ
は
火
力
の
あ
る
武
器
、
す
な
わ
ち
大

砲
と
砲
兵
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
ロ
ジ
・
兵

站
」が
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

幕
末
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
軍

事
顧
問
団
の
影
響
が
き
わ
め
て
大
き
い
わ

け
で
す
。

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
軍
人
の
教
官
を
得

た
松
江
藩
で
は
、
彼
ら
が
来
て
以
降
、
軍

制
を
完
全
に
変
え
ま
す
。
ま
ず
、
火
薬
の

増
産
体
制
が
あ
り
、
城
内
よ
り
は
城
外
の

山
中
に
火
薬
製
造
所
、
加
工
場
、
銃
弾
を

作
る
場
所
を
作
る
。
ま
た
、
長
崎
な
ど
に

買
い
付
け
に
行
っ
て
、武
器
類
と
と
も
に
、

そ
う
い
う
施
設
の
建
設
・
運
営
に
必
要
な

も
の
を
整
え
る
。
そ
れ
ら
を
動
か
す
動
力

は
、
従
来
の
人
・
畜
力
で
は
な
く
、
水
力
・

水
車
を
使
い
大
規
模
化
す
る
。
こ
の
よ
う

な
小
さ
な
軍
需
工
場
の
よ
う
な
も
の
が
、

各
地
の
多
く
の
藩
で
造
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
青
銅
製
の
山
砲
が
コ
ピ
ー
さ
れ
、
同

じ
も
の
が
自
前
で
製
造
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
も
、
非
常
に
短
い
期
間
で
、
松

江
藩
で
は
わ
ず
か
２
年
間
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
藩
が
「
陸
軍
」
の
改
革
を
行
い
、

そ
の
間
に
強
力
な
軍
備
を
整
え
て
、「
お

城
」
の
近
代
化
が
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
狙

い
は
端
的
に
言
っ
て
「
お
城
」
を
軍
事
要

塞
そ
の
も
の
と
な
す
こ
と
で
す
。
こ
の
時

点
で
は
「
お
城
」
は
藩
知
事
が
差
配
し
ま

す
が
、
そ
の
後
の
廃
藩
置
県
で
「
お
城
」

は
国
に
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

冒
頭
、母
利
先
生
の
お
話
に
、「
お
城
」は

頂
い
た
も
の
で
あ
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

今
度
は
「
お
城
」
を
お
返
し
ま
す
。
こ
の
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「
お
城
」
お
返
し
す
る
時
に
、使
え
る
「
お

城
」、有
用
な
「
お
城
」
に
つ
い
て
は
陸
軍

省
が
引
き
取
る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
陸
軍
省
は
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
顧
問
と
一
緒
に
調

査
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
国
内
に

57
箇
所
の
新
し
い
軍
事
拠
点
を
作
る
の
で

す
が
、
そ
の
う
ち
43
ヶ
所
ま
で
が
江
戸
時

代
以
来
の
「
お
城
」
を
利
用
す
る
こ
と
に

決
ま
る
の
で
す
。
そ
の
考
え
方
は
、「
お

城
」
が
綺
麗
だ
か
ら
残
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、「
お
城
」
は
「
要
塞
」、「
城
塞
」

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
基
本
で
す
。
こ

れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
軍
の
思
想
に
よ
る

考
え
方
で
す
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
軍
人

の
レ
ポ
ー
ト
見
て
み
る
と
、「
お
城
」
の
こ

と
は
「
シ
ャ
ト
フ
ォ
ー
ル
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ロ
ワ
ー
ル
の
美
し
い
城
館
等
に

用
い
る
「
シ
ャ
ト
ー
」
の
語
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
シ
ャ
ト
ー
」と
い
う
用
語
を
日
本

で
は
何
に
使
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
御

殿
な
ど
の
「
綺
麗
な
建
物
」
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、「
シ
ャ
ト
フ
ォ
ー
ル
」
は
、
明
ら

か
な
「
軍
事
的
な
要
塞
」
の
意
味
で
使
い

ま
す
。
こ
の
用
語
の
違
い
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、「
お
城
」
は
「
軍
事
要
塞
」
と
し

て
残
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
天
守
が
建
っ
て
い
る
場

所
、
山
が
こ
ん
も
り
し
て
い
て
堀
に
囲
わ

れ
て
い
る
場
所
を
、
大
砲
を
使
っ
た
砲
撃

戦
を
想
定
し
て
、
ど
の
よ
う
に
近
代
的
な

「
シ
ャ
ト
フ
ォ
ー
ル
」
に
変
え
る
か
が
喫

緊
の
課
題
に
な
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
が
可

能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
43
か
所
の
城
郭

が
、
そ
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ

し
、
高
等
教
育
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
人
で

す
か
ら
、
彼
ら
の
美
意
識
も
相
当
な
も
の

で
、
し
か
も
本
国
で
は
ヴ
ィ
オ
レ
＝
ル
＝

デ
ュ
ク
の
よ
う
な
中
世
主
義
の
建
築
家
た

ち
が
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
時
代
で

も
あ
り
、
日
本
の
城
郭
に
対
し
て
も
ロ
マ

ン
主
義
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。「
日
本
の
シ
ャ
ト
フ
ォ
ー
ル
は

美
し
い
」、「
保
存
す
べ
き
で
あ
る
」と
い
っ

た
文
言
を
随
所
に
伺
う
こ
と
が
で
き
、
逆

に
役
に
た
た
な
い
と
判
断
さ
れ
た「
お
城
」

を
壊
し
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、
嘆
か
わ

し
い
と
記
し
て
い
ま
す
。

明
治
６
年
の
地
租
改
正
に
際
し
て
「
お

城
」
は
、
地
所
名
称
（
地
籍
）
と
し
て
は

官
庁
地
第
三
種
に
分
類
さ
れ
、
基
本
は
税

金
が
か
か
ら
な
い
土
地
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
決
め
る
の
は
大
蔵
省
、
後
に
は
、
そ

れ
が
地
方
（
県
）
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

判
断
は
、
そ
の
「
お
城
」
が
軍
事
施
設
と

し
て
有
効
な
も
の
か
否
か
、具
体
的
に
は
、

陸
軍
が
そ
の
「
お
城
」
を
使
う
か
使
わ
な

い
か
と
い
う
判
断
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
陸
軍
か
ら
の
判
断
を
待
た
な
け

れ
ば
結
論
が
出
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
は
、「
お

城
」
の
所
有
は
国
に
あ
り
な
が
ら
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
県
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
そ
れ
で
、
ど
こ
の
県
で
も
膨
大

な
出
費
に
悲
鳴
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
城
郭
の
維
持
は
大
変
だ
か
ら
、
そ
の

た
め
の
お
金
が
な
い
か
ら
、
な
ん
と
か
城

郭
を
壊
さ
せ
て
く
れ
と
。

史
料
を
見
る
限
り
、
最
初
に
こ
れ
を
願

い
出
た
の
が
宇
和
島
城
で
、
明
治
７
年
に

宇
和
島
県
は「
城
を
全
部
壊
さ
せ
て
く
れ
」

と
陸
軍
省
に
願
い
出
ま
す
。
し
か
し
、
陸

軍
省
は
壊
す
理
由
は
特
に
見
当
た
ら
な
い

か
ら
待
て
と
言
う
。
何
と
も
の
ら
り
く
ら

り
と
し
た
結
果
、
城
は
残
り
、
そ
の
結
果
、

今
日
で
は
重
要
文
化
財
と
し
て
宇
和
島
城

（
天
守
）
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

明
治
７
年
に
陸
軍
施
設
の
建
設
や
維
持

を
行
う
実
施
部
隊
と
し
て
「
工
兵
方
面
」

と
い
う
組
織
が
全
国
に
で
き
ま
す
。
か
つ

て
の
防
衛
施
設
庁
の
よ
う
な
も
の
で
す

ね
。「
お
城
」の
処
分
も
こ
の
工
兵
方
面
が

担
当
し
ま
す
。
松
江
城
に
関
し
て
は
、
明

治
８
年
に
、
広
島
の
工
兵
第
五
方
面
か
ら

人
を
派
遣
し
て
、「
お
城
」
の
処
分
を
行

い
ま
す
。
斎
藤
直
演
と
い
う
工
兵
大
尉
が

松
江
に
来
て
、
彼
一
人
が
仕
切
っ
て
、
陸

軍
省
の
所
管
に
な
っ
て
い
た
城
郭
や
郊
外

の
火
薬
庫
な
ど
も
「
軍
事
に
関
わ
る
」
も

の
す
べ
て
の
処
分
、
す
な
わ
ち
、
払
い
下

げ
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
旧
藩

士
や
地
元
の
商
人
た
ち
が
せ
め
て
天
守
を

壊
す
の
だ
け
は
待
っ
て
く
れ
、
経
費
は
な

ん
と
か
工
面
す
る
と
申
し
出
る
。
斎
藤
大

尉
は
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
、
広
島
鎮
台

で
諮
っ
た
後
、
中
央
の
陸
軍
省
第
４
局
に

よ
っ
て
、「
保
存
し
て
も
よ
ろ
し
い
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
斎
藤
大
尉
は
別

件
で
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
軍
籍
を
離
れ

ま
す
が
、
彼
の
背
後
に
あ
っ
た
の
が
広
島

の
工
兵
第
五
方
面
だ
っ
た
こ
と
は
重
要
で

す
。広

島
に
お
い
て
「
お
城
」
の
保
存
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
第
五
方

面
の
ト
ッ
プ
た
る
中
村
重
遠
工
兵
中
佐
で
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す
。
彼
は
明
治
10
年
を
過
ぎ
て
か
ら
、
姫

路
城
や
名
古
屋
城
の
保
存
を
提
案
す
る
人

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
、
広
島
に
い
た
時
に
も
、「
お
城
」
の
保

存
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
今
、
見
て
み
る
と
「
お
城
」
で
現
存

す
る
も
の
は
（
戦
災
で
失
わ
れ
た
も
の
を

含
む
）、中
国
四
国
地
方
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
、
土
佐
藩
出
身
で
あ
っ

た
中
村
中
佐
の
存
在
や
土
佐
閥
の
工
兵
た

ち
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
、
個
人
的
に

思
っ
て
い
ま
す
。

彦
根
城
や
松
本
城
は
、
民
衆
の
意
見
で

残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
陸
軍
の

中
で
「
名
城
」
を
志
向
す
る
一
部
の
将
官

の
働
き
が
そ
の
保
存
に
大
き
く
寄
与
し
た

こ
と
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事

実
も
、「
お
城
」
の
本
来
の
性
格
、
軍
事
性

を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
事
実
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら

の
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明

治
に
な
っ
て
、
頂
い
た
「
お
城
」
を
お
返

し
し
て
以
降
、
明
治
20
年
頃
に
は
、
そ
れ

を
民
間
に
払
い
下
げ
る
方
向
に
進
む
の
で

す
が
、
こ
の
間
の
「
お
城
」
と
陸
軍
と
の

関
係
、
た
と
え
彦
根
城
で
は
、
こ
れ
が
希

薄
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
国
的
な
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
「
お
城
」
が
残
っ
た
過
程
を

「
軍
隊
の
係
わ
り
」を
含
め
て
し
っ
か
り
と

評
価
し
な
い
限
り
、
彦
根
城
を
今
残
っ
て

い
る
「
お
城
」
の
代
表
と
み
な
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

徳
川
時
代
の
「
パ
ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ー

ナ
」
だ
け
で
は
、今
残
っ
て
い
る
「
お
城
」

を
語
り
つ
く
せ
な
い
よ
う
な
気
が
致
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
私
の
印
象
で
す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
、

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、「
お
城
」
は

「
頂
い
た
」
も
の
で
は
な
く
、「
預
か
っ
て

い
た
」
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
返
す
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

西
日
本
と
東
日
本
、
特
、
東
北
と
で
は
、

も
ち
ろ
ん
明
治
維
新
の
経
緯
が
全
然
違
う

の
で
す
が
、
お
城
の
残
り
方
が
随
分
違
う

こ
と
も
確
か
で
す
。

ま
た
、
先
生
が
冒
頭
で
仰
っ
て
い
た
、

「
公
儀
」
に
関
し
て
、
儒
教
・
朱
子
学
と

い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々
も
そ

れ
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
に
は
、
京
大
名
誉
教
授
の
藤

井
讓
治
先
生
か
ら
、
一
言
の
元
に
否
定
さ

れ
、「
儒
教
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
大
き
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
、
藩
に
よ
っ
て
は
、
朱
子
学

を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
も
ち

ろ
ん
幕
府
も
そ
う
で
す
が
、
荻
生
徂
徠
を

信
奉
す
る
藩
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
は
儒
学
的
で
は
あ
っ
て
も
、
厳
密
な

意
味
で
の
儒
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極
め

て
日
本
的
・
日
本
化
し
た
「
考
え
方
・
思

想
」で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
こ
は
議
論

が
別
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
我
々

も
「
公
儀
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
随
分

と
議
論
を
し
て
き
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

す
。な

お
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
状
況
つ
い

て
は
、
後
で
、
専
門
の
先
生
に
も
ご
意
見

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

続
い
て
、岡
田
先
生
お
願
い
致
し
ま
す
。

岡
田　
岡
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。私
は
、元
々

は
西
ア
ジ
ア
の
古
代
史
を
専
門
に
し
て
お

り
ま
し
て
、
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の

十
数
年
は
、
世
界
遺
産
の
問
題
に
関
わ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
特
に
、
日
本
各
地
の

世
界
遺
産
の
推
薦
の
お
手
伝
い
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
自
分
自
身
の

勉
強
の
テ
ー
マ
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
今
日
は
、
こ
う
し
た
立
場
か

ら
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
は
何
を
喋
れ
ば
い
い
か
を

問
い
直
し
て
み
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
私
の

経
験
を
通
じ
て
お
話
で
き
る
こ
と
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

い
く
う
え
で
、「
必
ず
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。」
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
世
界
遺
産
で
や
り
と
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
は
、
推
薦
書
を
完
全

な
形
で
作
り
上
げ
、
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
す

る
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
推
薦
書
を
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々 岡田　保良　氏
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に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
す
る
の

か
、
特
に
、
海
外
の
ユ
ネ
ス
コ
、
イ
コ
モ

ス
の
専
門
家
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
ど
れ

だ
け
納
得
し
て
も
ら
え
る
文
章
を
作
る
の

か
、
そ
れ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
に
気
を

つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
常
々
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
日
は
、
そ
の
立
場
、

経
験
で
お
話
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。皆

さ
ん
の
お
手
元
に
は
、
顕
著
な
普
遍

的
価
値
や
評
価
基
準
を
ま
と
め
た
資
料
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
と
と
も

に
、
本
日
、
母
利
先
生
、
吉
田
先
生
の
お

話
を
伺
っ
て
、
彦
根
城
、
な
い
し
は
彦
根

城
下
町
に
関
し
て
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で

顕
著
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
改

め
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
、
世
界
遺
産
で
い
う

「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
と
し
て
文
章
化

す
る
作
業
を
行
う
場
合
、
長
々
と
歴
史
的

な
記
述
を
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
了
解
は
得

ら
れ
る
も
の
と
な
る
の
で
す
が
、
多
く
の

世
界
遺
産
の
関
係
者
の
人
た
ち
は
、
今
、

皆
さ
ん
の
手
元
に
あ
る
程
度
の
文
章
で
、

こ
の
価
値
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
つ
い
つ
い
言
葉
が
省

略
さ
れ
て
い
た
り
、
抽
象
化
さ
れ
て
い
た

り
、
概
念
化
さ
れ
て
い
た
り
、
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
文
章
の
中
身
が
充
分
に
伝
わ

ら
な
く
な
る
と
い
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

先
程
、
稲
葉
先
生
か
ら
、
デ
ィ
テ
ィ
ー

ル
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
う
と
、「
読
み
手
、

な
い
し
は
、
審
査
の
人
た
ち
を
、
逆
に
困

ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。」と
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
が
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を

文
章
化
す
る
時
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
話
で
す

が
、
重
要
な
視
点
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
言
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
例
え

ば
、「
藩
に
よ
る
統
治
拠
点
」
も
一
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
、
そ
の
「
藩
」
と
い
う
存
在
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

最
初
に
「
統
治
拠
点
」
と
い
う
言
葉
を
拝

見
し
た
時
に
は
、
こ
れ
は
日
本
国
全
体
の

幕
藩
体
制
に
よ
る
統
治
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
文
章
を
詳
し
く
読
み
進
み
ま
す
と
、

そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
地
方
の
統
治
の

拠
点
」
と
し
て
の
「
藩
」
で
あ
り
、
そ
の

「
城
郭
」
で
あ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て

も
、
も
う
少
し
、
明
確
に
、
理
解
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

さ
ら
に
、「
立
体
的
な
空
間
」
や
、「
象

徴
的
な
形
態
」
に
つ
い
て
も
、
つ
い
つ

い
、
そ
う
い
う
言
葉
に
頼
っ
て
文
章
化
し

て
し
ま
う
も
の
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
な
、
し
か
も
、

手
短
な
表
現
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け
る
か

と
い
う
こ
と
が
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

を
説
明
す
る
時
に
、
大
変
重
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
組
み

立
て
る
時
に
、
大
き
な
手
か
が
り
と
な
る

の
が
「
評
価
基
準
」
で
あ
り
、「
完
全
性
」

で
す
。
彦
根
城
で
は
評
価
基
準
の
Ⅲ
と
Ⅳ

を
採
用
し
て
、「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を

組
み
立
て
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。評

価
基
準
Ⅲ
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
い
う

と
「
文
化
的
な
伝
統
の
顕
著
な
証
拠
」
で

す
。
そ
の
「
文
化
的
伝
統
」
と
い
う
言
葉

が
、
先
ほ
ど
の
「
藩
に
よ
る
統
治
拠
点
」、

な
い
し
は
、「
そ
の
城
郭
の
象
徴
性
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、そ
の
部
分
を
、も
う
少
し
噛
み
砕
い
た

言
葉
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

評
価
基
準
Ⅲ
は
、「
文
化
的
伝
統
」
と
い

う
こ
と
で
、
つ
い
つ
い
表
現
が
抽
象
的
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
出
来
る
だ
け
、
ア
ト

リ
ビ
ュ
ー
ト
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
「
も

の
」
に
即
し
た
価
値
の
説
明
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、基
準
Ⅳ
で
す
が
、こ
こ
で
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
景
観
」
や
「
建
築
の
類
型
」

と
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
宗
田
先
生
が
少
し

お
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
彦
根
城
が
世
界
遺

産
の
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
時
、
建

築
の
分
野
か
ら
姫
路
城
、
遺
跡
・
史
跡
の

分
野
方
か
ら
彦
根
城
を
推
し
た
の
で
は
な

い
か
と
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
時
の

経
緯
は
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、後
で
、

文
化
庁
の
鈴
木
地
平
さ
ん
に
確
か
め
て
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
彦
根
城
に
つ
い

て
、「
何
」
を
世
界
遺
産
に
す
る
か
と
い
う

時
に
、
こ
の
暫
定
リ
ス
ト
記
載
の
経
緯
か

ら
も
「
お
城
と
い
う
建
築
」
で
は
な
い
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
あ
る
い
は
コ
ア
と

い
う
言
い
方
も
し
ま
す
が
、
彦
根
城
で

「
何
」
を
世
界
遺
産
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
に
す

る
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
城
郭
の
範
囲
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の
中
に
ど
の
よ
う
な
建
物
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
の
で
す

が
、
現
在
の
推
薦
案
で
は
「
中
堀
」
ま
で

の
範
囲
、
こ
れ
を
「
内
曲
輪
」
と
言
う
の

で
し
ょ
う
か
、
そ
の
「
中
堀
」
ま
で
の
範

囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
母
利
先
生
の
お
話
で
も
、
ま

た
、
吉
田
先
生
の
お
話
で
も
、「
城
郭
」
と

い
う
時
に
は
、
そ
の
外
側
ま
で
を
含
め
て

「
城
郭
」
と
い
う
理
解
を
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、「
城
郭
」
と
し
て
の
類

型
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
の
か
、

そ
の
定
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
、
一
つ

の
課
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
係
し
て
は
、
完
全
性
の
証
明

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
言
い
換
え
れ

ば
、
何
を
も
っ
て
彦
根
城
は
世
界
遺
産
と

し
て
の
完
全
性
を
満
た
し
て
い
る
の
か
と

い
う
説
明
を
行
う
時
に
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
本
文
で
は
外
堀
ま
で
を

「
城
郭
」
だ
と
説
明
を
し
な
が
ら
、推
薦
資

産
は
「
中
堀
」
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
矛
盾
、
齟
齬
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

の
か
と
い
う
の
は
、
完
全
性
の
と
こ
ろ
で

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
推
薦
書
委
員
会
の
議
論
に
参
加
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
も
し
か
す
れ
ば
、

既
に
そ
う
い
う
議
論
は
尽
く
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
お
話
を

伺
っ
て
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
完
全
性

に
関
す
る
問
題
点
で
す
。世
界
遺
産
で
は
、

通
常
、
完
全
性
と
い
う
条
件
や
概
念
は
、

自
然
遺
産
に
対
し
て
よ
り
重
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彦
根
城
に
関
し

て
は
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
ー
・
真
実

性
の
問
題
よ
り
も
、
こ
の
完
全
性
を
ど
の

よ
う
に
説
明
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。

真
実
性
に
関
し
て
は
、
最
近
の
傾
向
で

は
、
世
界
遺
産
の
推
薦
で
は
保
存
管
理
あ

る
い
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ラ
ン
が
確
実

に
立
案
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
、

O
U
V

が
満
た
さ
れ
る
か
を
判
断
す
る
観

点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
よ
り
も

み
な
さ
ん
の
方
が
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

が
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
の
範
囲
を
中
堀
ま
で
に

限
っ
た
と
す
れ
ば
、そ
の
内
側
に
は
、真
実

性
か
ら
疑
問
視
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
の
か
、
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
。
も

し
、
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

将
来
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ
る
い
は
保
存

管
理
計
画
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
部
分
を
排

除
す
る
計
画
が
、
し
っ
か
り
と
立
案
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

比
較
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
稲
葉
先
生
か
ら
は
、
地
域
の
話

が
出
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
地
域
を
代
表

す
れ
ば
良
い
。」
と
い
う
場
合
の
地
域
は
、

東
ア
ジ
ア
、
あ
る
い
は
、
ア
ジ
ア
に
な
る

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
場
合
に
お
い

て
も
、
比
較
す
る
対
象
は
ど
こ
で
あ
れ
ば

充
分
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
し
っ
か
り

と
理
論
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

断
片
的
な
コ
メ
ン
ト
で
し
た
が
、
私
か

ら
は
、
世
界
遺
産
の
推
薦
書
の
作
り
方
と

い
う
視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

宗
田　
岡
田
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

世
界
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か

と
い
う
こ
と
、
同
時
に
、
日
本
の
皆
さ
ん

に
ど
の
よ
う
に
お
伝
え
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
、
大
変
に
難
し
い
問
題
で
す
。
推

薦
書
を
書
く
時
は
、
当
然
、
英
語
で
書
く
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言

語
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
、
価
値
を
ど
の
よ
う
に

伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題
と

し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

稲
葉
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
と

お
り
、
こ
の
世
界
遺
産
の
50
年
の
歴
史
の

中
で
、
随
分
と
議
論
も
進
み
、
専
門
家
同

士
の
議
論
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
世

界
遺
産
の
議
論
の
中
で
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
」
と
い
う
言
葉
が
、今
日
の
よ
う
に
、強

く
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
西
暦

２
０
０
０
年
以
降
の
こ
と
で
、
特
に
、
こ

こ
10
数
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
前
提
の
下

で
、
今
も
岡
田
先
生
が
お
話
く
だ
さ
っ
た

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
で
個
別

に
捉
え
ら
れ
て
い
た
歴
史
、
個
別
の
問
題

と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
歴
史
が
、
そ
の
個

別
性
か
ら
未
来
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
く

こ
と
で
、人
類
全
体
の
未
来
に
と
っ
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴

史
が
、
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
と
い
う
よ

う
な
パ
ズ
ル
を
、
パ
ズ
ル
の
話
も
で
て
き

て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
未
来
に
向
け

て
、
我
々
が
彦
根
城
を
ど
の
よ
う
に
語
る

の
か
と
い
う
議
論
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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そ
こ
で
、
稲
葉
先
生
か
ら
「
天
空
の
城

ラ
ピ
ュ
タ
」
と
い
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
け
が
、
そ
れ
は
も

う
少
し
後
で
議
論
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

文
化
庁
の
鈴
木
地
平
調
査
官
が
お
越
し

で
す
の
で
、
今
ま
で
の
議
論
を
聞
い
て
頂

い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
か
、

ご
自
由
に
発
言
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

鈴
木　
先
生
方
、
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
か
ら
も
、
今
の
岡
田
先
生
の
お
話
、

あ
る
い
は
稲
葉
先
生
の
お
話
を
受
け
て
、

も
う
一
度
、
世
界
遺
産
に
お
け
る
価
値
に

関
し
て
整
理
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
な
る
た
め
に
は
、「
顕
著
な

普
遍
的
価
値
（O

U
V

）」
と
い
う
も
の
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
正
確
に
い
う
と
、

O
U
V

は
２
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
バ
リ
ュ
ー
、
価
値
の
部
分

と
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
保
護
措
置
、
そ

の
価
値
が
守
ら
れ
て
い
る
、
保
護
措
置
が

整
っ
て
い
る
と
い
う
部
分
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
今
日
は
前
者
、
価
値
の
方
に
寄
せ

て
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
彦
根
城
は

「
お
城
」
の
部
分
が
特
別
史
跡
、国
の
文
化

財
保
護
法
に
よ
っ
て
特
別
史
跡
に
な
っ
て

お
り
、
天
守
が
国
宝
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
文
化
財
保
護
法
に
照
ら
し
て
み
る

と
、
ど
の
よ
う
な
価
値
に
な
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
、「
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
、

ま
た
は
学
術
上
価
値
が
高
い
も
の
」
と
い

う
の
が
「
国
史
跡
」
に
な
り
ま
し
て
、
そ

の
史
跡
の
な
か
で
も
「
学
術
上
価
値
が
特

に
高
く
、
わ
が
国
の
文
化
の
象
徴
た
る
も

の
が
特
別
史
跡
に
な
る
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
い
は
、「
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史

上
ま
た
は
芸
術
上
価
値
が
高
い
も
の
」
が

重
要
文
化
財
に
な
り
、
そ
の
重
要
文
化
財

の
な
か
で
も
「
極
め
て
優
秀
で
、
か
つ
、

文
化
史
的
意
義
の
特
に
深
い
も
の
」
が
国

宝
に
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
国
の
文
化
財
な
の
で
、「
我
が
国
に

と
っ
て
ど
う
な
の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
世
界
遺
産
条
約
の
場

合
で
す
が
、
文
化
及
び
自
然
遺
産
に
特
別

な
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
す
が
、「
全
人

類
の
た
め
世
界
遺
産
の
一
部
と
し
て
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
世
界
遺
産
で
す
の
で
、「
全
人
類

の
た
め
の
価
値
」
と
い
う
観
点
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
先
に
稲
葉
先
生
か
ら
も
お

話
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
日
本
と
し
て
価
値

が
あ
る
」
も
の
が
、
世
界
と
し
て
ど
う
な

の
か
と
い
う
時
に
、
こ
れ
が
一
致
し
て
い

れ
ば
非
常
に
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
し

ば
し
ば
、
一
致
し
な
い
と
ま
で
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
国
内
的
価
値
を
逸
脱
し
な
が
ら

説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
が
、
ま

ま
発
生
し
て
く
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
す
で
に
世
界
遺
産
に
な
っ
て

い
る
姫
路
城
、
姫
路
城
で
も
天
守
が
国
宝

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
姫
路
城
天
守

の
国
宝
と
し
て
価
値
を
見
て
み
ま
す
と
、

「
我
が
国
城
郭
建
築
最
盛
期
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
白
漆
喰
塗
り

の
城
壁
の
美
し
さ
か
ら
白
鷺
城
の
名
で
呼

ば
れ
て
い
る
。」
こ
の
文
章
は
、
国
宝
の

指
定
文
章
、
価
値
説
明
で
書
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
一
方
、
世
界
遺
産
の
推
薦
書

に
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、「
姫
路
城
は
城
郭
建
築
の
最
盛
期

の
遺
産
で
あ
り
、
17
世
紀
初
頭
…
」
と
い

う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
両
者
に
大
き
な
差
異
は
な
く
、
こ
の

頃
は
、「
日
本
の
も
の
と
し
て
素
晴
ら
し
い

か
ら
、
世
界
で
も
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
。」

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
も
世
界
で
十
分
に
通

用
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
世
界
遺
産
に
な
っ
た
も

の
を
見
ま
す
と
、
こ
れ
も
先
程
稲
葉
先
生

か
ら
お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、例
え
ば
、

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
。こ
れ
は
２
０
１
７
年
の
登
録
で
す
が
、

資
産
は
「
史
跡
宗
像
神
社
境
内
」
と
し
て

文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
指
定
書
に
は
、「
宗
像

神
社
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
な
ど
に
お
い

て
、
広
く
神
格
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
現

境
内
も
、
な
お
よ
く
古
来
の
基
本
を
踏
襲

し
て
い
る
。」
す
な
わ
ち
、
日
本
の
歴
史

上
、
あ
る
い
は
学
術
上
の
価
値
を
も
っ
て

い
る
か
ら
、
宗
像
神
社
境
内
は
国
の
史
跡 鈴木　地平　氏
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に
指
定
さ
れ
た
の
で
す
。
他
方
、
世
界
遺

産
の
推
薦
書
に
は
ど
の
よ
う
に
書
い
た
か

と
言
い
ま
す
と
、「
神
宿
る
島
、
沖
ノ
島
を

崇
拝
す
る
文
化
的
伝
統
が
古
代
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
活
発
な
対
外
交
流
が
進
ん
だ
時

期
に
発
展
し
、
海
上
の
安
全
を
願
う
生
き

た
伝
統
と
明
白
に
関
連
し
、
今
日
ま
で
継

承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
稀
有
な
物

証
で
あ
る
。」
こ
の
文
章
は
、も
ち
ろ
ん
歴

史
性
も
、
学
術
性
も
、
当
然
、
意
識
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ケ
ー
ル
と
し
て

「
日
本
」が
ひ
と
つ
も
出
て
こ
な
い
。
少
な

く
と
も
、「
古
代
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
ス

ケ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
２
行
目
付
近
に

書
い
て
い
る
こ
と
に
関
連
す
る
の
で
す

が
、
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産
に
推
薦
す
る
時

に
説
明
し
て
い
た
の
は
、「
お
よ
そ
地
球
上

の
陸
地
は
３
割
で
、７
割
が
海
で
あ
る
。特

に
、
日
本
の
よ
う
な
海
に
囲
ま
れ
た
土
地

で
人
間
が
暮
ら
し
て
い
く
場
合
、
海
と
付

き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
も
そ
う
で

す
し
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
も
、
カ
リ
ブ

の
島
々
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に

海
と
関
わ
っ
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
人

類
が
、
ど
の
よ
う
に
海
と
付
き
合
っ
て
き

た
の
か
、
そ
れ
は
精
神
的
な
も
の
も
、
物

質
的
な
も
の
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
海
と
関
わ
る
生
活
の
一
例
を
表

す
も
の
と
し
て
、
沖
ノ
島
は
人
類
共
通
の

価
値
が
あ
る
。」
と
説
明
し
ま
し
た
。

で
は
、
彦
根
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
特
別
史

跡
と
し
て
の
価
値
づ
け
と
、
今
、
滋
賀
県

と
彦
根
市
で
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
世
界

遺
産
と
し
て
の
位
置
付
け
は
、
や
は
り
異

な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
世
界
遺
産
と
し
て
主
張
す
る

価
値
は
、
必
ず
し
も
日
本
に
お
け
る
価
値

と
一
緒
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
先
ほ
ど

の
話
で
も
あ
り
ま
し
た
、
国
境
を
越
え
る

と
か
、
視
点
を
海
外
に
向
け
る
と
い
う
こ

と
で
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
軸
か
ら

少
し
逸
脱
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
事
実
に
反
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
し
、
あ
ま
り
に
珍
奇
な
説
明

も
あ
っ
て
も
困
る
わ
け
で
す
。

最
近
の
世
界
遺
産
の
事
例
を
見
て
い
ま

す
と
、
先
程
は
沖
ノ
島
の
話
を
し
ま
し
た

が
、
縄
文
遺
跡
群
の
場
合
で
は
、
例
え

ば
、
私
が
小
学
校
、
中
学
校
の
頃
、
歴
史

を
習
っ
た
時
で
は
、
縄
文
時
代
は
ま
だ
農

耕
も
始
ま
っ
て
い
な
い
、
狩
猟
、
採
集
の
、

あ
る
種
、
野
蛮
な
未
発
達
な
時
代
だ
っ
た

と
い
う
論
調
の
教
科
書
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
の
縄
文
時
代
史
、
縄

文
の
歴
史
の
研
究
に
お
い
て
、
特
に
、
こ

の
20
年
く
ら
い
で
、
遅
れ
て
い
た
と
か
発

達
し
て
い
た
と
か
と
い
う
よ
う
な
直
線
的

な
発
達
論
で
は
な
く
、
人
類
が
登
場
し
て

約
10
万
年
と
言
わ
れ
る
歴
史
の
大
部
分
の

中
で
、
90
％
近
く
を
占
め
て
い
た
、
非
農

耕
時
代
の
人
類
の
あ
り
方
を
示
す
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
縄
文
時
代
は
極
め
て
重

要
な
事
例
で
あ
る
。
と
い
う
論
調
に
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
時
代
観
と

申
し
ま
し
ょ
う
か
、
歴
史
観
と
申
し
ま

し
ょ
う
か
、
そ
の
転
換
、
新
し
い
歴
史
観

に
よ
っ
て
、
縄
文
遺
跡
群
の
推
薦
も
勝
負

し
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、

彦
根
城
、
あ
る
い
は
日
本
の
城
郭
、
さ
ら

に
は
幕
藩
体
制
に
対
し
て
、新
し
い
観
点
、

新
し
い
評
価
軸
を
提
示
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
先
程
、
司
会
の
方
か
ら
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
お
手
元
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
日
の
試
み
が
成
功

し
た
の
か
、
失
敗
し
た
の
か
、
あ
る
い
は

後
日Y

ouT
ube

を
ご
覧
の
方
も
、
ど
し

ど
し
と
、
そ
ん
な
危
な
い
議
論
は
許
せ
な

い
と
か
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
見
方
も
あ

る
よ
ね
と
か
、
色
々
な
ご
意
見
、
ご
批
判

を
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
す
。

宗
田　
大
変
勇
気
の
あ
る
ご
発
言
を
頂
い

た
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
が
、
縄
文
の
話

は
、大
変
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
、そ

の
前
の
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
は
ど
の
よ

う
な
価
値
基
準
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
文
化
財
で
な
い
陵
墓
を
世
界
遺

産
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
陵
墓
と
し
て
独

自
の
事
情
や
理
由
も
当
然
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
、
史
跡
の
価
値
、
世
界
遺

産
の
価
値
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　
史
跡
で
あ
る
と
か
、
陵
墓
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
管
理
状
況
や
学
術
的
な
評

価
の
歴
史
に
関
係
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
加
え
、陵
墓
の
場
合
で
す
と
、そ
の

被
葬
者
は
誰
だ
と
か
、
あ
る
い
は
、
古
墳

の
中
に
誰
が
埋
ま
っ
て
い
る
か
な
ど
の
興

味
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
別
と
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し
て
、
世
界
遺
産
に
お
い
て
は
、
５
世
紀

に
作
ら
れ
た
土
木
構
造
物
と
し
て
、
こ
の

古
墳
群
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
イ
コ
ニ
ッ

ク
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
で
勝

負
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
鈴
木
調
査
官
が
説
明
さ
れ
た
こ
と

は
、「
文
化
財
も
進
化
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
先

ほ
ど
の
稲
葉
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、「
顕

著
な
普
遍
的
価
値
は
、
他
の
全
て
の
価
値

と
同
様
に
、
人
に
よ
り
、
人
の
理
解
を
通

じ
て
付
与
さ
れ
る
。」「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
は
、
時
代
の
要
請
、
人
の
理
解
の
変
化

に
応
じ
て
進
化
、
発
展
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。」
つ
ま
り
、「
エ
ボ
ル
ビ
ン
グ
」
と

い
う
こ
と
を
お
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
進
化
の
一
つ
が
彦
根
城
で
あ
り
、
そ
の

前
の
縄
文
遺
跡
群
で
あ
り
、
そ
の
前
の
、

と
い
う
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
理

解
で
き
ま
す
。

こ
う
よ
う
に
、
世
界
遺
産
登
録
の
機
会

を
通
じ
て
、
我
々
の
文
化
遺
産
に
対
す
る

考
え
方
、
あ
る
い
は
歴
史
に
対
す
る
我
々

の
向
き
合
い
方
が
変
化
す
る
こ
と
こ
そ
が

文
化
財
の
発
展
、
文
化
遺
産
の
発
展
で

あ
っ
て
、
文
化
庁
と
し
て
は
、
そ
れ
を
国

民
の
皆
さ
ん
に
問
い
か
け
る
の
で
、
是
非

そ
の
新
し
い
文
化
財
の
見
方
に
対
す
る
ご

意
見
を
承
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
最
後

に
お
話
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
、
文
化
庁
の
方
か
ら
そ
う
し
た
大

き
な
問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
是

非
、
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
引
き
続
き
、
母
利
先
生
に
お
話

を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
程
の
議
論

の
な
か
で
「
領
民
」
に
関
す
る
ご
指
摘
を

頂
き
ま
し
た
。
領
民
の
関
与
は
と
て
も
大

事
な
こ
と
で
、
公
儀
そ
の
も
の
が
、
将
軍

と
藩
主
の
だ
け
で
は
な
く
、
当
然
そ
こ
に

領
民
が
い
た
訳
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
ど
の

よ
う
に
見
る
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

こ
の
議
論
に
お
答
え
頂
け
る
部
分
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

母
利　
吉
田
先
生
か
ら
ご
指
摘
頂
い
た
だ

い
た
、「
統
治
さ
れ
る
側
の
視
点
も
大
事

だ
」
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
当
然
の
事
だ

と
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
領
民
と
領
主

層
の
関
係
、
支
配
、
非
支
配
と
言
わ
れ
る

の
で
す
が
、最
近
の
近
世
史
の
研
究
で
は
、

領
主
層
は
、
た
だ
支
配
す
る
だ
け
で
は
支

配
は
安
定
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
飢
饉
な
ど
色
々
な
場
面
で
、
領
民

が
生
活
で
き
な
く
な
れ
ば
、
領
主
も
生
活

で
き
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
現

実
の
問
題
と
し
て
領
主
層
に
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
飢
饉
に

な
っ
た
時
に
、領
民
救
済
を
し
な
け
れ
ば
、

後
に
耕
作
者
が
い
な
く
な
る
。
そ
の
た
め

に
、
安
定
的
な
支
配
を
持
続
し
よ
う
と
思

え
ば
、
領
民
の
生
存
と
生
活
を
保
障
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
最
近
で
は
、
こ
れ
は

領
民
と
領
主
と
の
間
の
契
約
関
係
だ
と
主

張
す
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
前
提
の
も
と
で
、
平
和
な

徳
川
社
会
を
作
る
こ
と
が
領
主
の
理
念
に

な
っ
た
。
そ
の
理
念
は
徳
川
の
理
念
で
も

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
理
念
を
諸
大
名

も
、
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
が
、
17
世
紀
の
後
半
あ
た
り
に
出
来

上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
関
係
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

吉
田
先
生
の
ご
指
摘
は
、
決
し
て
こ
れ

で
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
、
我
々

も
議
論
す
る
べ
き
課
題
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
領
民
が
あ
っ
て
こ
そ
の
領
主
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
関
心
あ
る
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
も
そ
も
、
領
民
と
接
す
る
こ
と
の

な
か
っ
た
重
臣
た
ち
が
、
公
儀
性
を
も
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
で
も
裁
判
官
に

な
る
と
、
官
舎
と
地
方
裁
判
所
の
間
を
、

紫
色
の
ふ
ろ
し
き
で
包
ん
だ
書
類
持
っ
て

往
復
す
る
だ
け
で
、
決
し
て
街
に
行
っ
て

お
酒
を
飲
ま
な
い
と
か
、
奥
さ
ん
と
一
緒

に
デ
パ
ー
ト
に
買
い
物
に
行
く
な
ん
て
と

ん
で
も
な
い
と
い
う
生
活
を
し
て
い
る
人

た
ち
が
お
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
官
僚
と

い
う
独
特
の
世
界
の
中
で
も
裁
判
官
は
、

公
正
性
を
担
保
す
る
意
味
か
ら
も
、
そ
の

社
会
の
中
で
の
み
完
結
す
る
こ
と
を
意
識

す
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
か
ア
メ
リ
カ
で
は
、

そ
う
し
た
人
は
滅
多
に
見
な
い
し
、
そ
こ

母利　美和　氏
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ま
で
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
の
考
え
も

正
論
で
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
重
臣

は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
を

し
て
い
た
と
理
解
で
き
ま
し
た
。
稲
葉
先

生
が
示
さ
れ
た
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」

は
、
ま
さ
に
、
そ
う
い
う
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
の
か
と
も
思
い
ま
し
た
。「
天

空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
を
思
い
出
し
て
い
た

だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
巨
大
な
ロ
ボ
ッ

ト
が
出
て
き
て
、兵
隊
と
し
て
戦
う
一
方
、

園
庭
を
庭
師
の
よ
う
に
守
る
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
２
つ
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
が
、
お

そ
ら
く
江
戸
時
代
の
彦
根
城
の
二
の
丸
の

中
に
も
、
そ
の
よ
う
な
不
気
味
な
侍
た
ち

が
歩
い
て
い
る
世
界
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。「
隔
絶
さ
れ
た
」
と
い
う
表
現
は

そ
こ
か
ら
来
た
の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の

仕
組
み
を
掘
り
下
げ
れ
ば
、
彼
ら
が
守
ろ

う
と
し
て
い
た
の
は
「
公
儀
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
朱
子
学
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
母
利
先
生
が
お
話
さ
れ

た
よ
う
な
、
領
主
と
領
民
の
関
係
で
あ
っ

て
、
そ
の
関
係
を
さ
ら
に
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命

感
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
を
、
区
切
り
で
あ
る
中

堀
の
深
さ
か
ら
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
す
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
重
臣
た
ち
の

暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
母
利
先
生
お
願
い

し
ま
す
。

母
利　
重
臣
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い

て
で
す
が
、
大
名
家
は
殿
様
が
い
て
そ
の

下
に
重
臣
層
、
さ
ら
に
、
中
級
、
下
級
家

臣
層
が
続
く
の
で
す
が
、
重
臣
達
も
内
部

構
造
は
大
名
と
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重

臣
に
は
各
種
の
家
臣
が
付
随
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、大
名
に
倣
っ
て
、種
々
の
儀

礼
な
ど
を
実
施
す
る
の
で
す
。
そ
の
重
臣

層
の
内
部
構
造
は
、
例
え
ば
、
用
人
と
呼

ば
れ
る
家
老
層
が
お
り
、
そ
の
下
に
種
々

の
役
職
、
何
々
奉
行
が
い
て
、
さ
ら
に
、

足
軽
も
い
る
。
と
い
う
構
造
で
す
。
こ
の

構
造
は
、
中
級
・
下
級
の
家
臣
に
は
あ
り

得
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
彼
ら
重
臣
は
藩
政
を
担

う
立
場
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の

中
に
お
い
て
も
、
今
日
は
大
名
が
持
っ
て

い
る
「
御
家
風
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た

が
、
同
じ
よ
う
な
理
念
を
、
家
老
の
家
が

引
き
継
い
で
い
く
、
も
ち
ろ
ん
自
分
達
の

家
臣
に
も
こ
の
「
御
家
風
」
を
徹
底
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
活
ぶ
り
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
う
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、「
ラ
ピ
ュ
タ
」
を
思
い
つ
か

れ
た
の
が
稲
葉
先
生
で
す
が
、
11
年
前
の

彦
根
で
の
イ
コ
モ
ス
理
事
会
に
は
、
私
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
後
、

実
際
に
推
薦
書
の
作
成
に
関
わ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
こ
の
「
ラ
ピ
ュ
タ
」
と
思

わ
れ
た
理
由
、
も
う
少
し
ご
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

稲
葉　
彦
根
城
を
ど
の
よ
う
に
料
理
し

て
、
ど
の
よ
う
に
海
外
に
出
し
て
い
く
の

か
と
い
う
問
題
は
、
30
年
間
、
彦
根
城
が

暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
時
か
ら
考
え

て
き
た
こ
と
で
す
。
私
が
関
わ
っ
て
い
な

い
段
階
で
、
城
下
町
全
体
と
い
う
議
論
が

な
さ
れ
た
こ
と
も
知
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
可
能
で
あ
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
出
来
な
い
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
保
全
上
の
問

題
か
ら
で
す
。
私
が
関
わ
っ
て
か
ら
は
、

城
下
町
は
資
産
に
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
特
別

史
跡
の
範
囲
内
で
登
録
を
目
指
す
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い

う
戦
略
を
練
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
先
ほ
ど
も
母
利
先
生
に

ま
と
め
て
頂
い
た
よ
う
な
歴
史
な
ど
、
地

元
の
専
門
家
か
ら
も
意
見
を
聞
い
て
い
る

中
で
、
彦
根
城
の
価
値
の
所
在
は
、
当
時

の
幕
藩
体
制
、
い
わ
ゆ
る
、
パ
ク
ス
・
ト

ク
ガ
ワ
ー
ナ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
世
界
に

売
れ
る
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
海
外
に
対

し
て
、
日
本
の
江
戸
時
代
は
売
れ
る
。
言

葉
は
悪
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
「
売
れ

る
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
れ

だ
け
が
、
最
初
に
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。日

本
の
江
戸
時
代
は
売
れ
る
と
確
信
が 稲葉　信子　氏
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持
て
た
時
に
、
例
え
ば
鎌
倉
の
時
も
、「
現

代
の
日
本
を
用
意
し
た
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
し
か
し
、「
現
代
の
日
本
」
の
一
番

の
大
事
な
部
分
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
江
戸
時

代
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
緒
言
が

鎌
倉
時
代
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
の
独
特
な
と
こ
ろ
は
全
て
江
戸
時
代

に
戻
っ
て
き
ま
す
。
徳
川
幕
府
、
ト
ク
ガ

ワ
ー
ナ
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
は
、
ど

の
よ
う
に
「
徳
川
」
を
説
明
す
る
か
を
考

え
れ
ば
、
彦
根
城
の
在
り
方
は
、
ま
さ
に

ド
ン
ピ
シ
ャ
で
、
そ
の
中
核
に
入
る
わ
け

で
す
。

そ
う
な
る
と
、
１
５
０
の
全
て
の
城
郭

か
、1
つ
だ
け
か
、そ
の
中
間
は
、す
な
わ

ち
、
資
産
を
ど
の
よ
う
に
選
び
出
す
か
と

い
う
時
に
、暫
定
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
、

ま
た
、
そ
れ
は
特
別
史
跡
で
あ
り
国
宝
の

天
守
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
そ
の
う
え
で
、
航
空
写
真
、
私
の

話
に
お
い
て
も
お
示
し
し
ま
し
た
が
、
あ

の
航
空
写
真
が
示
す
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
、
あ

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
迫
力
し
か
な
い
と
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。多
分
こ
こ
か
ら
で
す
ね
、

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
出
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、議
論
の
過
程
に
お
い
て
、「
藩
」

が
何
か
面
白
い
ぞ
と
。「
藩
」が
市
民
社
会

と
中
央
・
江
戸
と
の
間
の
取
り
持
っ
て
い

た
面
白
い
存
在
で
あ
る
と
気
が
付
き
ま
し

た
。そ
の
面
白
い
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

市
民
社
会
も
栄
え
た
し
、
同
時
に
、「
日

本
」
と
し
て
の
全
国
の
統
一
も
維
持
さ
れ

た
。「
藩
」の
重
要
性
に
気
付
く
過
程
に
お

い
て
、
こ
の
「
藩
」
と
い
う
も
の
を
、「
徳

川
」
を
出
さ
ず
に
「
藩
」
だ
け
を
表
に
打

ち
出
す
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
も
戦
略
の
う
ち
に
あ
り
ま

し
た
。そ
の
時
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て
、

「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」と
い
う
言
葉
が
出

て
き
ま
し
た
。

宗
田　
こ
こ
で
、
城
下
町
全
体
を
資
産
に

す
る
と
い
う
議
論
の
経
緯
を
申
し
上
げ
ま

す
。海

外
で
は
１
９
７
０
年
代
の
終
わ
り
か

ら
80
年
代
に
、
イ
タ
リ
ア
政
府
が
多
く
の

世
界
遺
産
を
登
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時

は
、
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
チ
ェ
ン

ト
リ
ス
ト
リ
コ
と
呼
ぶ
都
市
城
壁
の
内
側

の
全
部
を
資
産
に
す
る
と
い
う
発
想
で
し

た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
で
盛
ん

だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
ア
ナ
ー
ル

学
派
と
い
う
社
会
構
成
史
・
庶
民
の
歴
史

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
考
え
の
下
で
、

街
並
み
保
存
や
マ
イ
ナ
ー
な
建
築
も
保
存

し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
我
々
を

含
め
、
多
く
の
国
が
そ
れ
に
学
び
、
世
界

遺
産
も
そ
の
よ
う
な
面
的
な
保
存
を
行

う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

２
０
０
０
年
頃
に
は
、
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン

に
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
含
め
て
、
農

村
風
景
ま
で
全
て
を
含
む
範
囲
を
登
録
す

る
と
い
う
方
法
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。そ

う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、
彦
根

城
も
で
き
れ
ば
広
い
範
囲
で
と
言
う
話
が

あ
り
、
彦
根
に
は
、
街
並
み
保
存
地
区
も

あ
り
、
ま
た
、
下
級
武
屋
敷
が
ま
と
ま
っ

て
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
街
づ
く

り
と
し
て
将
来
に
向
け
て
の
方
向
性
も
定

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
松
本
城
で
も
、
埋
め
て
し

ま
っ
た
堀
を
再
び
掘
り
戻
す
と
い
う
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
彦
根
で
は
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
計
画
も
出
来

て
、
そ
れ
に
基
づ
く
都
市
保
全
の
方
向
も

固
ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
と
世
界

遺
産
登
録
は
別
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
て
、

世
界
遺
産
で
は
、
相
応
の
保
全
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
条
例
が
あ
っ
て
、
高
さ
規
制
と
か
細
か

な
内
容
ま
で
も
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現

在
も
機
能
す
る
都
市
に
、
世
界
遺
産
と
し

て
の
規
制
が
適
切
か
、
難
し
い
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
城
下
町
を
含
み
た
い
と
考
え
た

時
に
、
何
人
か
の
海
外
の
専
門
家
に
見
て

い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
城
下
町
を
世
界
遺
産
の
資
産
と
す
る

の
は
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
経
緯
を
経
た
う
え
で
、
彦
根
城
の
世
界

遺
産
、
そ
の
資
産
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
の
検
討
を
続
け
て
き
た
結
果
と

し
て
、
江
戸
時
代
の
統
治
拠
点
で
あ
る
現

在
の
範
囲
に
絞
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
と
い

う
話
が
出
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
い
ず

れ
に
し
ろ
、
日
本
の
世
界
遺
産
登
録
の
中

で
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
扱
う
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
初
め
て
に
近
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
、ど
の
よ
う
に
世
界
に
発
信
す
る
か
、

本
当
に
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
言
い
ま
す
と
、
明
治
維
新
か

ら
約
１
５
０
年
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
前

半
の
敗
戦
ま
で
の
75
年
間
と
敗
戦
後
の
75
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年
を
見
比
べ
た
時
に
、
こ
の
日
本
の
平
和

が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
来
た
の
か
。
ま

た
、
１
５
０
年
以
前
、
江
戸
時
代
ま
で
と

比
べ
で
ど
う
な
の
か
。
と
い
う
議
論
も
重

要
な
視
点
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
と
い
う

地
方
分
権
の
大
き
な
う
ね
り
も
起
こ
り
始

め
て
い
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、吉
田
先

生
が
先
ほ
ど
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、

地
方
の
人
た
ち
が
幕
藩
体
制
の
城
下
町
を

ど
う
見
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の

よ
う
な
、
種
々
の
思
い
が
こ
こ
、
彦
根
城

の
世
界
遺
産
の
現
状
に
結
実
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

吉
田
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

吉
田　
今
、
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
多

く
の
経
緯
・
検
討
が
あ
っ
た
と
分
か
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
も
う
一
度
考
え
る
と
、

な
ぜ
彦
根
な
の
か
、
彦
根
一
つ
で
代
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残

り
ま
す
。
幕
藩
体
制
は
、
や
は
り
藩
だ
け

で
は
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
当
然
の

事
で
す
が
、
や
は
り
江
戸
・
江
戸
城
と
結

び
つ
い
て
こ
そ
、
全
国
の
藩
が
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
江
戸
城
自
体
は
、
現
在
、

皇
居
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
を
構
成

資
産
と
す
る
こ
と
は
厳
し
い
こ
と
は
分
か

る
の
で
す
が
、
江
戸
城
の
濠
の
部
分
、
皇

居
の
外
の
部
分
は
特
別
史
跡
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
江
戸
城
外
濠
を
加
え
て

「
江
戸
城
」
と
し
、
こ
の
江
戸
時
代
の
政

治
体
制
、
あ
る
い
は
社
会
体
制
と
い
う
意

味
で
の
幕
藩
体
制
を
象
徴
す
る
物
証
と
し

て
、
よ
り
相
応
し
く
、
ま
た
、
全
国
の
城
、

現
在
も
保
存
さ
れ
て
い
る
多
く
の
城
も
活

き
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い

う
発
想
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

続
い
て
、
三
宅
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

三
宅　
彦
根
は
、非
常
に
き
れ
い
な
町
で
、

ま
た
、
琵
琶
湖
に
接
し
て
い
る
と
い
う
立

地
も
極
め
て
特
徴
的
で
す
。
世
界
遺
産
に

と
っ
て
、
こ
の
景
観
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
、
ま
た
、
母
利
先
生
が
提
示
さ
れ
た

よ
う
に
市
民
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
一
所
懸

命
に
こ
の
景
観
を
み
ん
な
で
作
っ
て
き
た

と
い
う
側
面
も
、
非
常
に
強
く
訴
え
か
け

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
や
は
り
ご
公
儀
に
関
わ
る

「
統
治
機
構
」
と
い
う
の
は
、ま
だ
少
し
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
松
江
城
で

は
ダ
メ
な
の
か
。
松
本
城
で
も
ダ
メ
な
の

か
。松

江
城
の
こ
と
を
色
々
と
調
べ
て
き
た

の
で
す
が
、松
江
も
陸
軍
時
代
が
あ
っ
て
、

そ
の
後
市
民
た
ち
の
献
身
的
な
努
力
が
あ

り
ま
す
。
市
民
の
存
在
と
い
う
意
味
で
は

彦
根
城
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
し
、
そ

の
前
の
明
治
維
新
前
後
の
歴
史
が
重
層
的

で
な
か
な
か
面
白
い
。
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ

の
町
の
歴
史
で
明
治
か
ら
昭
和
に
到
る
市

民
の
歴
史
は
広
く
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
彦
根
が
そ
れ
を
独
占
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
宅
先
生
が
、
松
江
城
を
中
心
と
し
て

お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
明
治

以
降
に
、「
お
城
」
が
ど
の
よ
う
に
残
っ
て

き
た
か
と
い
う
事
、
多
く
の
「
お
城
」
に

は
、
明
治
時
代
の
鎮
台
（
軍
隊
）
が
置
か

れ
た
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
市
民
が
、

地
元
の
人
た
ち
が
、ど
の
よ
う
に
「
お
城
」

の
保
存
に
関
わ
っ
て
、
こ
れ
を
守
っ
て
き

た
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
証

す
る
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
検
証
の
う
え
で
、未
来
に
向
け
て「
お

城
」
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
価
値
も
、
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
そ
う
し
た
研
究
も
進
め
て
い

け
ば
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
岡
田
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

岡
田　
僕
か
ら
は
、
先
ほ
ど
の
続
き
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、O

U
V

の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る「
幕
藩
体
制
の
統
治
機
構
」

と
は
、
私
自
身
が
不
勉
強
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
、
分
か
り
づ
ら
い
。

例
え
ば
、
彦
根
藩
と
い
う
存
在
で
す
。

そ
れ
は
30
万
石
の
領
地
が
あ
り
、
彦
根
城

を
中
心
に
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
表
示
で

き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
エ
リ

ア
の
彦
根
城
に
、井
伊
家
が
入
っ
て
来
る
。

井
伊
家
は
元
々
、
浜
松
地
方
の
領
主
だ
っ

た
の
で
、井
伊
家
の
領
民
と
言
う
場
合
と
、

彦
根
藩
の
領
民
と
い
う
場
合
は
必
ず
し
も

イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
の
か
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
れ
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

幕
藩
体
制
の
統
治
機
構
と
い
う
の
は
、
そ

う
し
た
大
名
が
、
そ
の
藩
の
領
地
を
治
め

る
こ
と
な
の
か
、そ
の
出
自
や
、そ
の
家
が

持
っ
て
い
た
領
民
達
も
並
行
し
て
統
治
す

る
の
か
。
こ
の
推
薦
書
を
最
初
に
見
た
人
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に
は
わ
か
ら
な
い
。
今
日
、
母
利
先
生
な

ど
の
お
話
を
聞
い
て
も
、
ま
だ
、
混
乱
し

て
し
ま
い
そ
う
な
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

推
薦
書
で
は
、
そ
れ
を
簡
潔
に
、
そ
し

て
、
明
確
に
記
述
し
て
、
初
見
に
お
人
に

も
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
は
り
、

そ
こ
が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宗
田　
私
の
理
解
で
言
う
と
、
そ
も
そ
も

封
建
領
主
は
領
地
も
領
民
も
所
有
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
江
戸
時
代
の
大
名
は
そ
う

で
は
な
く
、
そ
の
封
建
的
な
と
こ
ろ
が
全

て
断
ち
切
ら
れ
て
、
単
に
幕
府
か
ら
、
領

地
を
預
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
な
る
。
そ

こ
が
中
央
集
権
的
で
あ
っ
て
、
一
方
、
当

然
、
地
方
分
権
的
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

そ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
は
近
代
的
だ
と
い
う

理
解
で
す
、
ど
う
で
す
か
。
母
利
先
生
お

願
い
し
ま
す
。

母
利　
い
つ
領
地
替
え
を
さ
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
と
言
う
状
況
は
、
彦
根
藩
・
井
伊

家
で
も
、
３
回
も
現
実
問
題
と
し
て
突
き

つ
け
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
結
果
と

し
て
領
地
替
え
、
転
封
し
な
か
っ
た
だ
け

な
の
で
す
。

ま
た
、例
え
ば
井
伊
家
の
場
合
、殿
様
が

井
伊
と
い
う「
井
戸
の
井
」と
い
う
字
が
使

わ
れ
て
い
る
の
で
、
井
伊
家
が
殿
様
で
あ

る
限
り
は
、
そ
の
領
地
・
彦
根
藩
の
領
民

は
「
井
」
と
い
う
字
を
使
え
な
い
。
そ
れ

で
、
苗
字
を
変
え
る
の
で
す
。
も
し
、
苗

字
帯
刀
が
許
さ
れ
た
と
し
て
も
同
様
で
、

当
然
、
家
臣
も
同
じ
で
す
。
多
分
、
領
主

が
変
わ
っ
た
ら
領
民
た
ち
は
元
の
「
井
」

に
戻
す
と
思
い
ま
す
。

こ
の
逸
話
だ
け
で
も
、
大
名
に
と
っ
て

は
、
領
民
も
お
城
も
あ
く
ま
で
預
か
り
物

で
あ
り
、
領
民
の
側
も
そ
の
範
囲
で
対
応

し
て
い
る
。
そ
う
言
う
関
係
が
わ
か
り
ま

す
。ま

た
、
領
地
は
一
つ
に
括
れ
る
エ
リ
ア

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
く
見
れ
ば
、
井

伊
家
に
お
い
て
も
、
江
戸
の
世
田
谷
、
群

馬
の
佐
野
に
も
領
地
が
あ
り
、
近
江
の
領

地
も
、
い
く
つ
か
に
細
か
く
分
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
関
東
地
方
に
約

２
万
石
、近
江
28
万
石
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
は
４

時
半
ま
で
な
の
で
す
が
、
会
場
に
お
集
ま

り
の
皆
さ
ん
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
い
の

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
時
間
を
延
長
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
会
場
に
は
推
薦
書
委
員

会
の
二
人
の
先
生
方
が
お
越
し
で
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
一
言
頂
き

ま
す
。

ま
ず
、
東
京
大
学
の
杉
山
先
生
、
東
ア

ジ
ア
史
の
専
門
家
で
す
。
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
視
点
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
ア
ジ
ア

の
視
点
か
ら
、
あ
る
い
は
、
次
に
ご
発
言

い
た
だ
く
古
谷
先
生
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
視
点
か
ら
も
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

突
然
、指
名
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

杉
山
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

杉
山　
東
京
大
学
の
杉
山
で
ご
ざ
い
ま

す
。
非
常
に
充
実
し
た
お
話
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
満
洲
人
が
建
国
し

た
清
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
三
宅

先
生
は
瀋
陽
故
宮
の
研
究
を
な
さ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
私
は
ま
さ
に
そ
れ
を
建
て

た
ヌ
ル
ハ
チ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
時
代
が
専

門
で
す
。
東
ア
ジ
ア
史
を
専
門
と
す
る
立

場
か
ら
、
彦
根
城
の
議
論
に
加
わ
っ
て
い

ま
す
。

彦
根
城
に
な
ぜ
世
界
史
的
な
意
義
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
が
本

日
の
議
論
の
中
心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
も
、「
藩
」
と
い
う
存
在
が
焦
点
に

な
る
と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
私
ど

も
は
、
学
術
会
議
で
の
議
論
を
通
じ
て
馴

染
ん
で
い
る
の
で
、「
藩
」
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

世
界
的
に
見
て
、
統
治
方
法
に
は
領
主

制
と
官
僚
制
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
中

国
、
韓
国
（
朝
鮮
半
島
）
は
官
僚
制
の
社

会
に
該
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
官
僚
制

な
の
で
地
方
長
官
の
任
地
は
転
々
と
変
わ

る
の
が
普
通
で
、「
領
地
は
預
か
り
も
の
」

と
い
う
感
覚
に
近
い
と
い
え
ま
す
。
し
か 杉山　清彦　氏

（東京大学大学院教授 東洋史）
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し
、
官
僚
制
に
は
、
自
分
の
任
期
中
だ
け

良
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
く
、「
後
は
野
と
な
れ

山
と
な
れ
」
的
に
な
り
や
す
い
側
面
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
問
題
点
が
近
代
に
噴
き
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
領
主
制
の
場
合
で
す
と
、
領

地
・
領
民
は
自
分
の
も
の
な
の
で
、
今
日

も「
百
姓
成
り
立
ち
」の
話
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
領
主
が
無
茶
な
統
治
を
す
れ
ば
、
結

局
自
分
に
不
利
益
と
し
て
跳
ね
返
っ
て
き

ま
す
。
む
し
ろ
、
自
分
の
領
地
で
「
富
国

強
兵
」に
励
む
こ
と
が
得
策
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
う
す
る
と
、
今
度
は
中
央
の

権
力
に
と
っ
て
は
、
手
が
出
せ
な
い
半
独

立
王
国
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ

は
そ
れ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
歴
史
に

お
い
て
問
題
と
な
っ
た
事
例
が
多
々
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
日
本
の
場
合
は
、
領
民
を
保

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、「
百
姓
成
り
立

ち
」
を
重
ん
じ
る
領
主
制
で
し
た
。
つ
ま

り
、
領
主
が
領
民
の
生
活
に
責
任
を
持
つ

と
い
う
性
格
が
強
く
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

何
か
問
題
が
発
生
す
れ
ば
、
幕
府
か
ら
い

つ
転
封
さ
れ
た
り
改
易
さ
れ
た
り
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
領
主
と
謂
え
ど
も
、
実
は
そ
の
土

地
、
領
地
に
対
す
る
固
有
の
権
利
は
有
し

て
い
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
官
僚
的
な
側
面
と
領
主
的
な

側
面
、
さ
ら
に
種
々
の
要
因
が
非
常
に
う

ま
く
噛
み
合
っ
て
い
た
の
が
江
戸
時
代
の

体
制
で
す
。そ
の
結
果
、２
０
０
年
以
上
の

安
定
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
近
代
社
会
に
向

け
て
の
基
盤
も
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
意
味
で
、世
界
史
的
に
見
た
と
き
、日

本
の
江
戸
時
代
は
東
ア
ジ
ア
共
通
の
特
徴

と
し
て
括
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
制
度
と
比
べ
て
も
、
ピ
ッ
タ
リ

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
よ
う
な
形
で
成
り
立
っ
て
い
た

体
制
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
両
者
の
特
徴
が
見
事
に
噛
み
合
っ
て

機
能
し
た
と
こ
ろ
が
世
界
史
的
な
意
義
で

あ
り
、
前
半
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
体
制
の
機
能
や

特
徴
・
形
態
が
、「
城
郭
の
仕
組
み
」
の
中

に
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
視
点
で
考
え
れ
ば
、
江
戸
時

代
の
体
制
は
世
界
史
的
に
見
て
非
常
に
意

義
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
中
央
だ
け
を
見
る

よ
り
も
、
む
し
ろ
各
藩
・
大
名
を
見
る
方

が
特
色
が
明
確
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の

一
番
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
城
郭
の
セ
ッ
ト

と
し
て
今
日
も
残
っ
て
い
る
の
が
彦
根
城

で
あ
り
、
彦
根
城
に
は
大
き
な
歴
史
的
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
史
的
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
に

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
少
し
補
足
す
る
と
、
こ
の
近
世
と

い
う
時
代
は
、
世
界
中
で
世
俗
化
が
進
ん

だ
時
代
で
す
。
世
界
の
多
く
の
地
域
で
、

宗
教
勢
力
は
前
面
に
出
づ
ら
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
日
本
の
場
合
も
、
一
向
一
揆
の

時
代
と
違
っ
て
武
士
身
分
が
専
ら
統
治
に

携
わ
り
、
城
内
に
は
寺
院
な
ど
宗
教
施
設

が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
く
な
る
。
こ
れ
も

世
界
史
的
に
見
た
特
徴
で
す
。

同
じ
く
火
器
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

火
器
が
導
入
さ
れ
た
時
も
、
日
本
史
だ
け

見
て
い
る
と
日
本
は
そ
の
導
入
に
出
遅
れ

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
ち
が
ち
で
す

が
、
実
は
火
器
の
時
代
に
も
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
ま
す
。
煙
硝
蔵
な
ど
が
「
お

城
」
の
中
に
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
堀
の
話

が
最
後
に
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
中
世
の
堀
か
ら
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
水
堀
が
一
般
化
し
、
堀
幅
が
広
く

な
り
、
火
器
の
射
程
距
離
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
点
で
、
世
界
の
近
世

の
社
会
の
動
き
に
も
対
応
し
て
い
る
の
で

す
。空

間
軸
と
時
間
軸
か
ら
他
地
域
と
比
較

す
る
よ
う
な
話
が
途
中
で
出
て
参
り
ま
し

た
が
、
そ
う
い
う
視
点
か
ら
見
て
も
、
近

世
城
郭
が
代
表
す
る
政
治
体
制
と
い
う
も

の
、
こ
れ
は
広
い
意
味
で
の
政
治
体
制
を

指
し
ま
す
が
、
支
配
層
な
ど
上
の
方
だ
け

で
は
な
い
包
括
的
な
意
味
で
の
江
戸
時
代

の
日
本
の
体
制
、
そ
れ
を
城
郭
が
象
徴
し

て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
で

す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
山
先
生
の
お
話
は
、
本
質
を
つ
い
て

貴
重
な
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、

私
が
下
手
に
要
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
本
物
の
話
を
聞
い
て
頂
き
ま

し
た
。

続
い
て
、
古
谷
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

今
度
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
ご
専
門
の
先
生

で
す
。

古
谷　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
大
阪
大

学
の
古
谷
と
申
し
ま
す
。
僕
は
彦
根
城
の

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム
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学
術
会
議
で
は
、
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

研
究
の
知
見
か
ら
、
比
較
を
中
心
に
お
話

を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

今
日
の
お
話
に
つ
い
て
、
感
想
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
鈴
木
地
平
調
査

官
か
ら
価
値
に
つ
い
て
、
日
本
の
文
化
財

の
考
え
方
と
世
界
遺
産
の
考
え
方
が
、
一

致
す
る
部
分
と
ず
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る

と
い
う
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
価
値
を
は
か
る
た
め
、
比
較
す
る
た

め
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
先
生
が
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
お
話
か
ら
、

価
値
と
は
「
エ
ボ
ル
ビ
ン
グ
」
す
る
も
の
、

歴
史
認
識
や
そ
れ
に
関
す
る
文
化
財
に
対

す
る
認
識
は
、「
更
新
さ
れ
」、
あ
る
い
は
、

「
進
化
す
る
も
の
」
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
初
に
は
青
柳
先
生
が

「
２
０
２
２
年
２
月
24
日
」の
お
話
を
さ
れ

て
、「
安
定
と
調
和
の
象
徴
」
と
い
う
言
葉

を
お
使
い
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
話

を
考
え
あ
わ
せ
た
時
に
、
今
ま
さ
に
、
文

化
財
の
価
値
や
歴
史
認
識
を
「
エ
ボ
ル
ビ

ン
グ
」
す
る
べ
き
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
に
あ

り
、「
安
定
と
調
和
の
象
徴
」
と
い
う
課
題

を
考
え
る
べ
き
、
そ
う
い
う
時
期
、
段
階

に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
は
、
吉

田
ゆ
り
子
先
生
と
三
宅
理
一
先
生
か
ら
、

非
常
に
鋭
い
ご
批
判
を
頂
き
ま
し
た
。
杉

山
先
生
や
僕
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
洋
史
、
西

洋
史
の
見
知
か
ら
、
例
え
ば
16
世
紀
か
ら

17
世
紀
の
、
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
降

の
東
西
半
球
、
両
半
球
が
一
体
化
し
た
こ

と
に
震
源
が
あ
る
「
世
界
の
変
化
」
に
対

し
、
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

僕
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
専
門
な
の
で
、

三
宅
先
生
が
お
話
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
と
い
う
存
在
が
、

世
界
中
の
だ
れ
も
が
納
得
す
る
も
の
と
し

て
世
界
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

「
16
世
紀
・
17
世
紀
の
世
界
史
的
な
課
題
」

に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
対
応
、
こ
れ
は
絶

対
王
政
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
体

制
を
作
り
上
げ
た
こ
と
を
抽
象
化
し
た
も

の
と
し
て
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
が
理
解
で
き

ま
す
。

僕
が
個
人
的
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

は
、
今
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
す
が
、
歴
史
的

に
見
れ
ば
か
つ
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
含
ま

れ
て
い
た
ネ
ス
ヴ
ィ
ジ
と
い
う
場
所
に
あ

る
、「
ラ
ジ
ヴ
ィ
ウ
家
の
建
築
的
、
住
宅

的
、
文
化
的
複
合
体
」
と
い
う
世
界
遺
産

で
す
。
こ
れ
は
「
16
世
紀
・
17
世
紀
の
世

界
史
的
な
課
題
」に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

リ
ト
ア
ニ
ア
地
域
の
対
応
の
結
果
生
み
出

さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
共

和
国
と
い
う
形
で
、
さ
き
ほ
ど
の
フ
ラ
ン

ス
の
絶
対
王
政
と
は
、
ま
た
異
な
る
体
制

を
抽
象
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
は
青
柳
先
生
が
お
ら
れ
る

の
で
、
こ
う
い
う
言
葉
を
使
う
と
怒
ら
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

古
代
ロ
ー
マ
以
来
の「
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
」と

い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
簡
単
に

言
え
ば
、「
み
ん
な
に
と
っ
て
の
幸
せ
」
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
言

葉
・
概
念
を
、
例
え
ば
16
・
17
世
紀
の
世

界
の
文
脈
に
当
て
は
め
て
考
え
た
場
合
、

日
本
だ
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
が
あ
っ

た
の
か
、
先
ほ
ど
の
稲
葉
先
生
が
「
エ
ボ

ル
ビ
ン
グ
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
の
で
す

が
、
ま
さ
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、「
安
定

と
調
和
の
象
徴
」
と
し
て
の
彦
根
城
の
価

値
が
、
世
界
の
多
く
の
事
例
と
横
並
び
と

な
り
、
比
較
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
く
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
今
、
こ
の
よ
う
な
お
話
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
は
、
や
は
り
課
題
が
残
る

か
ら
で
す
。
岡
田
先
生
が
最
後
に
お
話
さ

れ
た
こ
と
、
本
当
に
核
心
を
突
く
課
題
だ

と
思
い
て
い
ま
す
。OU

V

の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
言
葉
を
、
僕
た
ち
は
、「
シ
ン
プ
リ

フ
ァ
イ
」
と
い
う
か
、「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
」

と
い
う
か
は
と
も
か
く
、「
だ
れ
も
が
分

か
る
も
の
」
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も
、

知
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
議
論
を
進
め
て

い
る
の
で
、
客
観
的
な
ご
指
摘
は
大
き
く

響
き
ま
し
た
。

今
日
は
、
改
め
て
適
切
な
課
題
、
質
問

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

宗
田
先
生
お
返
し
し
ま
す
。

古谷　大輔　氏
（大阪大学大学院教授 西洋史）
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宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
レ

ス
プ
ブ
リ
カ
」
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
青
柳
先
生
に
お
言
葉
頂
き
ま
す

が
、
先
ほ
ど
の
青
柳
先
生
の
お
話
の
中
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、毎
年
、と
言
っ
て
も
コ

ロ
ナ
前
に
な
る
の
で
す
が
、
世
界
で
14
億

人
の
観
光
客
が
海
外
に
出
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
２
億
８
０
０
０
万
人
も
の

人
々
が
移
民
と
し
て
動
い
て
い
ま
す
、
さ

ら
に
８
０
０
０
万
人
が
難
民
と
し
て
世
界

を
移
動
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
も
国
際
移
動
は
ビ

ジ
ネ
ス
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
今

で
は
14
億
人
ま
で
観
光
客
が
増
え
て
い

る
。
そ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、一
方
で
、自
分
の
国
を
捨
て
、海

外
へ
出
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
、

も
ち
ろ
ん
戦
争
難
民
や
、
自
然
災
害
の
難

民
も
あ
り
ま
す
が
、
公
正
な
社
会
的
利
益

が
得
ら
れ
な
い
、
経
済
的
な
発
展
が
望
め

な
い
こ
と
か
ら
、
自
分
の
国
を
捨
て
、
地

中
海
を
渡
た
り
、
メ
キ
シ
コ
の
国
境
を
超

え
る
、
そ
う
し
た
人
々
が
多
く
お
ら
れ
る

訳
で
す
。

な
ぜ
、
発
展
が
で
き
な
い
国
が
こ
ん
な

に
多
く
残
っ
て
い
る
か
、
国
際
連
合
の
80

年
弱
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
時
に
、
地
域

開
発
は
本
当
に
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
、

誤
解
を
恐
れ
ず
極
端
に
言
っ
て
し
ま
え

ば
、
本
当
に
独
立
国
と
し
て
よ
か
っ
た
の

か
、
多
く
の
問
題
・
課
題
、
想
い
が
出
て

き
ま
す
。

ま
た
、そ
う
し
た
移
民
が
、例
え
ば
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
国
内
で
種
々
の
問
題
・
課
題
を
発

生
さ
せ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
多
文
化

共
生
と
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
は
、「
移
民
か
ら
市

民
へ
」
と
言
っ
て
、
同
化
政
策
、
こ
の
言

葉
は
悪
い
意
味
が
あ
り
、
誤
解
を
受
け
れ

ば
よ
く
な
い
の
で
、
積
極
的
に
は
使
い
ま

せ
ん
が
、
市
民
に
な
っ
て
も
ら
お
う
、
一

緒
に
「
レ
ス
プ
ブ
リ
カ
」
を
考
え
よ
う
と

い
う
政
治
的
な
動
き
が
強
く
出
て
き
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
の
前
後

で
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
冒
頭
、
文
化
の
意
義
に
関

し
て
青
柳
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
先
生
、
改
め
て
、
古
代
ロ
ー
マ

史
の
研
究
者
と
し
て
、
一
言
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

青
柳　
今
お
聞
き
し
て
、
勉
強
に
な
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。

ロ
ー
マ
と
の
関
係
で
は
、
日
本
の
城
郭

と
い
う
も
の
は
、
非
常
に
「
か
わ
い
い
」。

当
時
の
ミ
リ
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
立
場
か
ら
見
た
ら
、
非
常
に
中
途
半
端

な
、
小
さ
な
、
だ
け
ど
も
、
大
変
美
し
い

も
の
と
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、「
ク
ラ
ッ
ク
・
デ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ

エ
」
と
比
べ
れ
ば
、
そ
う
い
う
印
象
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
防
御
を
真
剣
に
考
え
た

本
格
的
な
世
界
の
城
郭
と
比
べ
れ
ば
、
日

本
の
「
お
城
」
は
、
だ
れ
で
も
潰
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
え
る
、
小
さ
な
も
の
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
の
「
お
城
」
は
象
徴
的

な
も
の
と
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権

力
・
権
威
を
示
す
存
在
と
な
り
、
そ
し
て
、

統
治
の
安
定
化
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
、
こ

の
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
よ
く
「
ブ
ー
カ

の
時
代
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

「V
olatility

：
変
動
性
」「U

ncertainty

：

不
確
実
性
」「Com

plexity

：
複
雑
性
」

「A
m
biguity

：
曖
昧
性
」
の
頭
文
字
を

と
っ
た
言
葉
で
す
が
、
2
・
24
が
始
ま
っ

た
の
で
、
僕
は
こ
れ
に
、「
Ｂ
」、
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
「
Ｂ
」
で
す
が
、
こ
れ
を
付
け
加
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｂ
」
す
な
わ
ち
「Backtrack

：
引
き
返

す
」
の
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
僕
は
、
２
・

24
か
ら
の
「
ブ
カ
ー
ブ
（V

U
CA

B

）」
の

時
代
に
入
っ
た
と
い
う
風
に
言
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
時
代
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
協
議
会
で
書
い
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、「
安
定
と
調
和
を
も
た
ら

し
た
城
郭
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
中
々

面
白
い
、
重
要
な
意
味
の
あ
る
も
の
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
話
題
に
あ
っ
た
中
国
や
朝
鮮
の

都
城
や
都
市
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
城

壁
に
囲
ま
れ
た
都
市
な
ど
と
、
日
本
の
城

壁
の
な
い
都
市
と
の
比
較
、
そ
の
差
異
は

な
ぜ
、
生
み
出
さ
れ
た
の
か
。
世
界
的
な

課
題
に
な
り
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

産
業
革
命
前
の
１
７
５
０
年
頃
の
イ
ギ
リ 青柳　正規　氏
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ス
の
統
計
で
は
、
陸
の
運
送
と
水
上
の
運

送
と
川
の
運
送
は
、
１
：
12
：
28
の
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
比
べ
て
彦
根

城
の
場
合
は
、
湖
は
海
と
川
の
両
方
の
意

味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
12
よ
り
も
も
う

ち
ょ
っ
と
高
い
、
20
く
ら
い
の
効
率
が

あ
っ
た
と
想
定
で
き
ま
す
が
、
こ
の
高
い

比
率
も
一
つ
の
「
安
定
」
の
表
れ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
幕
末
に
２
６
０
藩
く
ら
い

あ
っ
た
藩
の
中
で
、
特
に
親
藩
の
ほ
と
ん

ど
は
借
金
過
多
で
倒
産
寸
前
の
状
態
だ
っ

た
。
そ
の
な
か
で
会
津
と
彦
根
が
比
較
的

健
全
な
藩
財
政
を
持
ち
安
定
を
維
持
し
て

い
た
、
そ
れ
で
貧
乏
く
じ
を
引
く
こ
と
に

な
り
、一
つ
は
京
都
所
司
代
、も
う
一
つ
は

大
老
の
役
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。こ

の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
前
提
に

「
パ
ッ
ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ
」
を
、
も
う

少
し
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
位
置
付
け
る

研
究
を
、
是
非
、
こ
の
彦
根
城
が
世
界
遺

産
に
な
る
と
い
う
動
き
の
中
で
、
彦
根
城

が
中
核
に
な
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
で
の
、
あ

る
い
は
世
界
全
体
で
の
「
パ
ッ
ク
ス
・
ト

ク
ガ
ワ
ー
ナ
」
の
意
義
を
考
え
て
頂
き
た

い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

今
、世
界
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
国
際
会

議
に
参
加
し
て
も
、
す
ぐ
話
題
に
出
る
の

が
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
モ
ン
ズ
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
コ
モ
ン
ズ
」、

こ
の
両
者
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
、「
ロ
ー

カ
ル
コ
モ
ン
ズ
」
を
集
め
れ
ば
「
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
モ
ン
ズ
」
に
な
る
と
い
う
錯
覚
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
は
や
、
そ
う
で

無
く
な
っ
た
、そ
う
は
な
ら
な
い
こ
と
が
、

明
確
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
ロ
ー
カ
ル
コ
モ
ン
ズ
」

と
い
う
も
の
を
相
対
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ま
さ
に
そ
の
意
味

で
、
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
は
、
彦
根

を
中
核
と
し
た
「
パ
ッ
ク
ス
・
ト
ク
ガ

ワ
ー
ナ
」
を
世
界
の
歴
史
の
中
で
相
対
化

す
る
良
い
契
機
、
き
っ
か
け
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
そ
う
意
味
で
も
、
是
非
、

是
非
、
彦
根
城
に
は
世
界
遺
産
に
な
っ
て

欲
し
い
、
や
り
遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宗
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

我
々
が
、「
パ
ッ
ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ー

ナ
」で
学
ん
だ「
コ
モ
ン
ズ
」と
い
う
も
の

を
、
も
う
一
度
正
し
く
言
語
化
し
て
、
さ

ら
に
、
こ
れ
を
掘
り
下
げ
た
上
で
、
世
界

の
皆
さ
ん
に
説
明
で
き
る
よ
う
な
推
薦
書

の
書
き
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
自
身
も
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
、
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
平
和
の
意
味
、

徳
川
体
制
の
意
味
を
、
も
う
一
度
考
え
直

し
、
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
柳
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。さ

て
、
皆
様
、
本
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
世
界
史
に
お
け
る
近
世
城
郭
の
意
味
』に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
、
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
発
展

途
上
に
あ
る
推
薦
書
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
世
界
に
訴
え
て
い
く

の
か
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
日
本
か
ら

の
よ
り
良
い
文
化
発
信
と
し
て
、
彦
根
城

の
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
、
や

り
遂
げ
た
い
と
思
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
是
非
、
見
守
っ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
次
回
は
、
杉
山
先
生
、
古
谷
先

生
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
一
歩

進
ん
だ
、「
世
界
史
の
中
に
お
け
る
彦
根
城

の
意
味
」
と
い
う
課
題
、「
パ
ッ
ク
ス
・
ト

ク
ガ
ワ
ー
ナ
」
の
意
味
を
掘
り
下
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
も
お
越
し
頂
く

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ま
た
、「
世

界
遺
産
の
意
義
」
に
関
し
て
も
、
先
ほ
ど

鈴
木
調
査
官
か
ら
の
問
い
か
け
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
行
政
、
文
化

政
策
の
在
り
方
を
見
据
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
つ
つ
、
終
了
と
い
た
し
ま
す
。

先
生
方
、
本
日
は
大
変
熱
い
議
論
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
行
が
不
手
際
で
時
間
オ
ー
バ
ー
致
し

ま
し
た
が
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
会
場
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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2 
 

彦彦 根根 城城

【【沿沿革革】】  

 1600 年、関ヶ原合戦で徳川家康が勝利した後、腹心の井伊直政に佐和山城を任せた。井

伊家による、近江東北部の支配の始まりである。 

その後、1603年 2月、征夷大将軍となり、日本の統治を担うようになった徳川家康は、その

直後に、井伊家の居城を彦根山に移すことを命じた。 

当初は、徳川幕府の命令で近隣の大名たちが動員され（公儀普請）、築城工事が進めら

れた。また、 年に完成した天守は、大津城の天守は、大津城の天守の一部を移した

ものと伝えられる。

彦根城の建設工事は、天守が完成した後に、一旦中断したが、 年の大坂の陣を経

た後、井伊直孝の下で、彦根藩の単独工事として再開され、 年頃まで継続した。さ

らに、第二郭の北部に玄宮園と呼ばれる庭園が整備されるなど、 世紀後半頃までにそ

の姿を完成させた。その後、 世紀後半に藩校が開設されるが、彦根城は 世紀後半

頃までに完成したその基本的な姿を変えることなく、井伊家・彦根藩の統治拠点として

機能し続けた。 
 

年の大政奉還により、彦根城は幕藩体制の統治拠点としての役割を終了した。

その後、県庁や陸軍の駐屯地として利用されたこともあったが、 年 月、彦根

城内の建物を撤去することが決められた。

しかし、地元の住民たちは、彦根城を保存することが地域住民の心を一つに結びつけ

ることにつながると考え、彦根城の解体中止を関係各所に働きかけた。 年 月、

明治天皇の行幸に随行していた大隈重信が取り壊しの進む彦根城を訪れ、解体を悲しむ

地元住民に心を動かされ、明治天皇に彦根城の保存を進言。明治天皇がその意見を受け

入れ、彦根城の永久保存が決定した。

彦根城は、その後、陸軍省から宮内省に移管され、 年に井伊家に譲渡、

年、井伊家が彦根市に寄付し、現在に至っている。

戦後の 年以降、彦根城天守をはじめ、櫓や馬屋などの歴史的建造物が国宝・重

要文化財に、彦根城の中堀より内側の空間に中堀沿いの埋木舎を加えた範囲が特別史跡

に、玄宮楽々園の範囲が名勝に順次指定され、文化財としての保存活用が開始された。
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【【彦彦根根城城ののＯＯＵＵＶＶ（（ 時時点点））】】

彦根城は、日本列島の中央部に位置し、江戸時代（1603-1867）において、藩による統

治拠点として機能した城郭である。本資産は、周辺から隔絶された一体的な空間構造と

象徴的な形態を持ち、２世紀半にわたる安定した社会秩序を形成した徳川幕藩体制の仕

組みを反映していた。彦根城は、幕藩体制を支えた城郭の中でも、幕府と藩、藩と領民

の特異な均衡関係によって成り立つ体制の仕組みを完全な形で現在に伝える唯一の城郭

であり、人類史上の1つの時代を画した統治体制の仕組みを示す物証として、顕著な普

遍的価値を有している。 
 
彦彦根根城城のの特特徴徴

本資産は、琵琶湖畔の小高い丘を中心に築かれており、城郭全体の空間構造は、二重

の堀によって区分されている。内側の郭には大名の御殿が構えられ、それを取り囲む形

で、外側の郭には大名の統治を補佐する重臣たちの屋敷が配置された。すなわち、大名

と重臣の住まいと、彼らが藩の政治方針を決定する中枢機能は、周辺から隔絶された城

内で完結していた。また、城内に配置された御殿の広間や能舞台、庭園、茶室では、彼

らが互いの立場を確認し結びつきを強める儀礼が行われ、体制の維持に貢献した。藩の

統治に必要なこれら全ての機能が集約された城郭全体は、圧倒的な存在感の石垣と堀に

よって城下町や周辺の村から隔絶され、その内側が特別な空間であることを演出してい

た。天守を頂点とする象徴的な姿は、幕府から権威を与えられ、この地を統治する藩の

存在を、町や村、街道、湖上を行き交う人々に対して効果的に印象付けていた。 
 
世世界界史史ににおおけけるる江江戸戸時時代代・・近近世世城城郭郭

17世紀から19世紀の世界は、東西半球の一体化が社会変化を促した結果、各国で統

治体制が再編され、近現代の前提となる社会の在り方が形成された重要な時期である。

この時期に成立した日本の徳川幕藩体制は、2 世紀半にわたって安定した社会秩序を維

持することに成功した。その統治において重要な役割を果たしたのが藩である。すなわ

ち、大名は、幕府によって各地に配置され、領内の統治に専念する限りはその立場を保

障された。また、重臣たちも自身の領地から引き離され、城郭の中に集住した。これに

より、全国的にも領内においても、争いを回避することができた。大名と重臣たちは、

城郭を拠点にして、領地全体を統治する藩の政府を組織し、領民の暮らしを保障し、社

会の秩序を維持した。この長期の安定のもとで、日本の個性的な社会の在り方や文化が

発展した。 
 
彦彦根根城城がが代代表表すするるこことと

彦根城は、藩主の井伊家が将軍を支える最も重要な地位の大名だったため、幕藩体制
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の形成初期に、幕府自らの命令によって新たに築かれた。その後、井伊家は、幕藩体制

の仕組みを反映した彦根城の空間構造と形態を17世紀のうちに完成させ、19世紀半ば

までその状態を維持した。さらに、幕藩体制終焉後の19世紀後半以降、統治拠点として

の役割を終えた全国の多くの城郭が失われた中で、地域の人々の総意によって破壊を免

れ、心のよりどころとして現在まで大切に保存されてきた。 
 
したがって、彦根城は、徳川幕藩体制を成立させた藩の統治拠点としての城郭の形を

完全に残す、最も顕著な見本である。彦根城を通して、世界史的にみた徳川幕藩体制の

特殊性を理解することができる。 
 
 

 
城郭全体の空間構造を見ると、石垣と堀によって周辺から隔絶された空間の中に、御殿や重臣屋敷など

の統治に必要な諸施設が集約されていたことが分かる。 

 

 
城下町や周辺の村から見た、天守を頂点に櫓、石垣、堀が折り重なった形態は、幕府から権威を与えら

れ、統治の権限と責任を持つ藩の存在を象徴している。  
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【【評評価価基基準準（（ 時時点点））】】

 
評価基準(iii)：現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的伝統又は文明の存在

を伝承する物証として無二の存在（少なくとも希有な存在）である。 
 
彦根城は、周辺から隔絶された一体的な空間構造と象徴的な形態によって、2 世紀半

にわたる安定的な社会秩序を形成した世界史的に特殊な統治体制の仕組みを伝承する希

有な物証である。 
徳川幕藩体制において、幕府から各地の統治を委ねられた大名は、重臣たちを個別の

領地から引き離し、統治の機能を城内に集約することで、争いを回避し、安定した社会

秩序を形成することができた。その安定のもとで、日本の個性的な社会の在り方や文化

が発展した。城郭は、藩の統治に必要な機能を集約した拠点施設であり、その空間構造

と形態は、藩の性格と役割、争いの回避を可能にした統治の方法を目に見える形で示し

ている。これら全国の城郭の中で、彦根城は、幕藩体制の仕組みを完全な形で現在に伝

える唯一の例である。 
 
評価基準(iv)：歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集合体、あ

るいは景観の類型・典型を代表する顕著な見本である。 
 
彦根城は、近現代の前提となる社会の在り方が形成された17世紀から19世紀におけ

る、世界史的に特殊な統治体制の仕組みを反映した、藩の統治拠点として機能した城郭

という類型を代表する顕著な見本である。 
藩の城郭は、領地全体を統治する拠点施設として、17 世紀のうちに完成し、19 世紀

半ばまで機能した。石垣と堀によって周辺から隔絶され、統治のための機能が集約され

た空間構造は、大名を中心に組織化された藩の性格と役割を示している。天守を頂点と

する城郭の形態は、幕府から権威を与えられ、統治の権限と責任を持つ藩の存在を象徴

している。このように、空間構造と形態の両面によって統治体制の在り方を可視的に示

す、類型化された拠点施設は、17世紀から19世紀の世界において他に存在しない。全

国の城郭の中で、彦根城は、空間構造と形態を完全な形で現在に伝える唯一の例であり、

その最も顕著な見本である。 
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彦彦根根城城のの資資産産おおよよびび緩緩衝衝地地帯帯のの範範囲囲（（RR44..66  現現在在））  
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開会挨拶　和田裕行（彦根城世界遺産登録推進協議会副会長、彦根市長）
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パネルディスカッションコメンテーター

元文化庁長官

青柳 正規 氏 
����年、大連生まれ。古代ローマ美術・考古学を専攻。東京大学文学部教授、国立西洋美術館館長、

文化庁長官などを務め、現在、東京大学名誉教授、日本学士院会員、山梨県立美術館館長、

学校法人多摩美術大学理事長、奈良県立橿原考古学研究所所長、石川県立美術館館長、他。

��年に亘りイタリアの古代ローマの遺跡発掘に携わる。著書は、『皇帝たちの都ローマ』、

『ローマ帝国』、『文化立国論』、『人類文明の黎明と暮れ方』他。

講演登壇者・パネルディスカッションコメンテーター

京都女子大学教授

もり　よしかず
母利 美和氏 

専門は近世藩政史、幕末政治史。同志社大学文学部、同大学院文学研究科を経て、昭和��年より彦

根市教育委員会博物館建設準備室技術吏員、彦根城博物館学芸員を経て、平成��年より京都女子

大学文学部助教授、平成��年より現職。主な著書に『幕末維新の個性６ 井伊直弼』『安政の大獄の

真実』『江戸時代近江の商いと暮らし　湖国の歴史資料を読む』など。現在、彦根城世界遺産登録推

進にかかる学術会議・学術検討委員会学術検討委員において、彦根藩に関する深い知見で貢献。

筑波大学名誉教授

稲葉 信子氏 
いなば　のぶこ

国際機関ICCROM事務局長特別アドバイザー。工学博士。専門は建築学・世界遺産学。����～����

文化庁文化財保護部建造物課（うち����-����国際機関ICCROM派遣）、����-����独立行政法人

東京文化財研究所文化遺産国際協力センター、����-����筑波大学大学院世界遺産専攻。世界遺産

については、日本が世界遺産条約を批准した����年からユネスコ世界遺産委員会での条約運営に

関わる総合的な議論、個別の世界遺産の登録、保全のための仕事に国内外で関わってきている。

基調講演登壇者

日時 | 令和 ４年 ７月 ３日 （日） ��:��-��:�� (開場��:��)

場所 | 建築会館ホール（東京都港区芝五丁目��-��）

入場無料(先着���名/事前申込制)

日時：令和 ４年 ７月 ３日 （日）　13:00-
場所：建築会館ホール（東京都港区芝五丁目26-20）
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主催 / 彦根城世界遺産登録推進協議会

共催 / 滋賀県・彦根市・滋賀県教育委員会・彦根市教育委員会

後援 / 一般社団法人 日本イコモス国内委員会

　　　一般社団法人 日本建築学会

本シンポジウムの内容は
後日、　　　　　　にて配信予定

滋賀県文化財保護課 公式YouTubeチャンネル

パネルディスカッションコーディネーター
京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

むねた　よしふみ
宗田  好史氏 

浜松市生まれ。法政大学大学院修士、ピサ大学、ローマ大学大学院をへて、イタリア歴史的都市再

生の研究で工学博士（京都大学）。国際連合地域開発センターを経て、����年から京都府立大学、

����年副学長、����年名誉教授、����年から関西国際大学教授。

国際記念物遺跡会議（ICOMOS）国内委員、京都市景観まちづくりセンター理事、（特）京都府地球

温暖化防止活動推進センター理事、（特）京町家再生研究会理事など。

パネリスト

東京外国語大学教授

吉田 ゆり子氏 
よしだ　ゆりこ

専門は日本近世史。中世近世移行期の地域社会の変容、兵農分離を、地域に根ざした視点から解

き明かす研究方法をとる。お茶の水女子大学大学院人間文化研究科を経て、東京大学人文社会系

研究科にて博士学位（文学）取得。現在は東京外国語大学文書館長、海外事情研究所所長、公益財

団法人文化財建造物保存技術協会評議員、文化庁中世城館・近世城郭検討会委員、他。主な著書

に『兵と農の分離』、『兵農分離と地域社会』など。

岡田  保良氏 

国士舘大学名誉教授
日本イコモス委員長

おかだ　やすよし

����年大阪市生まれ。国士舘大学名誉教授。京都大学博士（工学）。専門は西アジア建築史、文化遺産

学。京都大学工学部助手を経て����年より国士舘大学イラク古代文化研究所講師、����年同教授。

����～����年イコモス本部執行委員。����年から日本イコモス国内委員会委員長。主な著書に

「古代メソポタミアの宗教建築」、『現代イラクを知るための��章』、『世界文化遺産の思想』など。

東京理科大学客員教授

三宅  理一氏
みやけ　りいち

����年東京生まれ。東京大学建築学科ならびにパリ・エコール・デ・ボザール卒業。工学博士。芝浦

工業大学、慶應義塾大学、パリ国立工芸院にて教鞭をとり、藤女子大学副学長を経て現職。建築史、

遺産学を専攻。プロボタ修道院（ルーマニア）、初期清朝の都市遺産（中国）など遺産保護活動に携

わる。瀋陽市栄誉市民、フランス政府学術教育功労勲章。『モルドヴァの世界遺産とその修復』、『限界

デザイン』、『境界線から考える都市と建築』など著書多数。

文化庁  文化財調査官

鈴木 地平 氏 
昭和��年生まれ、滋賀県大津市出身。専門は歴史地理学、文化遺産学。

京都大学文学部、同大学院文学研究科を経て、平成��年より文化庁技官（文化的景観）、平成��年

高崎経済大学大学院地域政策研究科修了、博士（地域政策学）、平成��年より現職。主な著作に『景

観史と歴史地理学』、『世界文化遺産の思想』、『世界遺産の日本史』（いずれも分担執筆）など。
すずき　ちへい

写真提供：多摩美術大学

あおやぎ まさのり

パンフレット　表面

彦根城の顕著な普遍的価値（OUV）は、江戸時代、

「���年間に及ぶ安定の時代」に注目する。

　��世紀の世界では、新しい技術、知識、富の移動が活性

化し、これまでの国や地域の秩序を大きく揺さぶった。これ

に対し、多くの国では、��世紀後半までにそれぞれの国の

枠組みを再定義し、既存の政治体制を再編することで、そ

れぞれ個性的な社会を育み、文化や伝統を生み出す時代

へと移行した。

　日本では��世紀初頭、江戸時代が該当する。江戸時代

は、地域相互やムラ相互などの重層化した戦乱状態に終

止符を打つとともに、新しい国の枠組みを形成することで

成立した。この江戸時代は、その後���年間、安定的に維

持され、豊かな日本文化を形成する基層を形成した。すな

わち、江戸時代は��世紀の世界的な秩序の再編期の顕著

な事例なのである。

　この江戸時代の統治拠点として築造され、利用され続

けたのが近世城郭である。近世城郭は、石垣・水堀によって

周辺地域から明確に隔絶することで、その政権としての独

立性を確保し、内部はこれまでの城郭にはなかった大名と

全ての重臣が集住する特徴的な構造を採用することで、混

乱の発生を排除する体制を固定化した。

さらに、天守や石垣などの織りなす象徴的な外観によって、

地域社会を安定させる権威と責任の所在を可視化した。

　すなわち、近世城郭は、��世紀の世界的な秩序の再編

成に対応し、日本において築造された、その構造と外観に

よって、政治体制の特徴と、それが安定的に維持された仕

組みを具現化する、世界的にも稀有な存在なのである。

　その上で彦根城は、江戸幕府の最初に設置された藩の

政治拠点であった。また、その城主である井伊家は、この体

制の構築に深くかかわるとともに、江戸時代を通じて将軍

の補佐役としての地位を維持し続けた。この歴史的な事実

によって、彦根城は��世紀前半に理想の姿を規範的に映

し出す構造と外観をもって築造され、江戸時代を通じて大

きな変化を経ることなく、その構造と外観が維持され続け

た、近世城郭の典型、代表例と位置付けられるのだ。

　さらに、明治以降には多くの城郭が取り壊されることに

なったが、彦根城は地域住民の強い要望によって保存が

決定し、また、他の城郭とは異なり軍隊施設や行政施設と

して利用された期間が極めて短く、早くから市民に公開さ

れ、市民のシンボルとしての価値を構築した。

また、戦争に被災することもなく、現在において最も正しく

江戸時代の姿を保存していることによって、地域アイデンテ

ィティーの中核として、多くの人々を結びつける存在であり

続けている。

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 内 容 が 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。
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公式ＨＰは左記QRコードか下記URLから。

Peatixアカウントにログインするか、新規登録で

Peatixアカウントを作成してお申込みください。

https://hikonejo-symposium.peatix.com/

【ネット申込】
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エフエム滋賀
問合せTEL

元文化庁長官青柳 正規氏  

京都女子大学教授母利 美和氏 

筑波大学名誉教授稲葉 信子氏 

名勝・玄宮園から天守を臨む 上空から見た彦根城

-彦根城世界遺産登録に向けて- - プログラム -

開会挨拶　和田裕行 (彦根城世界遺産登録推進協議会副会長、彦根市長)

映像紹介

基調講演  「今、彦根城を世界遺産に登録する意義」

講演  「江戸時代の平和と彦根城の歴史」

講演  「彦根城の顕著な普遍的価値とは」 

- 休　憩 -

パネルディスカッション

閉会
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��:��

��:��

��:��

��:��

��:��

コーディネーター

宗田  好史氏 京都府立大学名誉教授
関西国際大学教授

国士舘大学名誉教授
西アジア建築史、文化遺産学岡田  保良氏 

パネリスト
東京理科大学客員教授
建築史、遺産学

パネリスト

三宅  理一氏

東京外国語大学教授
日本近世史・地域史

パネリスト

吉田 ゆり子氏 

コメンテーター

稲葉 信子氏 

コメンテーター

母利 美和氏 

コメンテーター

鈴木地平氏 

パンフレット　中面
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展示パネル１展示パネル２

展示パネル３展示パネル４

『世界史における近世城郭の意義』

（配付資料・制作物）
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展示パネル５展示パネル６

展示パネル７展示パネル８

彦根城世界遺産登録推進シンポジウム

（配布資料・制作物）
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展示パネル９

本シンポジウムの内容は
にて視聴できます。

滋賀県文化財保護課 公式YouTubeチャンネル

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-shinbun/oshirase/������.html

『世界史における近世城郭の意義』

（配付資料・制作物）
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